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道
路
局
路
政
課

一
は
じ
め
に

路
面
電
車
は
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
･
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

等
と
と
も
に
道
路
空
間
を
活
用
し
た
軌
道
系
交
通
機
関
と

し
て
道
路
交
通
を
構
成
す
る
一
要
素
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。
近
年
、
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

そ
の
機
能
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
道
路
行
政
に
お
い
て
も

そ
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
た
め
の
施
策
展
開
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
欧
米
の
諸
都
市
に
お
い
て
、
従
来
の
路
面

電
車
の
走
行
環
境
、
車
両
連
行
シ
ス
テ
ム
等
を
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
さ
せ
た
、
人
に
優
し
く
経
済
性
に
優
れ
た
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
L
R
T

(せ
超
耳
力
巳
-
弓
攝
口
の巳

の

導
入
に
よ
り
、
都
市
交
通
の
改
善
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
が
図
ら
れ
る
事
例
が
多
数
見
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
を
集

め
て
お
り
、
国
内
に
お
い
て
も
都
市
部
に
お
け
る
公
共
交

通
機
関
の
利
用
促
進
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
都
市
環

境
へ
の
負
荷
軽
減
、
さ
ら
に
は
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等

の
利
便
性
確
保
に
対
応
で
き
る
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
。

以
下
で
路
面
電
車
に
対
す
る
道
路
行
政
の
取
組
み
等
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

路
面
電
車
の
経
緯
と
現
状

我
が
国
の
路
面
電
車
は
、
一
人
九
五
年
(明
治
二
人
年
)

京
都
電
気
鉄
道
に
よ
る
営
業
運
転
の
開
始
に
端
を
発
し
、

そ
の
後
、
全
国
的
な
展
開
を
み
せ
、
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
七

年
に
は
全
国
六
五
都
市
、八
二
事
業
者
で
路
線
延
長
約
一
、

五
〇
〇
蹴
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
以
降
の
急

速
な
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
う
連
行
速
度
の

低
下
と
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
次
々
と
姿
を
消
し
、現
在
、

活
躍
中
の
路
面
電
車
は
全
国
で
一
人
地
域
、
一
九
事
業
者

で
延
長
約
二
三
五
皿
と
な
っ
て
い
る

(図
1
)。

現
在
、
営
業
さ
れ
て
い
る
一
九
事
業
者
の
概
要
は
表
1

の
と
お
り
で
あ
り
、
公
営
事
業
者
が
五
事
業
者
、
民
間
事

業
者
は
一
四
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

路
面
電
車
の
輸
送
実
績
の
推
移
は
図
2
に
示
す
と
お

り
、
昭
和
三
〇
年
代
中
頃
が
ピ
ー
ク
で
、
年
間
約
二
、
六

〇
〇
百
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
路
線
の
廃
止
に

伴
い
急
激
に
減
少
し
、
廃
止
が
一
段
落
し
た
昭
和
六
〇
年

代
以
降
は
年
間
三
〇
〇
百
万
人
程
度
に
落
ち
着
い
て
い
た

が
、
近
年
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
少
子
化
の
影
響
等

に
よ
り
ゆ
る
や
か
な
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

道ガテセ 2003.12
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図 1 路面電車の事業者数の推移

表 1 路面電車事業者一覧
平成14年4月1日現在

事業者名 路線名称等 営業地域 開業年月日
方式又は
軌間
(鰓)

停留場
(軌道)

系統数
軌道延長(虹)
営業延長

一目平均
利用者数
(千人)

運賃体系
併用 新設 計

l札幌市交通局 北海道札幌市 1918.8,12 1,067 23 1 8.5 8,5 23 均一制
2函館市交通局 北海道函館市 1913,6.29 も372 26 2 10.9 I0,9 19 対キロ区間
3東京急行電鉄間 世田谷線 東京都世田谷区 19261 .18 1,372 lo 1 0･0 5.O 5.O 60 均一制
4東京都交通局 荒川線 東京都荒川区他 1882.6"26 九372 30 1 1.6 10,6 122 57 均一制
5豊橋鉄道㈱ 東田本線(市内線) 愛知県豊橋市 1925.7.14 1,067 13 2 5.4 64 8 均一制
6名古屋鉄道㈱ 岐阜市内線･美濃町線･田神線岐阜県岐阜市他 191l,2.は 1,067 30 3 11.6 12.3 239 13 均一･対キロ区間
7富山地方鉄道㈱ 富山軌道線 富山県富山市 1913,9.1 1,067 20 2 6.4 6.4 11 均一制
8万葉線㈱ 高岡軌道線 富山県高岡市他 1948.4.10 1,067 17 1 6.1 1.8 7.9 3 対キロ区間
9福井鉄道㈱ 福武線 福井県福井市他 1933,10.15 1,067 7 2 2.9 04 33 3 均一制
10京福電気鉄道㈱ 嵐山本線･北野線 京都府京都市 L91o,3.25 1件36 20 2 1.6 9,4 11･0 19 対キロ区間
11

12

京阪電気鉄道㈱ 京津線･石山坂本線 滋賀県大津市他 19l2.8.15 1,435 27 2 1･0 20.8 21.6 42 対キロ区間
12阪堺電気軌道㈱ 阪堺線･上町線 大阪府大阪市他 1900.9.20 1,435 40 3 74 11,3 187 28 区間制,
13広島電鉄㈱ 広島県広島市 1912.11.23 1,436 67 7 187 01 18,8 109 均一制
14岡山電気軌道㈱ 東山線･清輝橋線 岡山県岡山市 1912.5.6 1,067 16 2 4,7 4.7 10 区間制
15伊予鉄道㈱ 愛媛県松山市 1911.9.1 1,067 27 5 6,3 0.6 6.9 20 均一制
16土佐電気鉄道間 高知県高知市他 1907,117 L067 75 4 22.3 3,O 26.3 19 区間制
17長崎電気軌道㈱ 長崎県長崎市 l915.11.16 も435 39 4- 10.2 1.3 11,6 68 均一制
18熊本市交通局 熊本県熊本市 1924.8.l も435 36 2 u蓬 0.3 12.O 28 対キロ区間
19鹿児島市交通局 鹿児島県鹿児島市 1912,12.1 1,435 35 2 9.1 4.O 13,1 28 均一制

合 計
:数は平成13ず皮鶏緒 r" …つー .･ ･ ･.･′て'、.･, 、.,･‘-‐‘ .-鉈｢溝{ こ、

1464 80.7 227.1 646
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図 2 路面電車の輸送実績の推移

2

市
街
地
の
活
性
化
方
策

路
面
電
車
の
整
備
に
よ
る
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
や
路
面
電
車
を
中
心
と
し
た
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
等
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

を
創
出
し
、
活
性
化
が
図
ら
れ
る
。

3

都
市
環
境
の
改
善

自
動
車
等
の
排
気
ガ
ス
や
騒
音
に
よ
る
都
市
環
境
問
題

が
深
刻
化
す
る
中
、
路
面
電
車

(L
R
T
)
は
自
動
車
や

バ
ス
に
比
べ
、
排
出
に
よ
る
環
境
負
荷
が
少
な
く
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
環
境
に
優
し
い
交
通
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

4

高
齢
者
等
交
通
弱
者
の
移
動
手
段
の
確
保

路
面
電
車
は
路
面
か
ら
直
接
乗
降
で
き
、
高
齢
者
等
の

交
通
弱
者
が
容
易
に
利
用
で
き
る
交
通
機
関
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
近
年
、
低
床
式
の
新
型
車
両
が
導
入
さ
れ
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、
移
動
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
の
一

助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

留
場
等
を
補
助
対
象
と
し
て
お
り
、
レ
ー
ル
、
車
両
、
架

線
柱
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
豊
橋
市
、
広
島
市
、

熊
本
市
、
鹿
児
島
市
等
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
都
心
に
お
け
る
快
適
な
都
市
空
間
の
形
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
都
心
交
通
改
善
事
業

(平
成
三
一

年
度
か
ら
｢都
市
再
生
交
通
拠
点
整
備
事
業
｣
に
名
称
変

更

(
一
般
会
計
))
を
平
成
七
年
度
に
拡
充
し
、
軌
道
経

営
者
等
が
整
備
す
る
路
面
電
車
の
架
線
柱
、
シ
ェ
ル
タ
ー

(電
車
停
留
場
の
屋
根
等
)
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
豊
橋
市
、
長
崎
市
、
鹿
児
島
市
に
お
い
て
活

用
さ
れ
て
い
る
。

2

道
路
構
造
令
に
お
け
る
軌
道
敷
と
路
面
電
車
停
留
場

の
位
置
付
け

近
年
、
路
面
電
車
を
積
極
的
に
活
用
し
た
道
路
整
備
が

要
請
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
多
く
の

箇
所
に
お
い
て
、路
面
電
車
と
自
動
車
交
通
と
が
錯
綜
し
、

ま
た
停
留
場
が
狭
小
で
あ
っ
た
り
、
路
面
に
白
線
で
表
示

し
た
の
み
の
停
留
場
も
存
在
し
、
乗
降
す
る
歩
行
者
と
自

動
車
が
接
触
す
る
危
険
性
が
高
い
な
ど
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
三
年
三
月
に
道
路
構
造
令
を
改
正

し
、
軌
道
敷
を
新
た
に
道
路
の
一
部
分
と
し
て
位
置
付
け

(第
九
条
の
二
)、
軌
道
敷
を
新
設
又
は
改
築
す
る
場
合
に

必
要
な
幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
、
路
面
電
車

に
乗
降
す
る
者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
停
留
場
に
設
け
ら

三

路
面
電
車
の
整
備
効
果

1

渋
滞
対
策

路
面
電
車
の
整
備

(軌
道
の
新
設

･
改
築
)
を
行
い
、

自
動
車
交
通
の
転
換
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
市
内

の
交
通
渋
滞
の
緩
和
が
図
ら
れ
る
。

四

路
面
電
車
の
支
援
施
策

1

路
面
電
車
走
行
空
間
の
整
備

平
成
九
年
度
に
路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業

(道
路

整
備
特
別
会
計
)
を
創
設
し
、
道
路
改
築
と
一
体
に
な
っ

て
路
面
電
車
を
走
行
す
る
路
面
等
の
整
備
を
可
能
と
し

た
。
道
路
管
理
者
等
が
整
備
す
る
走
行
路
面
、
路
盤
、
停



れ
る
乗
降
の
た
め
の
島
状
の
施
設
を
新
た
に
交
通
島
と
し

て
位
置
付
け
(第
三
一
条
の
三
)、
利
用
者
の
安
全
確
保
の

た
め
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
車
道
等
と
適
切
に

分
離
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

(写
真
1
~
4
)。

壽
＼

　
　　　　

写真 1 路面電車と自動車交通が輻輳

む
す
ぶ

　
　

した
巖
"議

　　　　　　

写真3 歩行者の安全性確保が不十分

3

路
面
電
車
停
留
場
の
幅
員
の
規
定

｢高
齢
者
･
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律

(平
成
三
一

写真 2 路面電車の通行区間を考

安全でゆとりのある停留場

‐ スロープ -

年
法
律
第
六
八
号
)｣
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た

｢重
点
整

備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の

構
造
に
関
す
る
基
準

(平
成
三
一年
三

月
一
五
日
建
設

を

た
状

員

た
だ

幅

り

ん

効

折

た

有

、
た

ら
し
り

か

だ
折

面

た

は

前

o
合

　
　
　

ン
保

式

べ
確

み
態で有効幅員とすることがで
きる。

省
令
第
四
〇
号
)｣
第
一
九
条
で
は
、

路
面
電
車
停
留
場
の
有
効
幅
員
と
し

て
、
両
側
を
使
用
す
る
も
の
は
二
m

以
上
、
片
側
を
使
用
す
る
も
の
は

一
･
五
m
以
上
と
す
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
の
整
合
を

図
り
、
軌
道
建
設
規
程
を
一
部
改
正

し
第

一
八
条
の
二
に
お
い
て
乗
降
場

の
有
効
幅
員
を
規
定
し
た

(平
成

一

四
年
四
月
国
土
交
通
省
令
第
一
九
号
)

(図
3
)。

図 3 路面電車停留場の例

4

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

(平
成
一
五
年
一
〇
月
閣
議
決
定
)
に

お
け
る
位
置
付
け

路
面
電
車
等
の
軌
道
系
交
通
機
関

に
つ
い
て
は
、
｢道
路
交
通
の
円
滑
化

の
推
進
｣
と
併
せ
て

｢公
共
交
通
の

利
便
性
向
上
｣
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
社
会

資
本
整
備
重
点
計
画
第
二
章

｢活
力

ー
都
市
交
通
の
快
適
性
、
利
便
性
の

向
上
｣
に
お
い
て
、
｢都
市
交
通
に
お



け
る
交
通
渋
滞
･
混
雑
を
緩
和
し
、
円
滑
な
交
通
を
確
保

す
る
ほ
か
、
利
用
し
や
す
い
交
通
機
能
を
備
え
た
快
適
で

魅
力
あ
る
都
市
生
活
空
間
等
を
形
成
す
る
｣
こ
と
を
重
点

目
標
と
し
て
い
る
。

五

路
面
電
車
に
お
け
る
新
た
な
取
組
み

1

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

欧
米
の
諸
都
市
に
お
い
て
は
、
中
心
市
街
地
に
お
い
て

移
動
の
利
便
性
を
確
保
し
つ
つ
、
歩
行
者
の
た
め
の
ゆ
と

り
あ
る
快
適
な
空
間
を
確
保
す
る
施
策
と
し
て
、
一
般
の

自
動
車
の
通
行
を
規
制
し
、
歩
行
者
･
自
転
車
と
路
面
電

車
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
に
開
放
す
る
ト
ラ
ン
ジ

ッ
ト
モ
ー
ル
の
導
入
が
進
め
ら
れ
、
中
心
市
街
地
の
賑
わ

い
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
、
平
成
一
〇

年
以
降
三
一地
区
に
お
い
て
社
会
実
験
を
含
め
て
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
、
路
面

電
車
を
活
用
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実
験
は
、

福
井
市

(平
成
一
三
年
)、
岐
阜
市

(平
成
一
五
年
)
で

実
施
さ
れ
て
い
る

(写
真
5
)。

2

芝
生
軌
道

従
来
、
軌
道
敷
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
軌
道
ブ
ロ
ッ

ク
等
で
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
最
近
、
軌
道
敷
内
に
芝
生

等
に
よ
る
植
生
を
図
る
芝
生
軌
道
が
試
験
的
に
導
入
さ
れ

て
い
る
。
芝
生
軌
道
に
は
、
都
市
景
観
の
向
上
、
軌
道
敷

内
へ
の
自
動
車
進
入
抑
制
、
都
市
環
境
の
改
善
、
ヒ
ー
ト

写真 6 芝生軌道敷設状況 (広島電鉄 広島港付近) ヒ

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
、
騒
音
の
低
減
、
路
面
電
車
の

利
用
促
進
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
国
内
で
は
、

広
島
市

(広
島
電
鉄
)、
高
知
市

(土
佐
電
鉄
)
に
お
い

て
導
入
事
例
が
あ
る

(写
真
6
)。

六

お
わ
り
に

欧
米
で
は
、
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
、
都
心
地

区
へ
の
自
動
車
乗
入
れ
規
制
、
歩
行
者
空
間
の
整
備
、
郊

外
に
お
け
る
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
施
策
と
の
一
体
的
な

整
備
に
よ
る
自
動
車
交
通
と
の
有
機
的
な
連
携
等
、
総
合

的
な
都
市
交
通
施
策
の
一
環
と
し
て
、
路
面
電
車

(L
R

T
)
の
整
備
が
位
置
付
け
ら
れ
、
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

都
市
内
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
整
備
の
目
的
の
一

つ
は
、
自
動
車
交
通
と
の
適
切
な
連
携
と
分
担
に
よ
る
交

通
の
円
滑
化
、
効
率
化
に
あ
る
。
自
動
車
交
通
か
ら
公
共

交
通
機
関
へ
の
利
用
の
転
換
を
促
進
さ
せ
、
そ
の
整
備
効

果
を
十
分
に
発
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
質
の
高
い
走
行
空

間
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
交
通
機
関
自
体
が
利
用
者
に
と

っ
て
快
適
か
つ
利
便
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
の
乗
り
換

え
の
利
便
性
の
向
上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
配
慮
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
整
備
支
援
制
度
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
軌
道
事
業
と
し
て
の
経

営
の
安
定
の
観
点
か
ら
、
地
域
社
会
と
し
て
の
支
援
の
あ

り
方
に
関
す
る
合
意
形
成
、
適
切
な
需
要
予
測
を
踏
ま
え

た
採
算
性
確
保
の
方
策
の
検
討
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

写真5 岐阜市における社会実験実施状況

、種



特
簾
/
略
画
電
離
$
道
路
行
政
と
醜
遭
褻
週
$

鷺
面
電
囃
⑭
こ
れ
ま
で
⑭
縄
繍
と
蠣
灘

全
国
路
面
軌
道
連
絡
協
議
会

専
務
理
事

中
尾

正
俊

一

路
面
電
車
の
経
緯
と
現
状

我
が
国
の
路
面
電
車
が
一
八
九
五
年

(明
治
二
八
年
)

に
京
都
市
内
で
初
め
て
連
行
を
開
始
し
て
一
〇
八
年
が
経

過
す
る
。
戦
前
の
昭
和
七
年
に
は
六
五
都
市
、
八
三
事
業

者
に
よ
り
営
業
さ
れ
て
お
り
、
路
線
延
長
は
約
一
、
五
〇

〇
如
に
及
ん
で
い
た
。
戦
後
も
最
盛
期
に
は
、
五
五
都
市

で
約
一
、
四
〇
〇
踊
の
路
線
延
長
が
あ
り
、
市
民
の
足
と

し
て
貢
献
し
て
き
た
。
大
正
か
ら
戦
後
の
昭
和
三
〇
年
代

前
半
ま
で
は
、路
面
電
車
は
都
市
交
通
の
主
役
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
0
年
代
後
半
か
ら
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
自
動
車
が
各
家
庭
に
普

及
し
自
動
車
社
会
が
到
来
し
た
。
道
路
に
は
自
動
車
が
溢

れ
、
各
地
で
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
渋
滞
し
た
自
動
車
が

軌
道
敷
内
で
停
滞
し
て
、
路
面
電
車
の
定
時
性
が
損
な
わ

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
収

入
も
低
下
し
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
が
赤
字
経
営
に
転
落

し
た
。

ま
ず
地
方
都
市
の
路
面
電
車
が
軌
道
敷
を
撤
去
し
、
続

い
て
東
京

･
名
古
屋
･
京
都
等
大
都
市
に
お
い
て
も
路
面

電
車
の
廃
止
･
縮
小
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

そ
う
し
た
状
況
下
、
経
営
を
続
け
た
事
業
者
は
、
定
時

連
行
を
確
保
す
る
た
め
、
警
察
や
道
路
管
理
者
に
対
し
走

行
環
境
の
改
善
を
お
願
い
し
た
。

自
動
車
の
渋
滞
解
消
の
た
め
認
め
ら
れ
て
い
た
軌
道
敷

内
通
行
が
見
直
さ
れ
、
再
度
、
軌
道
敷
内
諾
車
乗
り
入
れ

禁
止
の
措
置
が
実
現
し
た
こ
と
に
よ
り
、
路
面
電
車
の
存

続
が
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
現
在
全
国
で
一
九

事
業
者
に
よ
り
路
面
電
車
の
営
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る

(表
1
)。

近
年
、
高
齢
者
や
車
い
す
を
利
用
さ
れ
る
移
動
制
約
者

の
方
へ
の
配
慮
等
、交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
促
進
の
も
と
、

超
低
床
車
両
の
導
入
や
電
停
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
超
低
床
車
両
は
、
現
在
、

八
事
業
者

(導
入
順
に
熊
本
市
交
通
局
、
広
島
電
鉄
、
名

古
屋
鉄
道
、
鹿
児
島
市
交
通
局
、
伊
予
鉄
道
、
土
佐
電
気

鉄
道
、
函
館
市
交
通
局
、
岡
山
電
気
軌
道
)
に
お
い
て
運

行
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
、
新
規
導
入
も
計
画
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
地
で
J
R
駅
前
広
場
へ
の
路
面
電
車
乗
り
入

れ
な
ど
、
交
通
結
節
点
の
改
善
が
行
な
わ
れ
、
他
交
通
モ

ー
ド
と
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
の
向
上
、
シ
ー
ム
レ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。



新
規
路
線
の
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
地
下
鉄
の
一
蹴
当

た
り
三
〇
0
~
三
五
〇
億
円
以
上
、
高
架
方
式
な
ど
の
新

交
通
シ
ス
テ
ム
一
〇
〇
億
円
以
上
に
対
し
、
路
面
軌
道
で

は
一
0
~
二
〇
億
円
で
、
地
下
鉄
等
と
比
較
す
る
と
大
変

低
い
コ
ス
ト
で
の
建
設
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
(写
真
1
)。

二

路
面
電
車
の
特
徴
ご
役
割

路
面
電
車
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は

電
停
が
歩
道
と
同
じ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、
乗
降
が
ほ
ぼ
平
面

で
の
移
動
と
な
る
こ
と
か
ら
、
電
停
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性

に
優
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
、
妊
婦
、
移

動
制
約
者
や
車
い
す
を
利
用
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
、
鉄
道

駅
な
ど
に
あ
る
よ
う
な
上
下
移
動
が
少
な
く
、
容
易
な
移

動
を
可
能
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
路
面
電
車
は
電
停
間
距
離
が
短
く
、
運
賃
面
も

比
較
的
安
価
で
高
頻
度
な
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
で
あ
り
、
一

般
的
に
路
線
バ
ス
に
比
べ
て
、
電
停
が
わ
か
り
や
す
い
な

ど
、
地
方
都
市
に
お
い
て
は
、
幹
線
交
通
機
能
を
持
ち

『都
市
の
装
置
』
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
も
少
な
く
、
自

然
環
境
に
優
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
･
車
両
に
よ
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
近
年
、
海
外
に
お
い
て
は
、

路
面
電
車
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、
復
活
、
新
設
が
急
ピ

ッ
チ
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
で
も
具
体
的
検
討
が
各

低 は 交 た 地 ッ 路 リ
い - 通 り 新 で チ 画 こ ア
コ 0 シ 三 規 始 に 電 の フ
ス 、 ス 0 路 め 進 車 よ り
ト ー ‐ o f

、 ら め の ＼ 1
れ
て
い
る

表 1 全国路面軌道連絡協議会の各事業者基礎データ

事 業 者 名
営業キロ

【Km】

1日平均

走行キロ

【強1

車両数

( ) 内は

低床車両数

年間利用者数

【千人】

1日当たり

利用者数

【千人】

輸送密度

【人/日】

札幌市交通局 8 ,5 2,948 30 7,804 21 6,371

函館市交通局 10.9 3粉73 35 (1) 6,982 19 5,265

東京都交通局 12 ,2 4,767 4 l 20,983 57 lo,839

東京急行電鉄株式会社 5 ,O 3,0 18 20 l8,866 52 24,801

富山地方鉄道株式会社 6 .4 1,902 l7 3,868 11 4,431

万葉線株式会社 12.8 1,509 11 1,003 3 L 158

福井鉄道株式会社 3.3 328 24 1,080 3 1,824

名古屋鉄道株式会社 23 ,9 2,816 32(3) 4,2l5 12 2,186

豊橋鉄道株式会社 5,4 1,394 15 2,6は 7 3,443

京阪電気鎖満株式会社 21,6 3,910 62 14,933 41 8,984

京福電気鉄道株式会社 n ,0 2,709 28 6,637 18 6,851

版堺電気動道株式会社 18,7 4,553 39 9,028 25 4 ,694

岡山電気軌道株式会社 4.7 1,510 2l(1編成) 3,680 10 3,648

広島電鉄株式会社 19 ,O 9,675 108(12編成) 38,220 104 14,934

伊予鉄道株式会社 9 .6 3,889 36(4) 7,385 20 4よ91

土佐電気錢満株式会社 25,3 6,479 70(1編成) 6,533 , 18 3,132

長崎電気動道株式会社 1l.5 7,155 75 20 ,6 18 56 15,812

熊本市交通局 12 4 5よ82 54(5編成) 10,182 28 7-928

鹿児島市交通局 13 ,l 4 ,625 51(3) 9,959 27 7,498

合 計 235.O 71,442 769 194,587 532



写真 1 広島市 (相生通り)

路
面
電
車
の
走
行
す
る
軌
道
敷
に
つ
い
て
は
、
芝
生
な

ど
を
植
生
す
る
こ
と
で
地
域
景
観
に
も
配
慮
で
き
、
騒

音
･
振
動
抑
制
の
軽
減
等
と
合
わ
せ
て
、
沿
線
環
境
の
改

善
に
も
取
組
み
が
可
能
で
あ
る
。
現
在
、
土
佐
電
気
鉄
道

と
広
島
電
鉄
の
一
部
軌
道
敷
に
芝
生
舗
装
が
敷
設
さ
れ
て

い
る
が
、
現
実
に
、
路
面
電
車
の
走
行
時
に
発
生
す
る
騒

音
･
振
動
の
抑
制
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
な

ど
環
境
面
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三

現
在
の
問
題
点

ひ
と
昔
前
ま
で
の
路
面
電
車
の
イ
メ
ー
ジ
は

『チ
ン
チ

ン
電
車
』
と
呼
ば
れ
、
古
い
、
遅
い
、
自
動
車
に
と
っ
て

は
障
害
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

路
面
電
車
は
軌
道
法
に
よ
り
連
行
最
高
速
度
が
四
〇

如
/
h
に
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
動
車
並
み
の
高
速

走
行
が
で
き
ず
、
併
用
軌
道
に
お
い
て
は
他
の
交
通
に
も

影
響
さ
れ
や
す
く
、
低
い
表
定
速
度
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
最
高
速
度
の
向
上
も
検
討
し
、
交
通
信
号
の
影
響
を

最
小
限
に
留
め
て
、
優
先
的
に
連
行
で
き
る
よ
う
な
優
先

信
号
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
望
ま
れ
る
。

施
設
面
に
お
い
て
も
電
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対

応
が
遅
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
電
停
設
備
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
適
合
の
電
停
幅
員
に
改
良
す
る
と
車
道
幅
員
が
狭

く
な
り
有
効
幅
員
が
確
保
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
自
動
車

や
歩
行
者
に
も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
問
題
を

多
く
抱
え
て
い
る
。
ま
た
、
段
差
の
解
消
に
つ
い
て
も
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
に
は
、
既
存
の
電
停
よ
り
も
更
な
る

延
長
が
必
要
と
な
る
た
め
、
交
差
点
や
横
断
歩
道
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
り
、
道
路
管
理
者
や
市
民
の
ご
理

解
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
、
連
行
し
て
い
る
車
両
は
一
部
の
最
新
車

両
を
除
い
て
旧
式
の
も
の
も
多
く
、
各
事
業
者
と
も
車
両

の
代
替
に
つ
い
て
取
組
み
を
行
な
っ
て
お
り
、
超
低
床
車

両

(L
R
V
)
の
導
入
や
車
体
更
新
な
ど
の
代
替
も
徐
々

に
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
短
期
間
で
の
実
施
は
経
営
上
難
し

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

走
行
環
境
の
整
備
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
に
つ
い

て
各
事
業
者
と
も
、
近
代
化
設
備
整
備
費
補
助
制
度
や
公

共
交
通
移
動
円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助
制
度
等
の
助
成
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
が
、
国
･
沿
線
自
治
体

や
地
域
住
民
の
ご
理
解
ご
支
援
が
不
可
欠
で
あ
り
、
よ
り

事
業
者
に
と
っ
て
負
担
の
少
な
い
方
法
で
の
実
施
が
可
能

に
な
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
、
補
助
制
度
等
の
拡
充
を
期
待

し
た
い
。

四

最
近
の
取
組
み
状
況

1

交
通
結
節
点
改
善
事
業
の
推
進

路
面
電
車
が
連
行
さ
れ
て
い
る
都
市
に
お
け
る
交
通
結

節
点
改
善
事
業
は
、
平
成
一
〇
年
二
月
に
J
R
豊
橋
駅
前

広
場
へ
の
路
面
電
車
乗
り
入
れ
、
ま
た
、
平
成
一
三
年
三

月
、
J
R
高
知
駅
前
広
場
へ
の
乗
り
入
れ
、
さ
ら
に
、
平

成
一
五
年
三
月
に
は
広
島
の
J
R
横
川
駅
前
広
場
へ
の
乗

り
入
れ
及
び
広
島
港
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
延
伸
な
ど

が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
J
R
等
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
の
乗

り
継
ぎ
利
便
性
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
利
用
者
が
増
加
し

て
い
る
。

特
に
、
広
島
で
は
西
広
島
駅
を
含
め
、
市
内
三
電
停
に

お
い
て
鉄
道
や
旅
客
船
等
と
の
乗
換
え
や
鉄
軌
道
線
で
の

乗
り
継
ぎ
利
便
の
向
上
を
図
り
、
併
せ
て
駅
舎
を
覆
う
大

型
の
ド
ー
ム
型
屋
根
を
設
置
す
る
な
ど
、
地
域
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
一
五
年
一
〇

月
、
『日
本
鉄
道
賞
』
の

｢利
用
者
利
便
性
の
向
上
へ
の

貢
献
｣
部
門
に
お
い
て
、
『表
彰
選
考
委
員
特
別
賞
』
を

授
賞
し
た
。
参
考
と
し
て
J
R
横
川
駅
前
広
場
へ
の
乗
り

入
れ
事
業
の
図
面
を
添
付
す
る

(図
1
)。

ま
た
、
現
在
進
行
中
の
事
業
と
し
て
、
J
R
西
鹿
児
島



図 1 交通結節点改善事業の一例 (J R 横川駅前広場への電停移設)

駅
前
広
場
再
整
備
に
伴
う
駅
前
広
場
へ
の
路
面
電
車
乗
り

入
れ
事
業

(平
成
一
六
年
三
月
完
了
予
定
)
や
熊
本
市
新

水
前
寺
地
区
交
通
結
節
改
善
事
業
な
ど
が
あ
る
。さ
ら
に
、

検
討
中
で
あ
る
も
の
は
、
万
葉
線
高
岡
駅
前
電
停
の
J
R

高
岡
駅
前
広
場
へ
の
移
設
、
京
阪
電
気
鉄
道
石
山
駅
の
移

設
･
橋
上
駅
舎
化
に
よ
る
J
R
石
山
駅
と
の
結
節
、
京
都

地
下
鉄
東
西
線
の
延
伸
に
伴
う
京
福
電
気
鉄
道
の
新
駅
設

置
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の
交
通
結
節
点
の
改
善
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

2 バリアフリー化され
ている電停

2

電
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
取
組
み

平
成
一
三
年
四
月
三
五
日
の
道
路
構
造
令
の
改
正

(平

成
一
三
年
七
月
よ
り
施
行
)
に
よ
り
、
電
停
が
道
路
構
造

物
の
交
通
島
と
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
電
停
幅
員
が
一
･
五
m
以
上
、
一

二
%
以
下
の
緩
や
か
な
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
、
健

常
者
以
外
に
も
高
齢
者
や
車
い
す
を
利
用
さ
れ
る
移
動
制

約
者
の
方
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
使
用
に
も
安
心
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
一
層
の
利
便
性
向
上
が
図
れ
る
こ
と

に
な
る

(写
真
2
)。

広
島
に
お
い
て
は
平
成
三

年
度
、
広
島
電
鉄
鷹
野
橋

電
停
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
改
良
整
備
を
皮
切
り
に
、

平
成
一
三
年
四
月
に
紙
屋
町
西
･
東
電
停
、
平
成
一
四
年

三
月
に
十
日
市
町
電
停
が
順
次
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

成
一
五
年
三
月
に
は
国
土
交
通
省
に
よ
る
横
川
一
丁
目
、

別
院
前
の
両
電
停
に
つ
い
て
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
適
合
基

準
で
改
良
さ
れ
た
。

今
後
は
道
路
管
理
者
と
協
議
を
行
な
い
な
が
ら
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
適
合
基
準
の
電
停
整
備
に
努
め
、
利
便
性
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

3

軌
道
延
伸
計
画

平
成
一
○
年
二
月
に
豊
橋
で
は
旧
建
設
省
の
街
路
事

業
、
都
心
交
通
改
善
事
業
の
補
助
を
受
け
て
、
J
R
豊
橋

駅
前
広
場
へ
路
面
電
車
の
軌
道
延
伸
し
て
以
来
、
全
国
各

地
で
軌
道
延
伸
及
び
新
設
等
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

岡
山
で
は
、
市
民
団
体
で
あ
る

｢路
面
電
車
と
都
市
の

未
来
を
考
え
る
会

(R
A
C
D
A
)｣
が
中
心
と
な
っ
て

都
心
一
如
ス
ク
ウ
ェ
ア
の
環
状
線
等
を
提
案
し
て
お
り
、

実
現
に
向
け
て
自
治
体
と
の
協
議
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
。広

島
に
お
い
て
は
、
平
成
一
四
年
三
月
の
中
国
地
方
交

通
審
議
会
の

｢広
島
県
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
維
持

整
備
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
｣
の
中
で
、
都
心
ア
ク
セ

ス
改
善
と
し
て
広
島
駅
か
ら
都
心
部
へ
の
到
達
時
間
を
短

縮
す
る
た
め
、
駅
前
大
橋
を
直
進
し
稲
荷
町
交
差
点
で
本

線
に
接
続
す
る
駅
前
大
橋
ル
ー
ト
案
や
、
宮
島
線
を
利
用

し
た
広
島
西
部
方
面
か
ら
都
心
へ
の
到
達
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
、
平
和
大
通
り
を
直
進
し
江
波
線
に
接
続
す
る
平

和
大
通
り
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

答
申
さ
れ
た
。

ま
た
、
長
崎
で
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
慢
性
的
に
交
通
渋
滞

が
発
生
し
て
い
る
国
道
二
〇
六
号
線
の
赤
迫
~
寺
川
間

三
･
四
蹴
と
、
大
浦
海
岸
通
り
~
松
ヶ
枝
間
○
･
二
皿
へ



の
導
入
を
望
む
声
が
市
民
や
観
光
客
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
た
め
、
事
業
者
と
自
治
体
と
が
導
入
に
向
け
て
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

4

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実
験

欧
米
諸
国
で
は
、
人
と
公
共
交
通
機
関
だ
け
の
空
間
で

あ
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
を
用
い
た
ま
ち
づ
く
り
の
手

法
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
都
心
部
の
活
性
化
に
結
び

つ
い
て
い
る
。
日
本
で
も
こ
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
を

用
い
た
ま
ち
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
各

地
で
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
社
会
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

福
井
市
で
は
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
三
一日
~

三
月

四
日
ま
で
の
二
四
日
間
、
駅
前
電
車
通
り
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
モ
ー
ル
化
す
る
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
、
来
訪
者
の
評

判
も
良
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

福
井
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
当
初
は
、
自
動

車
に
よ
る
来
訪
が
難
し
く
な
り
、
客
の
減
少
を
懸
念
す
る

意
見
も
あ
っ
た
が
、
｢歩
き
や
す
い
歩
行
区
間
｣
や

｢滞

在
時
間
の
増
加
や
賑
わ
い
の
創
出
に
効
果
が
あ
る
｣
な
ど

6
割
以
上
が
好
印
象
を
持
っ
た
結
果
と
な
っ
た
と
あ
り
、

さ
ら
に
歩
行
者
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
意
見
も
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

5

イ
ン
フ
ァ
ン
ド
軌
道
、
芝
生
舗
装
の
導
入

現
在
、
イ
ン
フ
ァ
ン
ド
軌
道
を
導
入
し
て
い
る
事
業
者

は
熊
本
市
交
通
局
と
広
島
電
鉄
と
福
井
鉄
道
の
三
事
業
者

で
あ
る
。

イ
ン
フ
ァ
ン
ド
軌
道
と
は
、
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
従
来

の
犬
釘
、
ボ
ル
ト
等
の
埋
設
物
と
し
て
管
理
す
る
も
の
は

使
用
せ
ず
、
特
殊
弾
性
樹
脂
の
み
で
レ
ー
ル
を
締
結
す
る

工
法
で
あ
り
、
特
徴
と
し
て
は
騒
音
や
振
動
を
抑
制
、
経

年
変
化
に
よ
る
軌
道
狂
い
が
無
く
長
い
寿
命
、
レ
ー
ル
交

換
が
容
易
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
軌
道
敷
に
は

芝
生
を
植
生
す
る
な
ど
街
並
み
へ
の
景
観
に
も
配
慮
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

(図
2
)
。

熊
本
市
交
通
局
で
は
、
平
成
一
四
年
九
月
、
上
熊
本
車

両
基
地
に
二

五
m
敷
設
し
て
お
り
、
現
在
も
辛
島
電
停

か
ら
西
辛
島
電
停
間
の
三
交
差
点
で
軌
道
移
設
に
伴
っ
て

二
〇
二
m
施
工
中

(平
成
一
六
年
二
月
完
了
予
定
)
で
あ

り
、
総
延
長
は
三
一
七
m
と
な
る
。
広
島
電
鉄
で
は
、
平

成
一
五
年
三

月
、
広
島
港
付
近
の
字
品
住
居
区
の
一
部

に
一
〇
一
m
、
福
井
鉄
道
も
平
成
一
五
年
三

月
に
福
井

駅
前
電
停
か
ら
市
役
所
前
電
停
間
の
約
二
五
0
m
に
敷
設

し
て
い
る
。

ま
た
、
芝
生
舗
装
に
つ
い
て
は
、
土
佐
電
気
鉄
道
で
、

平
成
一
四
年
一
〇
月
、
桟
橋
通
一
丁
目
電
停
付
近
の
三
0

m
敷
設
に
続
き
、
平
成
一
五
年
八
月
、
大
橋
通
電
停
か
ら

高
知
城
前
電
停
間
に
も
一
七
六
m
敷
設
し
て
い
る
。
広
島

電
鉄
で
は
、
平
成
一
五
年
九
月
、
イ
ン
フ
ァ
ン
ド
軌
道
の

五
二
m
を
芝
生
舗
装
に
し
て
い
る
。
と
も
に
地
域
へ
の
景

観
配
慮
を
行
な
う
と
と
も
に
、
騒
音
･振
動
防
止
等
沿
線
環

境
対
策
と
し
て
市
民
か
ら
は
好
評
を
得
て
い
る
(写
真
3
)。

電線及び樹脂軽減化

高さ調整用パット
　　 　　　　　　　　　　

ば
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写真 3 芝生軌道 (上 :土佐電気鉄

道、 下 :フランス ･リオン)
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表 2 超低床車両の導入状況

導入状況 事業者名 車体長 定員 ( ) 内座席 現在車両数

平成 9年度 熊本市交通局 鰤
78 人(24 人) lo両 (5編成)

平成10年度 広島電鉄 鰯
153 人(52 人) 60 両 (12 編成)

平成12年度 名古屋鉄道 鰤
72 人(30 人) 3 両 ･

平成13年度

鹿児島市交通局 纖
56 人(24 人) 両

伊予鉄道 助
人節人“ 両

土佐電気鉄道 緘
人伽人れ 緻11-両ろく〕

函館市交通局 蹴
人獨人60 両

平成14年度 岡山電気軌道 纖
人節人74 繊両

平成15年度予定
万葉線 纖

人鱒人拗 纖両

長崎電気軌道 蹴
人伽人63 緘･1I･両QJ

※平成15年度鹿児島市交通局 3両、 伊予鉄道 2 両導入予定

6

超
低
床
車
両

(L
R
V
)
の
導
入

海
外
で
の
高
性
能
な
超
低
床
車
両

(L
R
V
)
を
都
市

内
基
幹
交
通
機
関
と
し
た
都
市
再
生
の
成
功
事
例
が
報
じ

ら
れ
、
ま
た
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
す
る
要
望
が

高
ま
る
中
、
平
成
九
年
八
月
熊
本
市
交
通
局
に
、
日
本
で

最
初
の
超
低
床
車
両
が
導
入
さ
れ
た
。
当
時
日
本
で
は
超

低
床
車
両
の
開
発
が
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
海
外
メ
ー
カ

ー
の
開
発
し
た
車
両
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
各
地
で
超
低
床
車
両
の
導
入
が
行
な
わ
れ
て
い
る

(表
2
、
写
真
4
)。

広
島
電
鉄
、
岡
山
電
気
軌
道
、
万
葉
線
で
は
、
海
外
メ

ー
カ
ー
で
開
発
し
た
車
両
を
採
用
し
て
い
る
。
一
方
、
日

本
メ
J
カ
ー
が
従
来
の
車
両
技
術
を
応
用
し
て
開
発
し
た

車
両

(部
分
低
床
を
含
む
)
を
名
古
屋
鉄
道
、
鹿
児
島
市

々
)
′

道
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写真 4 日本各地で活躍している超低床車両 (L R V )
上段左から :熊本市交通局、広島電鉄、名古屋鉄道
下段左から ;鹿児島市交通局、 伊予鉄道、 土佐電気鉄道

交
通
局
、
伊
予
鉄
道
、
土
佐
電
気
鉄
道
、
函
館
市
交
通
局
、

長
崎
電
気
軌
道
が
採
用
し
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
独
立
車
輪
を
採
用
し
た
狭
軌

(
一
、
0

六
七
面
)
用
の
台
車
開
発
は
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
鉄
道

車
両
関
連
メ
ー
カ
ー
八
社
で
構
成
す
る

｢超
低
床
L
R
V

台
車
技
術
研
究
組
合
｣
が
設
立
さ
れ
、
国
土
交
通
省
の
支

援
を
受
け
、
超
低
床
L
R
V
台
車
が
製
作
さ
れ
、
現
在
検

証
が
終
了
し
、
課
題
と
解
決
策
に
つ
い
て
纏
め
る
段
階
で

あ
る
。
ま
た
、
標
準
軌

(
一
、
四
三
五
皿
)
の
超
低
床
車

両
は
、
国
産
化
に
向
け
た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

7

速
達
性
の
向
上
、
定
時
性
の
確
保

路
面
電
車
の
多
く
は
併
用
軌
道
を
連
行
し
て
い
る
た

め
、
交
通
信
号
や
道
路
環
境
な
ど
他
の
交
通
状
況
の
影
響

を
多
く
受
け
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
た
め
路
面

電
車
の
表
定
速
度
は
一
般
的
に
三
一如
/
h
前
後
と
低

く
、
右
左
折
に
お
け
る
信
号
待
ち
と
合
わ
せ
て
、
速
達
性

低
下
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
善
と
し
て
、

電
車
感
応
に
よ
る
優
先
進
行
や
、
電
車
優
先
信
号
化
P
T

P
S

(新
交
通
管
理
シ
ス
テ
ム
…
習
すぎ
炉
営
琶
oコ
織
o□

晋
一oロ
窃
ぞ
盟
のB
也

の
導
入
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
走
行
環
境
の
改
善
と
し
て
、
軌
道
敷
内
通
行
禁

止
や
交
差
点
以
外
で
の
自
動
車
の
右
折
禁
止
、
ま
た
、
交

差
点
で
の
軌
道
敷
内
停
車
禁
止
等
の
措
置
も
徐
々
に
区
域

の
拡
大
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
施
設
的
･
車
両
的
な
側
面
か
ら
も
、
段
差
の



解
消
、
高
性
能
超
低
床
車
両
導
入
に
よ
る
乗
降
時
分
短
縮

や
運
転
時
分
そ
の
も
の
の
短
縮
が
図
ら
れ
て
い
る
。

五

海
外
に
お
け
る
路
面
電
車
の
導
入
状
況

海
外
の
路
面
電
車
は
四
七
ヵ
国
、
三
四
一
都
市

(二
〇

〇
〇
年
一
〇
月
現
在
)
で
都
市
内
の
公
共
交
通
機
関
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
、
自
動
車
の
交
通
渋
滞
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
増
加
、
公
害
の
深
刻
化
な
ど
に
よ
り
、
欧

米
の
各
都
市
で
一
旦
廃
止
さ
れ
た
路
面
電
車
の
見
直
し
が

始
め
ら
れ
た
。
新
設
、
ま
た
は
、
廃
止
し
た
路
面
電
車
の

復
活
を
行
な
っ
た
都
市
は
欧
米
を
中
心
に
五
〇
を
超
え
、

建
設
中
ま
た
は
計
画
中
の
都
市
を
含
め
る
と
世
界
の
一
〇

〇
都
市
に
及
ん
で
い
る
。
現
在
、
路
面
電
車
は
L
R
T

(せ
信
富

男
巳
｣
弓
[営
のる

と
い
う
次
世
代
高
規
格
路
面
電

車
と
し
て
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
度
、
廃
止
さ
れ
た
路
面
電
車
を
L
R
T
と
し
て
、
復

活
さ
せ
た
事
例
は
、
ア
メ
リ
カ

･
フ
ラ
ン
ス

･
イ
ギ
リ
ス

な
ど
で
多
く
あ
る
が
、
高
規
格
車
両
の
導
入
と
合
わ
せ
て

中
心
市
街
地
の
活
性
化
及
び
都
心
部
と
郊
外
部
の
交
通
整

備
等
を
主
と
し
事
業
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
市
や
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市

で
の
市
街
地
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
を
伴
う
導
入
や
ド

イ
ツ
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
市
に
お
け
る
L
R
T
と
鉄
道
の

相
互
乗
り
入
れ
の
実
施
、
車
両
に
お
い
て
も
、
様
々
な
超

低
床
式
路
面
電
車
の
導
入
な
ど
、
各
国
、
各
都
市
で
特
色

あ
る
整
備
が
進
め
ら
れ
た

(写
真
5
･
6
)。

世
界
各
都
市
の
L
R
T
導
入
事
例
を
見
る
と
、
車
社
会

写真 5 フランス ･ストラスブールに
一 道

け

鬱
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依
存
の
交
通
か
ら
、
L
R
T
交
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を

目
指
し
、
都
市
計
画
を
含
む
公
共
交
通
計
画
の
も
と
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
の
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備
を
行
な

っ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

L
R
T
の
交
通
機
能
の
目
安
と
し
て
、
表
定
速
度
は
二

0
~
三
〇
踊
/
h
前
後
と
高
水
準
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
ラ
イ
ド
を
は
じ

め
、
他
交
通
モ
ー
ド
と
の
接
続

･
結
節
も
工
夫
さ
れ
て
い

る

(写
真
7
)。

事
業
運
営

･
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
や
運
輸

連
合
等
公
共
主
導
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
連
行
補

助
等
の
運
営
補
助
も
一
定
程
度
、
負
担
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
。

日
本
の
路
面
電
車
の
現
況
と
欧
米
の
事
例
を
単
純
に
比

フフンス ･モンベリエ

海外におけるトランジットモール
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L R T とバスが同一ホームで利用できるようになっている

(フランス .ストラスブール)

写真 7 他交通モードとの接続 ･結節

較
検
討
し
て
、
導
入
の
是
非
を
問
う
こ
と
は
難
し
い
が
、

今
後
の
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
L
R
T
交
通
シ
ス
テ
ム

整
備
に
向
け
、
参
考
と
す
べ
き
課
題
施
策
は
多
い
。

六

路
面
電
車
の
今
後
の
役
割

数
年
後
の
二
〇
二
〇
年
に
は
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

四
人
に
一
人
と
な
る
な
ど
、
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
地
球
環
境
に
優
し
く
、
高
齢

者
や
車
い
す
を
利
用
さ
れ
る
移
動
制
約
者
の
方
に
も
優
し

い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
交
通
の
役
割
を
担
い
、
ま
た
、

ま
ち
づ
く
り
･
活
性
化
の
観
点
か
ら
路
面
電
車
に
多
く
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
況
の
も
と
、
日
本
に
お
い
て
も
今
後
の

路
面
電
車
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
L
R
T
交

通
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
が
あ
げ
ら
れ
る
。
交
通
シ
ス
テ
ム

と
し
て
都
市
交
通
機
能
を
向
上
さ
せ
、
街
の
活
性
化
に
貢

献
す
る
L
R
T
化
へ
の
課
題
･
改
善
等
に
つ
い
て
、
大
ま

か
に
次
の
と
お
り
考
え
る
。

①

環
境
面
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
課
題

①
他
交
通
モ
ー
ド
と
の
結
節
改
善
に
よ
る
乗
り
継
ぎ

利
便
の
向
上

②
平
面
電
停
の
島
状
化
及
び
狭
小
電
停
幅
員
の
拡
幅

し
u

③
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
に
よ
る
中
心
市
街
地
へ

の
集
客

の

L
R
T
利
用
促
進

(自
動
車
総
量
の
抑
制
)

め

L
R
V
･
超
低
床
車
両
の
導
入

(低
騒
音
、
低
振

動
走
行
及
び
ス
テ
ッ
プ
、
段
差
の
解
消
)

②

定
時
性
、
速
達
性
の
向
上
に
関
す
る
連
行
面
の
課
題

①
軌
道
敷
内
諾
車
乗
り
入
れ
禁
止
、
諸
車
右
折
禁
止

等

(支
障
時
分
の
削
減
)

②
上
屋
施
設
整
備
等

(乗
降
時
分
短
縮
)

③
電
車
優
先
信
号
の
導
入

(信
号
待
ち
時
間
短
縮
)

の

L
R
V
･
超
低
床
高
性
能
車
両
の
導
入

(運
転
時

分
短
縮
、
乗
降
時
分
短
縮
)

③
運
賃
収
受
シ
ス
テ
ム
の
変
更

(乗
降
時
分
短
縮
)

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
事
業
者
と
し
て
取
組
み
、
独
自
で

実
現
可
能
な
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
関
係
各
方
面
の
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
実
現
に
向
け
、
国
、
地
方
自
治

体
等
の
ご
支
援
並
び
に
ご
理
解
を
お
腹
す
る
次
第
で
あ

る
o今

後
、
路
面
電
車
が
都
市
公
共
交
通
機
関
と
し
て
、
他

交
通
モ
ー
ド
と
の
連
携
を
図
り
、
利
用
者
に
と
っ
て
、
よ

り
便
利
で
利
用
し
や
す
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
発
展
し

て
い
く
よ
う
、
事
業
者
と
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　　

　

　　　
　
　　
　
　　



特
瓣
/
略
画
電
重
$
道
路
錆
贓
と
軌
道
藥
週
$

榊
重
電
藁
に
卿
す
る
藁
榊
鬮
鷹
に
つ
い
て

訛 2003 12 77

都
市
･
地
域
整
備
局
街
路
課
特
定
都
市
交
通
施
設
整
備
室

一

は
じ
め
に

路
面
電
車
は
、
利
便
性
や
経
済
性
に
優
れ
、
環
境
に
も

や
さ
し
い
、
有
効
な
都
市
交
通
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
欧
米
に
お
い
て
は
、
都
市
の

再
活
性
化
の
有
力
な
手
段
と
し
て
多
く
の
都
市
で
導
入
が

検
討
さ
れ
、
現
在
、
多
数
の
都
市
に
お
い
て
路
面
電
車
が

L
R
T

(ラ
イ
ト
レ
ー
ル
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
)
と
い
う
形
で

復
活
し
て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
近
年
、
都
市
部

に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
都
市
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
、
さ
ら
に
は
、
高
齢

者
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
弱
者
の
移
動
の
利
便
性
を
確
保

す
る
た
め
に
、
人
に
優
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
路

面
電
車
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
新
し
い

時
代
の
路
面
電
車
と
し
て
再
整
備
や
復
活
の
必
要
性
が
認

識
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
路
面
電
車
の
支
援
制
度
と
し
て
平
成
九
年

度
に
創
設
さ
れ
た

｢路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業
｣
を

は
じ
め
と
し
た
国
土
交
通
省
に
お
け
る
支
援
制
度
を
中
心

に
述
べ
る
。

三

路
面
電
車
の
経
緯
と
現
状

日
本
に
お
け
る
路
面
電
車
は
、
明
治
二
八
年
に
最
初
の

路
線
が
営
業
を
開
始
し
、
昭
和
七
年
に
全
国
八
二
事
業
者

に
よ
る
営
業
で
最
盛
期
を
迎
え
た
が
、
以
降
は
、
特
に
戦

後
の
自
動
車
交
通
の
著
し
い
増
大
に
よ
る
表
定
速
度
の
低

下
や
利
用
者
の
減
少
が
進
ん
だ
結
果
、
次
々
と
廃
止
縮
小

さ
れ
た
た
め
、
現
在
で
は
僅
か
一
九
事
業
者

(公
営
=
五
、

民
営
=
一
四
)
が
営
業
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

近
年
で
は
、

グルノーブル (フランス) におけるトランジ
ットモール



①

自
動
車
か
ら
の
利
用
者
の
転
換
に
よ
り
道
路
交
通

の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
が
可
能

②

排
気
ガ
ス
を
排
出
し
な
い
た
め
環
境
負
荷
の
低
減

が
可
能

③

地
上
か
ら
乗
り
降
り
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
度
の

高
い
交
通
機
関

④

路
面
電
車
を
中
心
と
し
た
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

の
活
用
に
よ
り
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
可
能

(写
真
↓

な
ど
の
利
点
か
ら
、
都
市
内
公
共
交
通
機
関
と
し
て
路

面
電
車
の
存
在
が
見
直
さ
れ
て
き
て
お
り
、
都
市
内
に
お

い
て
自
動
車
、
バ
ス
、
歩
行
者
と
の
良
好
な
共
存
が
図
ら

れ
る
場
合
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
路
面
電
車
を
整
備

し
て
い
く
べ
き
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三

支
援
施
策

1

路
面
電
車
走
行
空
間
改
築
事
業

(図
1
)

路
面
電
車
の
走
行
路
面
等
の
整
備
に
対
し
て
道
路
整
備

特
別
会
計
に
よ
り
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
、

愛
知
県
豊
橋
市
に
お
い
て
豊
橋
駅
東
口
駅
前
広
場
へ
の
路

面
電
車
乗
り
入
れ
に
伴
う
走
行
路
面
の
整
備
を
行
っ
た
実

績
が
あ
る

(写
真
2
)。

こ
の
制
度
は
、
既
存
の
道
路
区
域
内
に
お
け
る
路
面
電

車
の
延
伸

･
新
設
を
行
う
事
業
で
あ
り
、
以
下
の
要
件
を

満
た
す
事
業
費
五
億
円
以
上
の
も
の
が
対
象
で
あ
る
。

①

路
面
電
車
の
活
用
に
よ
り
道
路
交
通
の
円
滑
化
を

図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

②

路
面
電
車
が
走
行
す
る
路
線
の
大
部
分
が
都
市
計

画
区
域
に
存
し
、
そ
の
都
市
計
画
区
域
に
存
す
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
お
い
て
定
め
る
も
の

で
あ
る
こ
と

ま
た
、
平
成
一
三
年
度
に
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法

図 1 路面電車走行空間改築事業のイメージ

及
び
関
連
基
準
等
の
施
行
を
踏
ま
え
、
走
行
路
面
だ
け
で

な
く
停
留
場
に
つ
い
て
も
街
路
事
業
及
び
道
路
事
業
と
し

て
整
備
可
能
と
す
る
制
度
拡
充
を
行
い
、
路
線
の
延
伸
･

新
設
に
伴
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
停
留
場
の
新
設
等
に
つ

い
て
も
新
た
に
補
助
対
象
と
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
一
三
年
七
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
改

正
道
路
構
造
令
に
お
い
て
、
路
面
電
車
、
自
動
車
、
歩
行

者
の
安
全
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
停
留
場
に

設
け
ら
れ
る
乗
降
の
た
め
の
島
状
の
施
設
に
つ
い
て
交
通

島
と
し
て
位
置
付
け
、
道
路
管
理
者
が
必
要
に
応
じ
て
適

切
に
整
備
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
と
も
対
応
し
て
い

る
。

z8 道イテセ 2003,12

2

都
市
再
生
交
通
拠
点
整
備
事
業

(図
2
)

都
市
の
交
通
拠
点
地
区
に
お
い
て
、
都
市
交
通
の
円
滑 写真2 豊橋駅前広場の整備

停留場の艷備
路面電車の走行路面の鱸鱒
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鱗

整

化
を
図
る
と
と
も
に
都
市
再
生
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路

以
外
の
公
共
的
空
間
及
び
施
設

(自
由
通
路
、
地
下
街
、

駐
車
場
等
)
の
整
備
に
対
し
て
一
般
会
計
に
よ
り
補
助
す

る
制
度
で
あ
り
、
平
成
六
年
度
に
｢都
心
交
通
改
善
事
業
｣

と
し
て
創
設
さ
れ
た
後
、
平
成
一
二
年
度
に

｢都
市
再
生

交
通
拠
点
整
備
事
業
｣
と
し
て
拡
充
、
改
称
さ
れ
た
。

路
面
電
車
に
対
し
て
は
、
停
留
場
、
シ
ェ
ル
タ
ー

(電

停
の
屋
根
等
)
の
整
備
や
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化
に
対
し
て
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
施
設
と
し
て
補
助
が
可
能
で

あ
る
。
ま
た
、
本
制
度
は
、
間
接
補
助
の
方
式
で
民
間
事

業
者
も
補
助
対
象
者
と
し
て
お
り
、
国
、
地
方
公
共
団
体

及
び
軌
道
事
業
者
が
1
/
3
ず
つ
負
担
す
る
形
で
も
、
こ

れ
ら
の
施
設
整
備
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
豊
橋
市

妙

及
び
長
崎
市
に
お
い
て
、
本
制
度
を
活
用
し
て
停
留
場
改

2

良
及
び
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
化
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る

(写

003

真
3
)。

道行セ 2003.l2

3

そ
の
他

こ
の
他
に
も
、
鉄
道
局
所
管
の
鉄
道
軌
道
近
代
化
設
備

整
備
費
補
助
や
公
共
交
通
移
動
円
滑
化
設
備
整
備
費
補
助

な
ど
が
あ
り
、
各
地
に
お
い
て
低
床
式
車
両
や
連
行
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

国
土
交
通
省
で
は
、
路
面
電
車
･
L
R
T
整
備
に
関
す

る
各
種
の
支
援
制
度
を
創
設
し
て
お
り
、各
地
に
お
い
て
、

路
面
電
車
の
駅
前
広
場
乗
り
入
れ
に
よ
る
乗
換
利
便
性
の

向
上
、
停
留
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
低
床
式
車
両
の
導

入
等
が
図
ら
れ
て
き
た
。

利
用
者
数
の
減
少
な
ど
路
面
電
車
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
が
、
少
子
高
齢
化
や
環
境
な
ど
の
対

応
が
求
め
ら
れ
る
今
後
の
都
市
づ
く
り
に
お
い
て
、
路
面

電
車
は
人
々
の
移
動
を
支
え
る
都
市
交
通
機
関
と
し
て
重

要
で
あ
り
、
今
後
、
路
面
電
車
の
整
備
が
活
発
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

図2 都市再生交通拠点整備事業のイメージ



朧
面
電
囃
◎
八
リ
尹
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

鉄
道
局
技
術
企
画
課

一
は
じ
め
に

我
が
国
で
は
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
二
〇
一

五
年
に
は
四
人
に
一
人
が
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る

な
ど
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
高
齢
化
社
会
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
理
念
の
普
及
も
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者

等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通

機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
を
促
進
す
る
た
め
の
施

策
を
総
合
的
に
講
じ
る
た
め
、
｢高
齢
者
、
身
体
障
害
者

等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
促
進

に
関
す
る
法
律
｣
(以
下
、
｢交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
｣
と

い
い
ま
す
。)
が
平
成
一
二
年
一
一
月
一
五
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
駅
や
軌
道
停
留
場
等
の
旅
客
施
設
及
び
鉄
軌
道
車

両
等
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基

づ
き
、
｢移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
旅
客
施
設
及
び

車
両
等
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
基
準
｣
(以
下
、
｢移

動
円
滑
化
基
準
｣
と
い
い
ま
す
。)
が
定
め
ら
れ
、
鉄
道

事
業
者
及
び
軌
道
経
営
者
は
、
新
設
又
は
大
規
模
改
良
を

行
う
旅
客
施
設
や
新
規
に
導
入
す
る
車
両
等
に
つ
い
て
移

動
円
滑
化
基
準
へ
適
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
既
設
の
旅
客
施
設
や
車
両
等
に

関
し
て
は
、
移
動
円
滑
化
基
準
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た

基
本
方
針
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
目
標
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

･鉄
道
駅
及
び
軌
道
停
留
場
…
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
一

日
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
が
五
、
0
0
0
人
以
上
の

旅
客
施
設
に
つ
い
て
、
①
段
差
の
解
消
、
②
視
覚
障
害

者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
、
③
便
所
が
あ
る
場
合
身

体
障
害
者
用
便
所
を
設
置
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
原

則
と
し
て
す
べ
て
の
旅
客
施
設
に
つ
い
て
実
施
す
る
。

･
鉄
軌
道
車
両

…
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
、
総
車
両
数
の
う

ち
約
三
0
%
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す
る
。

鉄
道
事
業
者
及
び
軌
道
経
営
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
目

標
を
達
成
す
べ
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て
き
て
い

叩

る
と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
･

軌
道
法
に
お
け
る
路
面
電
車
に
つ
い
て
バ

響

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

捕　



一
一
路
面
電
車
の
停
留
場
及
び
車
両
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
現
状
に
つ
い
て

軌
道
法
に
よ
る
軌
道
経
営
者
数
は
平
成
一
四
年
度
末
で

三
三
、
こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
路
面
電
車
を
連
行
し
て
い
る

経
営
者
数
は
一
人
で
す
。

1

段
差
の
解
消
状
況

移
動
円
滑
化
基
準
第
四
条
で
は
、
公
共
用
通
路
と
車
両

等
の
乗
降
口
と
の
間
に
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
円

滑
な
通
行
に
適
す
る
通
路

(段
差
が
あ
る
場
合
は
傾
斜
路

や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
に
よ
り
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
)
を
乗
降
場
ご
と
に
一
以
上
設
け
る
こ
と
を
規
定
し
て

お
り
ま
す
。
平
成
一
四
年
度
末
に
お
け
る
段
差
解
消
状
況

を
表
1
に
示
し
ま
す
。
一
日
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
が

五
、
0
0
O
人
以
上
の
停
留
場
数
四
三
の
う
ち
段
差
を
解

消
し
て
い
る
停
留
場
数
は
一
七
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
約

四
0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
鉄
道
駅
を
含
め
た
鉄

軌
道
駅
全
体
の
段
差
解
消
割
合
約
三
九
%
と
ほ
ぼ
同
じ
割

合
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
路
面
電
車
の
停
留
場
は
、
写
真

1
の
よ
う
に
道
路
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
り
、
鉄
道
駅
と
比
較
し
て
そ
も
そ
も
段
差
が
小
さ

い
構
造
と
な
っ
て
お
り
段
差
の
解
消
が
容
易
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
道
路
上
と
い
う
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
路
幅
が
移
動
円
滑

化
基
準
で
規
定
さ
れ
て
い
る
最
低
幅
員
を
確
保
で
き
な
い

こ
と
、
傾
斜
路
の
勾
配
が
取
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
に

よ
り
段
差
解
消
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ

り
ま
す
。
一
日
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
が
五
、
0
0
0

人
以
上
で
段
差
を
解
消
で
き
て
い
な
い
停
留
場
に
お
け
る

乗
降
場
の
う
ち
、
こ
う
い
っ
た
構
造
上
の
理
由
に
よ
る
も

の
が
約
四
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

表 1 平成14年度末 段差の解消状況

隷鰔
る区矯総数

鰔纐鰡
鰡俊蚊

滑鰄
対
合

に
割襲

路面電車 QU4▲ 舒 饑
鉄軌道全体 2

,
739 R

U
n
Y

L
勺 沸

※1日当たりの平均利用者数が5,000人以上の駅･停留場を対象

2

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
状
況

移
動
円
滑
化
基
準
第
八
条
で
は
公
共
用
通
路
と
車
両
等

の
乗
降
口
と
の
間
の
経
路
を
構
成
す
る
通
路
に
お
い
て
、

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
一
四
年
度
末
に
お

け
る
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
整
備
状
況
を
表
2
に

示
し
ま
す
。
一
日
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
が
五
、
0
0
0

人
以
上
の
停
留
場
数
四
三
の
う
ち
移
動
円
滑
化
基
準
第
八

条
に
適
合
し
て
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
し

て
い
る
停
留
場
数
は
一
四
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は
約
三

三
%
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
鉄
道
駅
を
含
め
た
鉄
軌
道
駅

全
体
で
は
約
七
三
%
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
視
覚
障
害
者
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
は
か
な
り
立
ち
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

写真 1 道路上に設置されている停留場



3

軌
道
車
両
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況

車
両
に
つ
い
て
は
、
移
動
円
滑
化
基
準
に
お
い
て
、
乗

降
口
、
通
路
、
車
い
す
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
基
準
、
情
報

設
備
や
車
両
間
転
落
防
止
の
た
め
の
設
備
に
関
す
る
基
準

が
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
表
3
に
示
す
よ
う
に
、
平
成

一
四
年
度
末
に
お
け
る
路
面
電
車
の
総
車
両
数
に
対
す
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
車
両
数
の
割
合
は
、
約
三
一%

と
な
っ
て
お
り
ま
す

(鉄
道
車
両
を
含
め
た
鉄
軌
道
の
総

車
両
数
に
対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
車
両
の
割
合

は
約
一
九
%
)。
車
両
に
つ
い
て
は
、
構
造
面
か
ら
改
造

に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
困
難
な
面
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
規
導
入
の
際
に
移
動
円
滑
化
基
準
へ
の
適
合
を
義

表3 平成14年度末 車両のバリアフリー化状況

平成15年 3月31日現在

し

数
麒留

物心
檄

事

編

蒜
繖

化
た

車廟 漱糞讓
計

認

合

は
る

車

奴
樹鰡賦

路

麗

52R
U 鵺 四

跳

鵠

鸚

側

眺

272

饑

59

%

両
合

鉗
蛭稠

道

故対

鉄

鰍緘
廓鰕

600

端

922

跳

Q
J れ

褐

3
r

3

4
1

8

邸

8

3

3 4

挑

2

鎌

仏
!

務
づ
け
て
お
り
ま
す
。
路
面
電
車
の
車
両
に
つ
い
て
も
、

新
し
い
車
両
へ
の
更
新
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三

路
面
電
車
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
の
た

め
の
施
策

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
路
面
電
車
の
車
両
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め
以
下
の
よ
う
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1

低
床
式
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

(L
R
T
)
の
導
入

国
土
交
通
省
で
は
平
成
一
三
年
度
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
推
進
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
、
道

路
混
雑
の
緩
和
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
対
応
を
図
る
た
め

に
低
床
式
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

(L
R
T
)
の
整
備
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
平
成
一
三
~
一
四

年
度
に
こ
の
支
援
制
度
に
よ
り
導
入
を
行
っ
た
三
事
業
者

三
一
両
を
含
め
、
平
成
一
四
年
度
末
で
八
事
業
者
に
お
い

て
八
六
両
の
低
床
式
路
面
電
車
車
両
が
導
入
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
平
成
一
三
年
度
に
は
車
輌
以
外
の
L
R
T
連
行

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
一
事
業
者
で
支
援
制

度
を
活
用
し
た
導
入
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

2

L
R
T
の
狭
軌
超
低
床
化
に
関
す
る
技
術
開
発

路
面
電
車
に
お
け
る
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
移
動

表2 平成14年度末 視覚障害者誘導用ブロックの整備状況

熟鰄
濁

"
斂

競馬鑓蝋

閼区繃臓
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機
酬鋤

対
合

に
割

体
る

全
す
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,
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※1日当たりの平均利用者数が5,000人以上の駅･停留場を対象



の
円
滑
化
を
進
め
る
上
で
、
乗
降
の
際
の
段
差
を
解
消
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
我
が
国
に
特

有
の
狭
軌

(
一
、
0
六
七
回
)
路
線
に
対
応
し
た
超
低
床

式
路
面
電
車
に
使
用
す
る
電
動
台
車

(超
低
床
L
R
V
台

車
)
の
技
術
開
発
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
狭
軌
の
車
両
で
超
低
床
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
床
下
な
ど
の
極
め
て
限
ら
れ
た
狭
い
ス
ペ
ー
ス

の
中
に
車
輪
、
台
車
枠
、
電
動
機

(モ
ー
タ
ー
)、
ブ
レ

ー
キ
装
置
等
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
高

加
減
速
性
能
を
有
す
る
超
小
型
電
動
機
や
新
た
な
機
構
の

ブ
レ
ー
キ
装
置
の
開
発
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
技
術
開
発
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一

三
年
四
月
に
国
内
の
主
な
車
両
関
連
メ
ー
カ
ー
八
社

(ア

写真 2

　

　
　

　
　

イ
車

薹
箋
離
‐

^

タ
ムロ

.

　

　　

車輪ステアリング機構付き一

ル
ナ
車
両
、
川
崎
重
工
業
、
近
畿
車
輌
、
東
芝
、
東
洋
電

機
製
造
、
ナ
ブ
コ
、
日
本
車
輌
製
造
、
三
菱
重
工
業
)
は
、

鉱
工
業
技
術
研
究
組
合
法
に
基
づ
く

｢超
低
床
エ
ル
ア
ー

ル
ブ
イ
台
車
技
術
研
究
組
合
｣
を
設
立
し
、
技
術
開
発
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国
土
交
通
省
鉄
道
局
で
は
、

同
技
術
研
究
組
合
に
対
し
て
鉄
道
技
術
開
発
費
補
助
金
を

交
付
し
、
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

技
術
開
発
は
平
成
一
三
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
の
三
年

間
の
計
画
で
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
超
小
型
電
動
機
、

制
御
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
装
置
等
を
開
発
し
、
さ
ら
に
、
こ

れ
ら
全
て
の
要
素
品
を
取
り
入
れ
た
三
タ
イ
プ
の
超
低
床

L
R
V
台
車
の
試
作
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
そ
れ
ぞ

れ
の
試
作
台
車
の
安
全
性
、
耐
久
性
等
の
試
験
を
行
っ
て
つ

写真 4 タイプC :ダイレクトドライブモーター方式 て

　
　　
　

　
　
　
　

と褻
礎
-づ

　　　　　
　

　　　　

写真3 タイプB :ギア付き新方式モーター

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

技
術
開
発
に
よ
り
試
作
し
た
三
タ
イ
プ
の
台
車
に
つ
い

て
は
、
写
真
2
~
4
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
、

超
低
床
化
及
び
車
両
内
の
車
い
す
通
路

(八
〇
〇
憊
)
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
左
右
の
車
輪
を
つ
な
ぐ
車
輌
を
無
く

し
た
独
立
車
輪
駆
動
方
式
の
台
車
構
造
と
し
て
お
り
ま

す
。四

お
わ
り
に

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が
制
定
さ
れ
、
鉄
道
駅
を
は
じ

め
と
す
る
公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
み
な
ら
ず
環
境
問
題

の
対
応
と
し
て
も
有
用
な
路
面
電
車
に
つ
い
て
も
同
様
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
関
係
者
の
協
力

･
連
携
に
よ
り
、
路
面
電
車
が

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
利
用
者

に
と
っ
て
快
適
に
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。



騰
鬮
鬮
藁

榊
繭
鬮
鬘
に

…
第
六
国
略
画
電
車
サ
ミ
ッ
ト
範
函
饒
大
会
…

路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
m
函
館
大
会
実
行
委
員

吉
村

冨
士
夫

圏
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
と
は

路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
と
は
、
全
国
路
面
電
車
愛
好
者
と

事
業
者
が
集
ま
り
、
路
面
電
車
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
催
し
で
、
一
九
九
三
年
札
幌
市
で
初
め
て

開
催
、
以
後
一
年
お
き
に
広
島
、
豊
橋
、
熊
本
と
開
か
れ
、

函
館
で
の
開
催
で
六
回
目
と
な
る
。
過
去
の
催
し
の
骨
子

は
、
基
本
的
に
フ
ァ
ン
と
事
業
者
の
交
流
会
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
円
卓
で
意
見
を
交
換
す
る

｢本
会
議
｣
と
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
こ
れ
に

｢ま
ち
づ

く
り
｣
｢L
R
T
と
は
｣
な
ど
の
分
科
会
、
｢今
後
の
都
市

に
生
か
す
路
面
電
車
の
可
能
性
｣
な
ど
、
講
演
と
討
論
会
、

ま
た
一
般
向
け
に
は

｢市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
｢音
楽
会
｣

｢交
通
体
系
模
型
･
パ
ネ
ル
展
示
｣
｢低
公
害
車
展
示
｣
な

ど
が
開
か
れ
て
き
た
。

鬮
函
館
市
で
の
開
催

明
治
三
〇
年
、
北
海
道
で
最
初
の
馬
車
鉄
道
が
函
館
に

誕
生
、
大
正
二
年
電
車
開
業
、
昭
和
一
人
年
に
は
市
バ
ス

が
誕
生
し
、
市
民
の
足
を
担
っ
て
き
た
。
昭
和
四
〇
年
代

の
初
め
頃
か
ら
増
え
続
け
る
車
に
お
さ
れ
て
、
路
面
電
車

は
日
本
中
の
街
角
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
交
通
渋
滞

を
生
み
出
す
原
因
の
よ
う
に
言
わ
れ
、
時
代
遅
れ
で
気
の

利
か
な
い
乗
り
物
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
路
面
電
車
が

消
え
て
も
渋
滞
は
な
く
な
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず
車
は
増
え

続
け
、
お
互
い
譲
り
合
う
気
配
が
い
や
で
も
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
昨
今
、
人
に
優
し
い
乗
り
物
と
し

て
、
路
面
電
車
の
価
値
が
見
直
さ
れ
始
め
た
。
こ
の
サ
ミ

ッ
ト
の
目
的
は
各
団
体
、
事
業
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

の
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
知
恵
を
出
し
合
い
、
路

面
電
車
を
公
共
交
通
機
関
と
し
て
振
興
･
発
展
す
る
と
同

歓迎アトラクション 函館悦山会



時
に
街
づ
く
り
に
も
役
立
た
せ
る
た
め
、
同
じ
仲
間
と
話

し
合
い
を
深
め
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
更
に
は
開
催

ま
で
の
期
間
･
開
催
期
間
中
を
通
し
て
、
各
種
関
連
事
業

(イ
ベ
ン
ト
)
を
行
い
、
路
面
電
車
の
持
つ
街
づ
く
り
や

都
市
機
能
改
善
に
向
け
て
の
可
能
性
を
広
く
一
般
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
。

｢第
六
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
m
函
館
大
会
｣
は
一
〇

月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
の
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
会
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。主催者挨拶

圏
大
会

一
日
目

午
後
か
ら
函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル
で
開
幕
。
青
少
年
と
伝

統
芸
能
を
育
て
る
会
の
子
供
ら
に
よ
る
邦
楽
演
奏
や
民
謡

独
唱
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
函
館
チ
ン
チ
ン
電
車
を

走
ら
せ
よ
う
会
会
長
の
佐
原
幸
子
実
行
委
員
長
が

｢サ
ミ

ッ
ト
を
通
じ
て
路
面
電
車
の
役
割
等
を
大
い
に
話
し
合

い
、
全
都
市
に
情
報
を
発
信
し
た
い
｣
と
挨
拶
を
し
た
。

函
館
市
長
に
続
き
、
全
国
=

の
路
面
電
車
愛
好
支
援
団

体
が
、
活
動
状
況
や
各
都
市
の
交
通
現
況
な
ど
を
発
表
。

｢R
A
C
D
A
高
岡
｣

万
葉
線
に
平
成
一
六
年
一
月
に
L
R
V
が
連
行
さ
れ
る
。

｢と
よ
は
し
市
電
を
愛
す
る
△ご

副
会
長
の
伊
奈
彦
定
の
古
く
て
新
し
い
路
面
電
車
と
い

う
絵
と
文
書
が
中
学
二
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に
採
用

(特
に
北
海
道
で
は
ほ
ぼ
一
0
0
%
の
市
町
村
で
採
用
)

豊
橋
に
一
九
六
七
年
導
入
の
電
車
が
国
土
交
通
省
鉄
道
総

合
研
究
所
で
現
在
充
電
式
の
架
線
の
い
ら
な
い
充
電
式
磁

力
走
行
の
未
来
型
車
両
の
実
験
に
使
用
。

｢日
本
路
面
電
車
同
好
会
｣

九
月
に

｢路
面
電
車
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
を
出
版
。

｢R
A
C
D
A
岡
山
｣

昨
年
、
超
低
床
路
面
電
車
M
O
M
O
連
行
、
日
本
鉄
道

大
賞
、
ロ
ー
レ
ル
賞
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
決
定
。

｢土
佐
電
鉄
の
電
車
と
ま
ち
を
愛
す
る
会
｣

土
佐
電
鉄
の
一
〇
〇
年
に
あ
わ
せ
、
平
成
一
六
年
一
〇

月
に
第
七
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
。

｢全
国
路
面
軌
道
連
絡
協
議
会
｣

函
館
市
交
通
局
に
輪
軸
脱
着
着
脱
装
置
が
導
入
。
現
在

全
国
で
四
○
編
成
の
低
床
式
車
両

(七
六
七
両
)
約
五
%

が
連
行
、
一
生
懸
命
事
業
者
な
り
に
が
ん
ば
っ
て
導
入
を

進
め
て
い
る
。
な
ど
報
告
や
発
表
が
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
道
路
局
企
画
課
の
前
川
秀
和

･
道
路
経

済
調
査
室
長
は

｢新
交
通
シ
ス
テ
ム
や
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

は
初
期
投
資
が
非
常
に
大
き
く
、
ど
こ
の
都
市
も
採
算
の

確
保
に
悩
ん
で
お
り
、
路
面
電
車
は
こ
れ
ら
と
比
べ
、
初

期
投
資
が
少
な
く
て
済
む
｣
な
ど
と
説
明
。
国
内
で
路
面

電
車
の
新
設
や
復
活
が
少
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
中
心
市

街
地
の
道
路
は
朝

･
夕
方
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
間
帯
の
専
用

レ
ー
ン
、
日
中
の
商
店
の
荷
捌
き
用
の
車
、
宅
配
便
の
車
、

郵
便
車
の
駐
停
車
用
、
夜
は
タ
ク
シ
ー
の
客
待
ち
、
ス
ペ

ー
ス
な
ど
、
め
い
っ
ぱ
い
に
使
用
さ
れ
、
敷
設
区
間
の
確

保
が
難
し
い
こ
と
や
、
現
在
の
市
民
の
半
数
以
上
は
路
面

電
車
を
知
ら
な
い
世
代
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
に
く
い
こ
と
を
挙
げ
た
。

鉄
道
局
技
術
企
画
課
の
中
山
康
二
総
括
課
長
補
佐
は

｢
一
度
、
自
動
車
で
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
便
利
に
な
る
と
、

新
た
に
路
面
電
車
等
の
交
通
機
関
に
移
る
と
い
う
の
は
な

か
な
か
難
し
い
。
路
面
電
車
を
使
う
と
い
う
の
が
、
お
し

ゃ
れ
と
か
か
っ
こ
い
い
と
思
え
る
状
況
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
｣
と
語
り
、
路
面
電
車
の
保
存
や
整
備
を
訴
え
た
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

国
会
超
党
派
議
員
の
会

｢L
R
T
研
究
会
｣
金
田
誠
一



氏
は
、
今
は
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
･
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
の
時
代
、

ま
さ
に
時
代
の
要
請
は
路
面
電
車
で
あ
る
。
L
R
T
の
日

本
語
訳
が
あ
ま
り
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
な
く

｢次
世
代

型
路
面
電
車
｣
と
提
案
し
た
。
函
館
に
つ
い
て
は
、
函
館

空
港
へ
の
L
R
T
で
の
乗
り
入
れ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
路
面
電
車
復
元
･
復
活

･
延
長
に
向
け
こ
れ
か
ら
も
力

を
合
わ
せ
、
新
し
い
時
代
の
路
面
電
車
、
L
R
T
、
次
世

代
型
路
面
電
車
、
今
日
を
契
機
に
さ
ら
な
る
発
展
を
と
呼

び
か
け
た
。
｢札
幌
L
R
T
の
会
｣
吉
見
宏
会
長
は
今
回

の
サ
ミ
ッ
ト
は
新
し
い
タ
イ
プ
の
路
面
電
車

(L
R
T
)

乏隧面熊後ゞ乾 きンしZO0,-“函館大会

実
現
に
向
け
た
議
論
の
ほ
か
、
街
づ
く
り
に
路
面
電
車
を

ど
う
生
か
す
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
討
論
を
期
待
し
た
い

と
い
う
。
｢と
よ
は
し
市
電
を
愛
す
る
会
｣
の
伊
奈
彦
定

副
会
長
は
L
R
T
の
実
現
に
は
行
政
と
事
業
者
、
住
民
の

三
位
一
体
の
努
力
が
必
要
。
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
は
、
市
民

運
動
の
継
続
と
い
う
面
で
大
き
な
意
味
が
あ
る
、
と
話
し

た
。

ウエルカムバーテイ 参加者紹介

圏
大
会
三
日
目

函
館
市
内
交
通
現
況
視
察
･
分
科
会

参
加
者
は
交
通
現
況
で
函
館
山
へ
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を

使
っ
て
山
頂
に
上
が
り
、
函
館
の
地
形
、
道
路
や
公
共
交

通
体
系
な
ど
を
視
察
。
下
山
後
は
、
教
会
群
な
ど
を
散
策

し
、
市
電
に
乗
車
。
今
年
開
業
し
た
J
R
函
館
駅
舎
内
で

開
催
中
の

｢路
面
電
車
歴
史
パ
ネ
ル
展
｣
を
見
学
し
た
。

ま
た
、
駒
場
車
庫
で
事
業
者
を
中
心
に
見
学
会
が
行
わ
れ

た
。
函
館
市
交
通
局
で
は
八
月
、
全
国
の
事
業
者
に
先
駆

け
て
、
一
体
車
輪
に
対
応
す
る
輪
軸
着
脱
装
置
を
使
っ
た

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

第
一分
科
会

｢環
境

(車
社
会
と
路
面
電
車
)｣

道
の
あ
り
方
が
変
わ
れ
ば
、
街
の
あ
り
方
が
変
わ
る
。

自
転
車
が
自
由
に
走
れ
る
街
は
、
車
椅
子
や
お
年
寄
り
に

も
優
し
い
。
車
に
有
利
な
社
会
を
こ
れ
以
上
拡
大
さ
せ
な

い
。自
転
車
に
乗
り
に
く
い
か
ら
乗
ら
な
い
の
で
は
な
く
、

乗
り
や
す
い
街
に
変
え
て
行
く
。
行
政
に
生
活
者
の
視
線

を
共
有
し
て
も
ら
え
ば
、
大
き
な
制
度
改
革
を
し
な
く
て

も
改
善
は
で
き
る
。
建
物
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て
も
、

我
が
家
か
ら
出
ら
れ
な
い
の
で
は
意
味
が
な
い
。
道
を
通

し
て
街
づ
く
り
を
見
直
す
。車
に
依
存
し
た
交
通
体
系
は
、

環
境
だ
け
で
な
く
、
経
済
的
に
も
非
効
率
で
社
会
的
公
平

性
に
も
問
題
が
あ
る
。
車
や
道
路
の
た
め
に
お
金
が
使
わ

れ
や
す
い
現
在
の
流
れ
を
変
え
る
。
埋
没
し
や
す
い
社
会

的
費
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
環
境
へ
の

負
荷
、
ユ
ー
ザ
ー
が
負
担
し
て
い
な
い
費
用
は
一
如
当
た

り
約
一
〇
〇
円
と
試
算
で
き
る
。
燃
料
電
池
な
ど
技
術
開

発
が
進
ん
で
も
、
車
依
存
社
会
で
は
持
続
的
交
通
体
系
を

維
持
で
き
な
い
。
持
続
的
交
通
体
系
に
は
路
面
電
車
な
ど

公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換
が
重
要
。
社
会
費
用
や
公
共
の

視
点
を
入
れ
て
、
個
人
性
が
高
い
車
へ
の
資
源
の
傾
斜
配

分
を
見
直
す
。
街
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
て
、
利
害
が

対
立
し
て
い
る
。
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
て
、
ど
こ
に
着

地
さ
せ
る
か
が
重
要
。
価
値
観
が
変
化
し
て
い
る
の
で
、

街
の
独
自
性
を
生
か
し
て
、
交
通
と
絡
め
て
街
の
作
り
方

が
話
せ
る
時
期
に
き
て
い
る
。

第
二
分
科
会

｢L
R
T

(電
車
に
よ
る
街
づ
く
り
)｣

基
調
講
演

三
菱
総
合
研
究
所
シ
ス
テ
ム
研
究
本
部
長

本
多

均

L
R
T
の
国
内
で
の
実
現
性
に
つ
い
て
、
｢環
境
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
能
率
化
の
面
か
ら
だ
け
で
な
く
車
内
で
新
聞

が
読
め
る
余
裕
が
あ
る
、
乗
り
物
酔
い
し
に
く
い
な
ど
人

に
優
し
い
面
を
強
調
し
て
地
域
に
理
解
を
求
め
て
行
く
べ



き
だ
。｣
さ
ら
に
、
新
車
両
の
導
入
な
ど
路
面
電
車
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

地
域
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
不
足
し
て
い
る
。
札
幌
で
は
市
が

車
の
中
心
部
へ
の
乗
り
入
れ
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い
る
一

方
、
国
は
駐
車
場
を
造
る
な
ど
行
政
の
姿
勢
に
矛
盾
が
あ

る
。
自
家
用
車
は
多
人
数
で
乗
る
と
一
見
、
費
用
は
安
く

見
え
る
が
、
公
害
や
渋
滞
な
ど
の
社
会
的
費
用
を
考
え
る

と
公
共
交
通
機
関
よ
り
高
く
な
る
。
効
率
や
ス
ピ
ー
ド
重

視
に
代
わ
り
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
変
わ
っ
て
く
る
。
高
齢

者
の
都
心
回
帰
が
進
む
こ
と
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

は
増
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

第
三
分
科
会

｢電
車
沿
線
の
商
店
街
振
興
｣

商
店
街
と
し
て
は
、
都
心
に
お
客
を
集
め
る
に
は
、
駅

前
通
り
の
歩
道
か
ら
容
易
に
乗
車
で
き
る
L
R
T
が
有

効
。
自
分
た
ち
の
提
案
す
る
街
づ
く
り
を
行
政
に
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
昔
の
電
車
が
写
っ
て
い
る
写
真
を
集

め
、
当
時
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち
の
話
を
添
え
て
持
っ
て

い
く
。
街
づ
く
り
は
デ
ザ
イ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
お
金
を
か
け
ず
に
案
内
用
紙
を
作
る
な
ど

を
し
て
、
ど
ん
ど
ん
発
言
し
て
い
き
た
い
。
車
を
利
用
す

る
人
が
市
電
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
れ
ば
、
服

装
な
ど
で
他
人
の
目
も
気
に
な
り
、
結
果
と
し
て
人
に
見

ら
れ
る
姿
を
意
識
し
、
洋
服
な
ど
を
買
い
求
め
る
消
費
が

出
て
く
る
。
商
店
街
に
と
っ
て
は
車
か
ら
公
共
交
通
に
移

行
す
る
意
義
が
大
き
い
。商
店
街
を
面
と
考
え
た
と
き
に
、

車
で
の
移
動
で
な
く
、
歩
い
て
商
店
街
を
巡
れ
る
よ
う
な

中
心
地
に
。
海
外
の
例
か
ら
も
、
利
用
の
促
進
に
関
係
が

あ
る
の
は
値
段
。
安
け
れ
ば
乗
る
の
が
基
本
。
休
日
利
用

で
の
割
引
の
方
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
を
試
験
的

に
取
り
入
れ
て
行
っ
て
み
る
の
も
策
で
は
な
い
か
。

圏
閉
会
式

三
分
科
会
の
報
告

代
表
者
会
議
の
報
告

サ
ミ
ッ
ト
構
成
団
体
新
加
入
は
、
札
幌
L
R
T
の
会
、

全
国
鉄
道
利
用
者
会
議

(関
東
支
部
)
、
R
O
B
A
の
会

の
三
団
体
が
承
認
さ
れ
た
。
第
八
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト

開
催
地
は
二
〇
〇
六
年
長
崎
市
に
決
定
。
第
七
回
路
面
電

車
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
は
高
知
市
で
開
催
、
開
催
日
は
一
〇

月
二
二
日
~
二
四
日
に
決
定
し
た
。

第
六
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
官
三国

私
た
ち
全
国
の
路
面
電
車
愛
好

･
支
援
団
体
と
路
面
電

車
事
業
体
は

｢路
面
電
車
開
業
九
0
年
周
年
｣
を
迎
え
た

函
館
市
に
お
い
て
、
｢人
と
環
境
に
や
さ
し
い
の
り
も
の

路
面
電
車
｣
の
今
後
の
あ
り
方
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
街

づ
く
り
等
に
つ
い
て
講
演
を
受
け
、
ま
た
討
論

･
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
宣
言
す

る
o

一
、

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
、
環
境
汚
染
問
題
が
深
刻
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＼
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ま
＼
み

せ
拳さ

き
閉

化
す
る
中
で
、
二
酸
化
炭
素
削
減
は
世
界
的
な
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
家
用
自
動
車
と
路
面
電

車
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
路
面
電
車
の
充
実
･
発

展
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
や
対
策
強
化
に
努
め
ま

す
。

一
、

路
面
電
車
が
街
の
発
展
と
地
域
経
済
に
大
き
く
寄

与
し
て
き
た
歴
史
的
経
過
を
踏
ま
え
、
路
面
電
車
を

活
用
し
た
街
づ
く
り

(市
街
地
の
拡
大
と
地
域
経
済

の
活
性
化
)
の
た
め
、
路
線
の
延
伸
等
を
市
民
運
動

と
し
て
進
め
ま
す
。

一
、

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ



め
、
誰
も
が
快
適
に
安
心
し
て
乗
車
で
き
る
低
床
車

な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
的
な
車
両
と
施
設
改
善
や
改

良
を
実
現
し
、
利
用
し
や
す
い
路
面
電
車
を
め
ざ
し

ま
す
。

一
、

新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
L
R
T
の
積
極

的
な
導
入
促
進
の
た
め
、
今
大
会
を
契
機
に
路
面
電

車
愛
好
支
援
団
体
と
電
車
事
業
体
は
、
そ
の
調
査

･

研
究
に
よ
り
一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
や
自
治

体
か
ら
の
さ
ら
な
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

一
、

第
六
回
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
二
〇
〇
三
m
函
館
大

会
で
成
果
を
収
め
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
今
後
の
活
動
に
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
全
国
的
に
も
路
面
電
車
を
P
R
す
る
た

め
、
六
月
一
〇
日
の
路
面
電
車
の
日
に
は
積
極
的
に

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
い
た
し
ま
す
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

シ
ネ
マ
と
ト
ー
ク

映
画
評
論
家
の
川
本
三
郎
氏
を
迎
え
、
映
画
上
映
と
講

演
を
行
っ
た
。
上
映
し
た
映
画
は
、
函
館
を
舞
台
に
し
た

｢キ
ッ
チ
ン
｣。
吉
本
ば
な
な
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
を
森

田
芳
光
監
督
が
映
画
化
し
た
作
品
で
、
函
館
の
路
面
電
車

が
各
所
に
登
場
し
て
い
る
。
川
本
さ
ん
は

｢電
車
を
上
手

く
使
っ
て
い
る
。
市
電
と
映
画
の
ペ
ー
ス
を
実
に
上
手
く

マ
ッ
チ
さ
せ
た
映
画
で
あ
る
｣
と
語
っ
た
。

電
車
探
検
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
大
会

金
趨
車
で
G
o
!
)

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
し
て
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
は

多
く
の
市
民
が
参
加
。
市
内
の
七
つ
の
電
停
や
電
停
付
近

に
ス
タ
ン
プ
を
押
す
場
所
を
設
置
。
参
加
者
は
市
電
に
乗

り
込
み
、
各
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ
た
。
一
方
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
大
会
は
函
館
の
市
電
路
線
が
登
場
す
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

｢電
車
で
G
O
-
｣

の
旅
情
編
が
使
わ
れ
、
持
ち
点
数
で

順
位
を
競
い
合
っ
た
。

電
車
内
ラ
イ
ブ

四
月

生
演
奏
と
歌
…鈴
木
一
生
、
カ
リ
ブ

五
月

生
演
奏
と
歌
…池
田
麻
理
、
S
E
E
D
S

六
月

和
太
鼓
…
ひ
の
き
屋

七
月

生
演
奏
と
歌
"
工
藤
瞬
二

八
月

ハ
ワ
イ
ア
ン
と
フ
ラ
ダ
ン
ス

"

コ
コ
ナ
ツ
レ
イ

･
レ
ッ
ツ
ム
ー
ブ

九
月

寄
席
…道
南
落
語
倶
楽
部

ゆ
め
電
車
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

路
面
電
車
歴
史
パ
ネ
ル
展

そ
の
他

市
電
弁
当

(
一
ヵ
月
限
定
販
売
)

函
館
市
電
チ
ョ
ロ
Q
制
作
販
売

鬮
お
わ
り
に

第
一
回
大
会
か
ら
第
五
回
大
会
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら

し
い
内
容
の
大
会
の
後
、
函
館
で
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

は
大
変
負
担
で
あ
り
、
冒
険
で
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
大
会
を
契
機
に
市
民
に
も
っ
と
電
車
を
楽
し
み
、
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
将
来
は
二
両
目
の
復
元
電

車
と
東
部
地
区
へ
の
延
伸
、
函
館
空
港
ま
で
の
延
伸
、
L

R
T
の
導
入
と
い
う
大
き
な
夢
を
叶
え
た
く
、
こ
の
大
会

を
そ
の
起
爆
剤
と
な
れ
ば
と
の
思
い
で
函
館
市
交
通
局
と

数
度
の
話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
、
函
館
市
交
通
局
の
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
開

催
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、か
な
り
早
く
か
ら
準
備
に
着
手
し
ま
し
た
が
、

大
会
参
加
経
験
者
が
三
名
よ
り
お
ら
ず
、
全
く
の
白
紙
の

状
態
で
し
た
。
大
会
･
大
会
前
の
各
種
関
連
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
、
市
内
で
活
躍
し
て
い
る
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

市
民
、
マ
ス
コ
ミ
、
そ
し
て
他
都
府
県
の
方
々
と
の
出
会

い
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
各
地
の
愛
好

支
援
団
体
、
全
国
路
面
軌
道
連
絡
協
議
会
、
国
土
交
通
省

の
皆
様
方
に
は
大
会
一
年
前
か
ら
何
か
と
ご
支
援

･
ご
指

導
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
、
誌
上
を
借
り
ま
し
て
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

路
面
電
車
の
整
備
に
関
し
て
は
全
国
各
地
で
、
様
々
な

試
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
の
路
面
電
車
ブ
ー

ム
の
追
い
風
の
中
で
路
面
電
車
の
事
業
費
の
低
さ
が
注
目

さ
れ
、
都
市
問
題
の
解
決
に
資
す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
経
済
情
勢
の
中
で
路
面
電
車
の
復

活
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
そ
れ
ら
を
十
分
に

踏
ま
え
た
上
で
路
面
電
車
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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特
簾
/
略
画
電
重
$
道
路
編
轍
と
醜
遭
変
遷
$

雛
ま
れ
変
わ
る
駅
繭
塵
蠣
と

『繭
電
』

鹿
児
島
市
建
設
局
都
市
計
画
部
都
市
再
開
発
課

一

は
じ
め
に

鹿
児
島
市
は
、
鹿
児
島
県
本
土
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、

東
は
鹿
児
島
湾

(錦
江
湾
)
に
面
し
、
海
を
隔
て
た
桜
島

の
東
半
分
を
含
む
面
積
約
二
九
0
m

(東
西
約
二
七
皿
、

南
北
約
三
○
如
)、
人
口
約
五
五
万
人
を
擁
す
る
南
九
州

の
中
核
都
市
で
あ
る
o

こ
の
鹿
児
島
市
の
中
を
現
在
、
総
軌
道
延
長
一
三
･
一

如
の
路
面
電
車
が
南
北
に
連
行
し
て
い
る

(図
1
)。

二

路
面
電
車
の
お
い
た
ち

鹿
児
島
に
お
け
る
路
面
電
車
の
お
い
た
ち
は
明
治
末
期

ま
で
遡
る
。
明
治
四
四
年
鹿
児
島
電
気
軌
道
株
式
会
社
が

創
立
さ
れ
、
翌
年

(大
正
元
年
三
一月
)
武
之
橋
~
谷
山

間
六
･
四
皿
、
車
両
七
両
に
て
連
行
が
開
始
さ
れ
た
。
昭

和
三
年
に
は
鹿
児
島
市
が
買
収
し
、
こ
の
運
営
の
た
め
、

く
こ
と
に
な
る
。

市
に
電
気
局
が
誕
生
、
｢市
電
｣
と
呼
ば
れ
発
展
し
て
い

昭
和
二
〇
年
"

　 　 　　　

もが

　
　

　

　

もん
、

、
ん

　
　

　
　

て
き

~旅行
デ

ノミ

　
　　

　

　
　

　
　
　
　　　

　 路線図 (現況)

昭
和
二
〇
年
に
は
、
大
空
襲
に
よ
り
保
有
車
輌
六
二
両

戦
争
ぎ
み

･

が

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　

　

　

　
　

　
　　
　

　
　
　

　

路線図 (昭和4 3年)
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の
う
ち
五
九
両
が
焼
失
･
破
損
し
、
残
っ
た
三
両
で
連
行

を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
戦
後
、
唐
湊
線

(西
鹿
児
島
駅

前
~
郡
元
間
)
の
新
設
、
伊
敷
線
等
の
延
長
を
行
い
、
昭

和
三
七
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
新
設

(専
用
)
軌
道
で
あ
っ

た
武
之
橋
~
郡
元
間
が
併
用
軌
道
と
な
っ
た

(現
在
の
専

用
軌
道
は
郡
元
~
谷
山
間
の
み
)。

乗
客
数
は
、
昭
和
三
八
年
度
の
四
四
、
五
七
六
千
人

(
一
日
平
均
一
一
三
、
七
九
二
人
)
が
ピ
ー
ク
で
、
規
模

と
し
て
も
、
昭
和
四
三
年
度
に
は
総
軌
道
延
長
一
九
･
三

皿

(図
2
)、
路
線

一
一
系
統

(休
止
一
、
臨
時
二
系
統

含
む
)
で
、
八
四
両
を
保
有
し
て
い
た
が
、
以
後
下
降
の

一
途
を
た
ど
り
、
平
成
一
四
年
度
で
は
、
乗
客
数
が
九
、

九
五
九
千
人

(
一
日
平
均
二
七
、
二
人
五
人
)
と
ピ
ー
ク

時
の
四
分
の
一
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な
り
、
総
軌
道
延

長
一
三
･
一
蹴
、
路
線
二
系
統
で
、
保
有
車
両
も
五
四
両

(貸
切
一
、
貨
物
二
を
含
む
)
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
環
境
に
や
さ
し
い
乗
り
物
と
し
て
、
路
面
電
車

が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
乗
客
数
も
増
加

の
傾
向
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
西
鹿
児
島
駅
前
広
場
整
備
に
伴
う
路

面
電
車
軌
道
移
設
計
画
が
浮
上
し
た
。

三

西
鹿
児
島
駅
地
区
の
状
況
と
課
題

西
鹿
児
島
駅
地
区
は
、
鹿
児
島
市
の
都
心
部
に
あ
り
、

南
九
州
最
大
の
繁
華
街
で
あ
る
天
文
館
か
ら
西
へ
約
一
･

五
如
の
位
置
に
あ
る
。
年
間
乗
降
客
一
、
0
0
0
万
人
以

上
の
J
R
西
鹿
児
島
駅
を
中
心
と
し
て
商
業
･
業
務
･
交

通
等
の
各
種
機
能
が
集
積
し
て
い
る

(東
口
側
は
、
商

業
･
業
務
機
能
が
集
積
し
て
お
り
、
西
口
側
は
、
県
･
J

R
の
業
務
用
地
と
と
も
に
、
商
業

･
業
務
機
能
及
び
住
機

能
と
が
混
在
し
て
い
る
)。

と
こ
ろ
が
、
本
市
の
交
通
結
節
点
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
駅
東
口
側
で
は
、
バ
ス
停
留
所
が
駅
周
辺
に
散
在

し
、各
種
交
通
機
関
相
互
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
が
低
く
、

ま
た
、
幹
線
道
路
は
交
通
量
が
多
く
、
歩
行
者
と
車
両
が

輻
輳
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
一
方
、
駅

図 3 西鹿児島地区現況図

西
口
側
で
は
、
交
通
結
節
機
能
が
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
都
市
景
観
の
面
で
も
、
鹿
児
島

の
陸
の
玄
関
と
し
て
、
｢か
ご
し
ま
の
魅
力
｣
を
活
か
し

き

っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

特
に
、
東
口
側
に
あ
る
路
面
電
車
停
留
場
は
、
乗
降
客

が
一
日
あ
た
り
四
、
0
0
0
人
以
上
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
中
央
に
あ
り
、
十
分
な
幅

員
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
信
号
を
無
視
し
た

駆
け
込
み
乗
車
や
ピ
ー
ク
時
に
は
停
留
場
か
ら
溢
れ
る
よ

う
に
利
用
者
が
滞
留
す
る
な
ど
、安
全
性
に
課
題
が
生
じ
、

駅
舎
や
バ
ス
停
留
所
な
ど
他
の
交
通
機
関
と
も
離
れ
て
い

る
た
め
、
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
も
良
好
と
は
い
え
な
い

(図
3
)。

四

西
鹿
児
島
駅
地
区
の
整
備

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
九
州

新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト

(西
鹿
児
島

･
新
人
代
間
)
が
、

J
R
西
鹿
児
島
駅
を
起
終
着
駅
と
し
て
、
平
成
一
六
年
三

月
一
三
日
に
開
業
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
鉄
道
で
約

三
時
間
五
0
分
要
し
て
い
る
西
鹿
児
島

･
博
多
間
が
二
時

間
一
〇
分
台
に
短
縮
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
移
動

時
間
の
短
縮
に
よ
り
、
人
の
流
れ
が
変
わ
り
、
行
動
様
式

を
も
変
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
新
幹
線
と
い
う
広
域
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
総
合
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
陣
の
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
空
間
整
備

“ 道行セ 2003.12



混み合う西鹿児島駅前停留場

ル

ー
ら

真写

を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
た
。

ま
た
、
地
元
で
は
新
幹
線
開
業
効
果
を
最
大
限
に
活
か

せ
る
よ
う
多
く
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

当
地
区
に
お
い
て
も
、
新
幹
線
に
先
行
し
て
平
成
八
年

六
月
に
西
鹿
児
島
駅
新
駅
舎
が
完
成
し
、
東
口
側
で
は
東

口
10
番
街
区
再
開
発
ビ
ル

(商
業
ビ
ル
)
と
同
6
番
街
区

再
開
発
ビ
ル

(駐
車
場
ビ
ル
)
が
平
成
三

年
六
月
に
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
。
西
口
側
で
は
J
R
九
州
が
平
成
一
三

年
八
月
に
ホ
テ
ル
を
開
業
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
J
R
九

州
は
、
九
州
新
幹
線
整
備
に
合
わ
せ
て
東
口
側
に
駅
ビ
ル

の
建
設
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も
、
陸
の
玄
関

に
ふ
さ
わ
し
い
、
快
適
で
魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、
交
通
結
節
機
能
の
向
上
と
南
国
か
ご
し
ま
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
交
流
空
間
を
形
成
す
る
総
合
的
な
整
備
を
推
進
す

る
た
め
、
西
鹿
児
島
駅
前
広
場
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
そ
し
て
、
鹿
児
島
都
市
圏
交
通
対
策
協
議
会
に
お
い

て
、
東
口
駅
前
広
場
の
整
備
に
あ
た
り
、
路
面
電
車
を
広

場
に
引
き
込
め
な
い
か
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

能
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一 … - -
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一口身
三
雲
-

′-
-

　
　　
　
　　

　
　
　　

賤
き
"

　
　
　

五

路
面
電
車
軌
道
移
設
計
画

(図
4
)

東
口
駅
前
広
場
は
、
前
述
の
と
お
り
、
交
通
量
の
多
い

幹
線
道
路
が
あ
り
、
三
つ
の
交
差
点
が
近
接
す
る
複
雑
な

形
状
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
路
面
電
車
軌
道
は
昭
和
四
〇

年
代
前
半
ま
で
駅
前
広
場
に
引
き
込
ま
れ
て
い
た
が
、
モ
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ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
到
来
に
よ
り
交
通
混
雑
が
生
じ
、

0
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
設
置

六
本

交
通
処
理
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
七
年
に

○
総
工
事
費

約
三
八
〇
百
万
円

現
在
の
道
路
中
央
に
停
留
場
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
路
面
電
車
の
停
留
場
を
駅
前
広
場
内
に
引

き
込
む
こ
と
は
、
交
通
処
理
上
、
困
難
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
整
備
に
あ
た
り
改
め
て
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
、
基
本
設
計
の
中
で
、
将
来
予
測
交
通

量
な
ど
の
条
件
を
再
度
整
理
し
、
交
差
占
黛父
通
解
析
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
基
準
値
以
下

(飽
和
度
0
･
九
未
満
、
混

雑
度
一
,
0
未
満
)
と
な
り
、
交
通
処
理
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、
路
面
電
車
軌
道
を
駅
前
広
場
へ
引
き
込
む

形
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
、
関
係
機
関
と
協
議

･
調
整
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
自
動
車
と
の
交
差
箇
所
が
生
じ
、
危
険

性
が
増
す
の
で
は
な
い
か
、
交
通
信
号
処
理
に
お
い
て
専

用
現
示
を
確
保
す
る
必
要
性
か
ら
、
交
通
混
雑
を
招
く
の

で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
利
用
者
の
安
全

性

･
利
便
性
の
向
上
を
最
優
先
し
、
広
場
内
へ
引
き
込
む

こ
と
と
し
た
。

路
面
電
車
移
設
工
事
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
工
事
延
長

L
=
二
四
五
･
0
七
五
m

○
標
準
幅
員

W
=
六
･
五
九
一
m

○
停
留
場

上
り
延
長

L
u
三
0

･
o

m

下
り
延
長

L
=
二
五

･
o

m

(上
下
と
も
ス
ロ
ー
プ
五

･
o

m
含
む
)

幅

員

W
=
二
･
五
m

(レ
ー
ル
･
架
線
移
設
費
含
む
)

な
お
、
今
回
の
移
設
工
事
は
、
駅
前
広
場
内
に
停
留
場

を
設
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
自
動
車
交
通
と
の
交
差
に
よ

る
損
傷
を
防
ぎ
、
維
持
管
理
を
軽
減
す
る
た
め
、
連
接
軌

道
ブ
ロ
ッ
ク
を
敷
設
す
る
こ
と
や
、
無
機
質
と
な
り
や
す

い
駅
前
広
場
を
潤
い
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
一
部
に

芝
軌
道
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
特
色
も
あ
る
。

六

路
面
電
車
軌
道
移
設
に
よ
る
効
果

本
市
の
路
面
電
車
は
、
他
の
交
通
機
関
と
比
べ
、
鉄
道

と
の
結
節
性
が
高
く
、
路
面
電
車
の
利
用
者
の
多
く
が
停

留
場
と
駅
舎
間
を
移
動
す
る
。
今
回
の
移
設
に
よ
り
、
停

留
場
が
駅
舎
に
近
づ
く
こ
と
か
ら
、
利
用
者
の
利
便
性
が

非
常
に
高
く
な
る
。
ま
た
、
車
道
を
横
断
す
る
こ
と
な
く
、

停
留
場
と
駅
舎
間
を
行
き
来
で
き
る
こ
と
か
ら
、
安
全
性

も
向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
利
用
者
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

七

お
わ
り
に

路
面
電
車
移
設
工
事
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
土

交
通
省
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
路
面

･
路
盤
工
、
停
留

場
･
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
設
置
工
に
対
し
、
国
庫
補
助
金
を

交
付
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

西
鹿
児
島
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
平
成
一
六
年
二
月
末

に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
多
く
の
方
々
が
新
幹
線
を
使

わ
れ
、
鹿
児
島
へ
き
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
生
ま
れ
変

わ
っ
た
駅
前
広
場
と

｢市
電
｣
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。



蜷
簾
/
略
画
電
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藁
週
嚢
週
に
藁
鼾
る
鰤
た
榧
臟
組
み

-
高
知
市
内
に
お
け
る
軌
道
緑
化
の
試
験
施
工
i

四
国
地
方
整
備
局
土
佐
国
道
事
務
所
管
理
第
二
課
専
門
職

吉
田

“敏
羸浩

一

は
じ
め
に

昭
和
四
〇
年
代
以
降
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
速

な
進
展
に
伴
い
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
自
動
車
に
起

因
す
る
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
交
通
事
故
な
ど
の
都

市
問
題
は
依
然
解
消
さ
れ
ず
、
自
動
車
を
中
心
と
し
た
都

市
交
通
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
意
見
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
ま
す
ま
す
緊
急
性
を
高
め
る
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
や
、
大
気
汚
染
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
環
境
の
改

善
が
急
務
と
な
っ
て
お
り
、
環
境
に
優
し
い
ク
リ
ー
ン
な

公
共
交
通
機
関
と
し
て
路
面
電
車
の
活
用
が
再
び
注
目
さ

れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
、
四
国
地
方
整
備
局
、
高
知
県
、

土
佐
電
気
鉄
道
㈱
の
三
者
が
協
力
し
、都
市
環
境
の
改
善
、

都
市
景
観
の
向
上
、
公
共
交
通
支
援
の
観
点
か
ら
路
面
電

車
敷
き
の
緑
化
の
試
験
施
工
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
平
成
一
五
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
試
験
施

工
に
つ
い
て
主
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

1

軌
道
緑
化
の
事
例

欧
米
、
特
に
環
境
先
進
国
ド
イ
ツ
で
は
、
国
を
挙
げ
て

緑
化
施
策
を
推
進
す
る
中
、
す
で
に
積
極
的
に
軌
道
緑
化

が
実
施
さ
れ
て
い
る

(表
1
参
照
)。

我
が
国
に
お
い
て
は
、高
知
市
内
の
県
道
で
高
知
県
が
、

広
島
市
の
広
島
港

(宇
品
)
で
広
島
電
鉄
㈱
が
そ
れ
ぞ
れ

軌
道
緑
化
の
評
価
試
験
を
行
っ
て
お
り
、
本
例
は
日
本
に

お
け
る
三
例
目
の
事
例
と
な
る
が
、
市
内
繁
華
街
大
通
り

の
、
電
停
か
ら
電
停
ま
で
の
比
較
的
長
い
区
間
に
お
け
る

設
置
事
例
と
し
て
は
初
と
な
る
。

"首"〒ヤ クnn亀 1? 守,?



写真 3 軌道緑化と低床式路面電車ハートラムム

ニ

軌
道
緑
化
の
整
備
効
果
及
び
影
響

杉

軌
道
緑
化
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
効
果

　、

が
期
待
さ
れ
る
。

1

都
市
景
観
の
修
景
効
果

周
辺
環
境
と
の
調
和
の
と
れ
た
都
市
内
の
緑
は
、
人
工

物
に
覆
わ
れ
た
都
市
に
対
す
る
、
う
る
お
い
、
や
す
ら
ぎ
、

親
し
み
、
な
ど
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
が
期
待
で
き
る
。

2

都
市
環
境
の
改
善

①
熱
遮
蔽
効
果

一
般
的
に
緑
化
に
は
熱
の
遮
蔽
効
果
、
断
熱
効
果
が
あ

る
。
ま
た
、
水
分
を
蓄
え
た
緑
に
は
蒸
散
効
果
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
に
寄
与
す
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

②
騒
音
低
減
効
果

一
般
的
に
植
栽
や
生
け
垣
な
ど
の
緑
化
に
は
騒
音
低
減

効
果
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
欧
州
の
L
R
T
に

お
い
て
も
騒
音
低
減
の
点
で
軌
道
緑
化
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

3

交
通
の
安
全
の
向
上

軌
道
敷
き
の
緑
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
軌
道
敷
き
内
へ

進
入
し
て
い
た
自
動
車
な
ど
に
対
す
る
心
理
的
な
抑
制
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。
横
断
車
輌
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り

追
突
事
故
の
減
少
が
期
待
さ
れ
る
。

4

路
面
電
車
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
効
果

今
回
の
試
験
施
工
で
は
、環
境
改
善
や
修
景
効
果
の
他
、

市
民
へ
の
路
面
電
車
へ
の
認
知
拡
大
や
、
環
境
施
策
へ
の

理
解
向
上
を
図
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て
い
る
。

三

軌
道
緑
化
の
試
験
施
工

高
知
県
、
軌
道
管
理
者
と
の
協
議
も
踏
ま
え
、
今
回
、

3

住
民
や
道
路
利
用
者
に
良
好
な
道
路
環
境
を
提
供
す
る
た

2セ

め
の
一
施
策
と
し
て
の
試
験
施
工
を
実
施
し
た
。
今
後
、

行

こ
の
緑
化
が
都
市
環
境
や
都
市
景
観
に
与
え
る
影
響
及
び

道

整
備
効
果
等
に
つ
い
て
調
査

･
分
析
し
施
策
の
有
効
性
に

34



つ
い
て
検
証
す
る
。

1

試
験
施
工
箇
所

高
知
県
高
知
市
本
町
三
丁
目

(
一
般
国
道
三
二
号
)

土
佐
電
気
鉄
道
伊
野
線

大
橋
通
電
停
~
高
知
城
前
電
停

L
=

一
七
五
,
五
m

2

試
験
施
工
期
間

施
工
時
期

平
成
一
五
年
七
月

調
査
期
間

追
跡
調
査
に
必
要
な
期
間

3

軌
道
緑
化
の
構
造

①
緑
化
部
分

･
布
コ
ン
テ
ナ

ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
土
木
シ
ー
ト
の
内
側
に
吸
い
出

し
防
止
材
と
し
て
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
長
繊
維
不
織
布
を
縫

い
つ
け
た
二
重
構
造
と
し
て
い
る
。

･
改
良
土
壌

砂
質
土
に
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
の
網
状
の
小
片
と
各
種

土
壌
改
良
材
を
混
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
圧
に
対
す

る
支
持
力
と
粘
着
力
を
高
め
、
保
水
性
、
保
肥
性
、
透

水
性
も
向
上
さ
せ
て
い
る
。

-- - - --

メッシュ (ポリプロピレン製)

し
㈱

-

纖
総

　 　 　

　

l --一十

◎鋭
纖
総
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図 2 軌道緑化断面図

避一石｣導こ"約)

ア部 断面図

布コンテナ Aタイプ (W1120*u oo⑥*H160)

布コンテナ Bタイプ (W830*L10加*Hi60)

図 1 軌道緑化試験施工位置図

剥甦準断面図



･
芝タ

ー
フ
形
成
及
び
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
の
回
復
が
早
く
、
低

刈
り
が
可
能
で
乾
燥
に
強
い
ノ
シ
バ
の
品
種
改
良
品
で

あ
る
エ
ル
ト
ロ
芝
を
採
用
し
た
。

②
軌
道
部
分

･
溝
付
レ
ー
ル

レ
ー
ル
と
芝
の
離
隔
を
確
保
す
る
た
め
、
溝
付
レ
ー
ル

を
使
用
し
て
い
る
。

･
合
成
ま
く
ら
木

ま
く
ら
木
は
ガ
ラ
ス
長
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
砲

体
~
熱
硬
化
性
樹
脂
発
泡
体

(硬
質
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
)

を
ガ
ラ
ス
長
繊
維
で
強
化
し
た
も
の
~
合
成
ま
く
ら
木

を
使
用
し
耐
久
性
を
高
め
て
い
る
。

4

軌
道
緑
化
構
造
の
特
徴

今
回
の
軌
道
緑
化
の
特
徴
的
な
点
は
、
従
来
の
軌
道
構

造
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
緑
化
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
軌
道
緑
化
の
工
法
に
は
、
低
振
動
、
低
騒
音
構
造
の

イ
ン
フ
ァ
ン
ド
軌
道
を
利
用
す
る
方
式
も
あ
る
が
、
今
回

の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
の
施
工

が
可
能
に
な
る
。

ま
た
、溝
付
き
レ
ー
ル
と
布
コ
ン
テ
ナ
の
使
用
に
よ
り
、

芝
と
レ
ー
ル
と
の
離
隔
の
確
保
、
横
断
車
輌
の
輪
荷
重
へ

の
対
応
、
レ
ー
ル
の
通
電
を
阻
害
し
な
い
絶
縁
性
の
保
持

等
の
必
要
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

表 2 調査 ･検証内容

検証項目 調査項目

ふ
き
総
裁総
蕊
繁
総
裁
"

0 芝の育成状況

鰤照日
[

量榔艦

分
進
変
着
境

水
の
の
付
環

高
嬢
草
色
の
成

芝
土
雛
芝
油
育

鱒遂響鰊鰔
齢蟻鰓緘蹴れ灘纖繊 況

況
陸
形

の
碗

顱
ル鰹伽彬饑鱗 廓燈離況状耐蝋徽耗

為
で
行饅舵

が
検畿範雛重

安
街
の動紐

単
機

※総数鸚
護
婉
縦淺涎鱗
灘
聽
絮

0 軌道緑化による熱遮蔽効果 ･ 路面表面温度

蹴炉汐鞠方窃蹴鯲鰻0
鰤郊綴繃翳箇効化

繊
緑
低

適
度

軌
濃

概臥鑓
タ動

声
鋤
數燃

進動O

靴棚笏饗げ婿し骸*

絲潴
軌
よ

0軌道緑化による騒音低減効果 ･ 軌道沿道の騒音レベル

臟鰻てわ
0纐賄纖緘絲愁

轆蘂鰍醐潔纖鰤
鑓燃鸚

修
ア鰄饑電車利用者や沿道市民、観光客等に対するアンケート調査を行い検証する。

〉雙
黍鑓
焚い

従鰊繊孵震
粃

鰤
轆載果磯瀰

に
ア

化
ジ

緑
｣

道
"

軌
ゞ

0
伝

電車利用者や沿道市民、
観光客等に対するアンケート調査を行い検証する。 写真 5 溝付きレールにより芝とレールの

離隔を確保

写真4 布コンテナに特殊土壌を設置、
まくら木は合成まくら木



四

効
果
の
検
証

軌
道
緑
化
に
よ
る
環
境
改
善
効
果
や
修
景
効
果
な
ど
の

検
証
を
行
う
。
軌
道
緑
化
の
基
本
条
件
及
び
期
待
さ
れ
る

効
果
に
つ
い
て
の
検
証
項
目
、
調
査
項
目
は
表
2
の
と
お

り
で
あ
る
。

五

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

当
試
験
施
工
範
囲
の
国
道
で
は
、
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り

の
五
〇
回
目
の
記
念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
。
パ
レ
ー
ド

当
日
、
市
民
や
観
光
客
を
対
象
に
軌
道
緑
化
で
期
待
さ
れ

る
効
果
の
う
ち
、
修
景
効
果
や
宣
伝
効
果
、
利
用
促
進
効

果
な
ど
主
に
感
性
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
効
果
に
つ

い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

アンケート調査結果~抜粋~

口軌道緑化の印象について

写真 6 よさこいパレードと軌道緑化

綵がきれい鱸讓藝鬘壷鬮蝋鱗臟圓鬮讓幽霊圓鬮榊灘孃藁騨幽霊獺藝癲鬘攪畿
32(63%)

濶し、が感じられる 溌鬘鬘蝋鬘翻讓讓嚢聽49(23%)

綬が涼uず鬘鬮鬘鬘圓鬘驚蟹鬮藁鬘鰯蝋鰯竇薹 79(38劫

周囲と合わない印象を受ける 8(4%)
留淡填のCMを思い出す
囮手入れが大慶だろうと思う

口軌道緑化に期待する効果について

、く ことにより、 大気浄化や騒音低減などの環境をよく
のよう な効果も期待 して いま す。 これ らの効果 につ い

路面電車利用者から見た景観が向上する。

ツ大いに期待できる 幻少uま期待できる 開あまり期待できない 囲全く期待できない



ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
日
時

平
成
一
五
年
八
月
九
日

(土
)

2

調
査
方
法
及
び
回
収
結
果

調
査
員
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査

回
収
数

一
一○
九
人

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
抜
粋
を
表
3
に
示
す
。

3

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
総
括

①
軌
道
緑
化
の
印
象
に
つ
い
て

九
割
以
上
の
人
が

｢景
観
性
の
向
上
｣
が
期
待
で
き
る

と
し
て
い
る
。
修
景
効
果
は
、
心
理
的
な
イ
メ
ー
ジ
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
市
民
の
こ
う
し
た
反
応

は
軌
道
緑
化
に
よ
る
景
観
性
の
向
上
に
つ
い
て
、
一
定

の
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　　図

写真7 サーモグラフィーによる地表面温度測定
(一般軌道部に比べ緑化軌道部が 4 0 Gまど低くなっ

②
軌
道
緑
化
に
期
待
す
る
効
果

｢景
観
性
の
向
上
｣
と
同
様
、
｢路
面
電
車
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
｣
や

｢観
光
客
へ
の
P
R
･
宣
伝
効
果
｣
に

つ
い
て
も
八
割
以
上
の
人
が
期
待
で
き
る
と
し
て
い

る
。

③
軌
道
緑
化
の
延
伸
に
つ
い
て

八
割
以
上
の
人
が
他
区
間
へ
の
延
伸
を
望
ん
で
い
る
。

今
後
の
他
区
間
へ
の
展
開
を
十
分
見
据
え
た
調
査
、
検

証
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

六

今
後
の
課
題

軌
道
緑
化
の
試
験
施
工
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
、
分

析
中
で
あ
る
が
、
次
に
調
査
結
果
の
一
例
を
紹
介
す
る

(写
真
7

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
地
表
温
度
測
定
)。

今
後
は
調
査
･
分
析
結
果
を
基
に
、
①
適
切
な
維
持
管

理
手
法

②
他
区
間
へ
の
展
開
を
意
識
し
た
更
な
る
コ
ス

ト
の
縮
減
策

③
車
輌
横
断
部
や
冬
季
に
強
い
品
種
の
選

定
な
ど
の
検
討
を
行
い
、
軌
道
緑
化
が
都
市
環
境
改
善
の

た
め
の
一
施
策
と
し
て
有
効
か
ど
う
か
の
評
価
、
検
証
お

よ
び
具
体
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
行
う
。

ま
た
、
軌
道
緑
化
は
そ
の
設
置
目
的
や
趣
旨
を
考
慮
す

る
と
、
従
来
の
軌
道
敷
き
と
は
性
格
が
異
な
る
た
め
、
そ

の
位
置
付
け
や
取
り
扱
い
を
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
が
、
地
域
、
軌
道
管
理
者
、
そ
し
て
道
路
管
理
者
が
ど

の
様
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
よ
り
よ
い
都
市
環
境
を
創
出

し
、
育
ん
で
ゆ
く
か
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

□今後の軌道緑化の延伸について

間 他の区間も積極的に緑化した方がよいと思いますか。

て

化

い

緑

“

o

な
ぞ
き

つ

に

に

的

費
蝉
総
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榊
遭
喚
嘩
榊
劇
駆
壤
肉
の
邇
離
管
理
着
か

飜
置
す
る
有
鸚
癰
輸
轤
嘩
嚇
の
特
例
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

構
造
改
革
特
区
は
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
等

の
自
発
的
な
立
案
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
規
制

の
特
例
措
置
を
導
入
で
き
る
特
定
の
区
域
を
設
け
、
そ
の

地
域
で
の
規
制
改
革
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。本

稿
で
は
、
こ
の
規
制
の
特
例
措
置
の
中
か
ら
、
第
二

次
特
区
構
想
提
案
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
道

路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る
特
例

に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

一

構
造
改
革
特
区

1

特
区
構
想
の
提
案

構
造
改
革
特
区
は
、
｢規
制
は
全
国
一
律
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｣
と
い
う
考
え
方
か
ら
、
｢地
域
の
特
性
に
応

じ
た
規
制
を
認
め
る
｣
と
い
う
考
え
方
に
転
換
を
図
り
、

地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
規
制
改
革
を
通
じ
て
、
｢官
か

ら
民
へ
｣
、
｢国
か
ら
地
方
へ
｣
と
い
う
構
造
改
革
を
す
す

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

定
期
的
に
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
者
等
か
ら
提
案

(特
区
構
想
提
案
)
を
受
付
け
、
そ
れ
ら
の
提
案
に
つ
い

て
規
制
を
所
管
す
る
省
庁
等
に
お
い
て

｢実
現
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。｣
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を

行
い
、
可
能
な
場
合
に
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
規
制

の
特
例
を
導
入
す
る
特
定
区
域
を
設
け
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。

平
成
一
五
年
三

月
一
日
現
在
、
地
方
公
共
団
体
や
民

間
企
業
な
ど
延
べ
八
四
九
の
主
体
か
ら
一
、
三
五
七
件

(第
一
次
提
案
~
第
三
次
提
案
)
の
特
区
構
想
提
案
が
寄

せ
ら
れ
、
特
区
に
お
い
て
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
規

制
の
特
例
措
置
と
し
て
一
七
四
件
が
決
定
し
て
い
る
。

2

規
制
の
特
例
措
置
の
実
施

規
制
の
特
例
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
地
方
公
共

団
体
は
、
単
独
で
又
は
共
同
し
て
、
構
造
改
革
特
別
区
域

と
し
て
の
計
画

(特
区
計
画
)
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大

臣
に
認
定
申
請
を
行
う

(構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四

条
)。
申
請
を
受
け
た
内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
区
計
画
が

法
令
に
定
め
る
基
準
に
適
合
し
、
か
つ
、
規
制
の
特
例
措

置
を
所
管
す
る
行
政
機
関
の
長
の
同
意
を
得
た
上
で
認
定

す
る
。
当
該
地
方
公
共
団
体
は
こ
の
認
定
に
よ
り
規
制
の

特
例
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
一
五
年
三

月
一
日
現
在
、
二
七
三
件

(第
一
次

認
定
申
請
~
第
三
次
認
定
申
請
)
の
特
区
計
画
の
認
定
申

請
が
な
さ
れ
、
認
定
を
受
け
、
随
時
実
施
さ
れ
て
い
る
。

二

有
料
道
路
駐
車
場
の
特
例
に
つ
い
て

1

有
料
道
路
駐
車
場
の
料
金
の
設
定
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
が
有
料
の
駐
車
場
の
新
設
又
は
改
築
を
行

う
場
合
に
は
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
八
条
に
基
づ
き



国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
て
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
当
該
許
可
を
受
け
た
駐
車
場

(以
下

｢有
料

道
路
駐
車
場
｣
と
い
う
。)
が
料
金
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

(同
法
同
条
第
四
項
)。

料
金
の
額
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
特
別
措
置

法
第
三

条
第
二
項
及
び
同
法
施
行
令
第
一
条
の
七
及
び

同
施
行
令
第
四
条
に
よ
り
、
そ
の
利
用
に
よ
り
通
常
受
け

る
利
益
の
限
度
を
こ
え
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

(便
益
主
義
)、
か
つ
、
新
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
、

維
持
及
び
修
繕
に
要
す
る
費
用
、
料
金
徴
収
の
事
務
取
扱

費
等
に
見
合
う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(償
還
主

義
)
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
有
料
道
路
駐
車
場
の
料

金
は
、
三
〇
分
や
一
時
間
ご
と
の
単
位
時
間
当
た
り
で
設

定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
基
本
料
金
と
、
一
カ
月
当
た
り
の
料

金
を
定
め
た
定
期
料
金
、
回
数
券
に
よ
る
割
引
料
金
、
夜

間
の
一
泊
料
金
等
の
い
わ
ゆ
る
特
別
料
金
が
設
定
さ
れ
て

い
る
。

具
体
的
な
運
用
は
、
基
本
料
金
に
つ
い
て
は
附
近
に
民

間
駐
車
場
が
存
す
る
場
合
は
そ
の
平
均
駐
車
料
金
を
便
益

と
し

(便
益
主
義
)、
基
本
料
金
収
入
に
よ
っ
て
借
入
金

の
償
還
が
な
さ
れ
る
か
ど
う
か

(償
還
主
義
)
を
前
提
と

し
、
特
別
料
金
に
つ
い
て
も
、
そ
の
設
定
等
に
当
た
り
個

別
に
民
間
駐
車
場
の
平
均
駐
車
料
金
を
便
益
と
し
、
設
定

等
に
よ
る
借
入
金
の
償
還
へ
の
影
響
を
勘
案
し
て
い
る
。

2

有
料
道
路
駐
車
場
の
現
状

道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
は
平
成
一

五
年
二

月
一
日
現
在
で
五
三
ヵ
所
が
営
業
中
で
あ
る
。

そ
の
営
業
状
況
は
直
近
の
実
績
に
よ
れ
ば
、
単
年
度
の
収

支

(収
入
は
料
金
収
入
等
、
費
用
は
金
利
、
管
理
費
)
に

お
い
て
約
六
割
で
費
用
が
上
回
っ
て
お
り
、
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
商
業
施
設

の
郊
外
へ
の
移
転
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
衰
退
、
景
気
低

迷
に
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
た
商
業
施
設
の
整
備
の
遅
れ
等

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
各
道
路
管
理
者
は
有
料
道

路
駐
車
場
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
、
例
え
ば
路
上
駐

車
を
吸
収
す
る
た
め
、
き
め
細
か
い
単
位
時
間
当
た
り
料

金
の
設
定

(三
〇
分
単
位
か
ら
一
五
分
単
位
)
や
駐
車
場

へ
の
ス
ム
ー
ス
な
乗
り
入
れ
を
可
能
と
す
る
案
内
板
の
整

備
等
利
用
さ
れ
や
す
い
駐
車
場
の
運
営
に
向
け
た
努
力
を

行
っ
て
い
る
。

3

規
制
の
緩
和

こ
の
よ
う
な
有
料
道
路
駐
車
場
を
取
巻
く
状
況
の
中
、

平
成
一
四
年
三

月
か
ら
平
成
一
五
年
一
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
第
二
次
特
区
構
想
提
案
募
集
に
お
い
て
、
有
料
道

路
駐
車
場
の
料
金
の
設
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
国
土
交
通

大
臣
の
許
可
を
不
要
と
す
る
特
例
措
置
の
提
案
が
な
さ
れ

た
。提

案
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
国
土
交
通
大

臣
の
許
可
を
要
さ
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
｢道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車

場
に
お
け
る
特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更
の
手
続
の
容
易

化
事
業
｣
の
名
称
で
特
区
に
お
い
て
講
じ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
規
制
の
特
例
措
置
と
し
て
、
位
置
付
け
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る

(｢構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
｣
平
成
一
五
年
七
月
四
日
閣
議
決
定
)。

な
お
、
当
該
規
制
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

五
年
八
月
二
九
日
付
け
国
道
有
第
三
人
号
有
料
道
路
課
長

名
に
よ
り

｢構
造
改
革
特
別
区
域
内
の
道
路
管
理
者
が
設

置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る
特
別
料
金
の
設
定
及

び
変
更
を
す
る
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
と
し
て
、
許

可
の
権
限
の
委
任
を
受
け
て
い
る
地
方
整
備
局
及
び
関
係

す
る
各
道
路
管
理
者
あ
て
周
知
し
て
い
る
。

4

特
例
措
置
の
内
容

(表
1
参
照
)

今
回
の
特
例
措
置
の
内
容
は
、
｢基
本
料
金
以
外
の
特

別
料
金
の
設
定
及
び
変
更
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
特
別

措
置
法
第
八
条
第
四
項
に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
許
可

は
要
し
な
い
も
の
と
す
る
｣
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
当
然
な
が
ら
、
こ
の
特
例
は
特
区
計
画
の
認

定
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
認
定

に
当
た
っ
て
は

｢周
辺
の
駐
車
場
と
適
正
な
競
争
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
｣
、
か
つ
、
｢許
可
を
受
け
て
い
る
償
還

計
画
に
影
響
を
与
え
な
い
｣
と
い
う
こ
と
を
地
方
公
共
団

体
が
認
め
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
｢周
辺
の
駐

車
場
と
適
正
な
競
争
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
｣
と
は
、

例
え
ば
周
辺
の
民
間
駐
車
場
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
速
や

か
に
行
う
必
要
が
あ
る
等
当
該
地
域
に
お
い
て
固
有
の
事

情
が
あ
る
こ
と
等
で
あ
り

(そ
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て



は
そ
の
料
金
の
設
定
に
当
た
っ
て
民
間
駐
車
場
の
料
金
の

範
囲
内
で
設
定
す
る
こ
と
が
容
易
に
想
定
さ
れ
る
)、
ま

た
、
｢許
可
を
受
け
て
い
る
償
還
計
画
に
影
響
を
与
え
な

い
｣
と
は
、
例
え
ば
特
別
料
金
の
設
定
、
変
更
に
当
た
っ

て
助
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

5

事
業
実
施
の
流
れ

道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る

特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更
の
手
続
の
容
易
化
事
業
は
、

表 1 構造改革特別区域計画基本方針 (閣議決定) (抜粋)

特定事業の名称 更変議の金料別特るけおに鰯瘢有する惜凱-力瀬滌
者
易

理
容

管
の

路
続

道
手

措置区分 獺
特例措置を講ずべき法
令等の名称及び条項

道路整備特別措置法第8条第4 項

特例措置を講ずべき法
令等の現行規定

tとるすと、つよし更変

0
銭
か

料
ら物齋

車
れ

駐
け後

麓
た
受

け
を授嗣

可
の

許
臣、大

は
通

者
交

理
土

管
国

路
は

道
き

特例措置の内容

有
い
て
別
を
た
み

｢
つ
け
特
可
し
す

下
に
愛
革
許
定
に

以
更
を
政
の
設
臣

(
変
可
造
臣
を
大

場

、許
機
大
金
通

車
定
、て
通
料
交

駐
設
り
め
交
別
土

た
の
あ
認
土
特
国

し
金
が
が
国
き

、

置
料
要
体

、づ
て

設
別
必
団
に
基
い

が
特
る
共
合
に
つ

者
の
す
公
場
置
に

理
外
保
方
た
指
間

管
以
種
地
け
例
期

路
金
を
と
受
特
収

道
料
争
い
を
本
徴

き
本
競
な
定

、
の

o

づ
基
な
え
認
お
金
る

基
の
正
与
の
な
料
す

に
)
通
を
そ

oぴ
と

法
oと
轡

、る
及
の

置
う
場
影
し
す
額
も

措
い
車
に
諸
と
の
る

別
と
駐
画
申
の
金
す

特
｣
の
計
を
も
料
告

備
場
辺
還
画
い

、報

整
車
周
償
計
な
は
に

路
駐

、る
域
し
き
か

遭
料
て
い
区
要
と
や

同意の要件 1
)

か
い

特例措置に伴い必要と
なる手続き ,し▲な

概
ね
次
の
流
れ
で
実
施
さ
れ
る
。

①

特
区
計
画
の
認
定
の
申
請
(特
区
法
第
四
条
第
一
項
)

地
方
公
共
団
体
等
は
、
特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更

の
手
続
の
容
易
化
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
内
容
に
含

む
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大

臣
の
認
定
を
申
請
す
る

(な
お
、
認
定
申
請
に
係
る
申

請
書
等
の
詳
細
は
構
造
改
革
特
別
区
域
推
進
本
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

甘
せ
"
こさ
詩
寿
菖
威
･mo｣"
"
＼

の目
四
汗
o
g
o□
"
自
分
×
‐言
日
｣)
。

②

特
区
計
画
の
審
査

(特
区
法
第
四
条
第
八
項
)

内
閣
総
理
大
臣
は
、
特
区
計
画
の
内
容
が
、
①
構
造

改
革
特
別
区
域
基
本
方
針

(閣
議
決
定
)
に
適
合
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
、
②
構
造
改
革
特
別
区
域
に
適
切
な

経
済
的
社
会
的
効
果
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、
③

円
滑
か
つ
確
実
に
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
と
い
う
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か

の
審
査
を
行
う
。

③

規
制
の
特
例
措
置
の
内
容
へ
の
同
意
要
請

(特
区
法

第
四
条
第
九
項
)

ま
た
、
内
閣
総
理
大
臣
は
認
定
し
よ
う
と
す
る
場
合

に
は
国
土
交
通
大
臣
に
同
意
を
求
め
、
国
土
交
通
大
臣

は
同
意
又
は
不
同
意
の
回
答
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、

国
土
交
通
大
臣
も
、
特
区
計
画
の
内
容
が
構
造
改
革
特

別
区
域
基
本
方
針
及
び
通
達
の
内
容
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

④

特
区
計
画
の
認
定

(特
区
法
第
四
条
第
八
項
)

特
区
計
画
は
②
、
③
を
踏
ま
え
、
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
り
認
定
さ
れ
る
。
な
お
、
内
閣
総
理
大
臣
は
認
定
申

請
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
お
い
て
速
や
か

に
、
認
定
に
関
す
る
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(特
区
法
第
五
条
)。

⑤

実
施

認
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
は
そ
の
駐
車
場

の
特
別
料
金
に
つ
い
て
特
区
計
画
に
規
定
さ
れ
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
実
施
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
道

路
管
理
者
は
特
別
料
金
を
設
定
及
び
変
更
を
し
た
と
き

に
は
、
料
金
の
額
及
び
料
金
の
徴
収
期
間
に
つ
い
て
国

土
交
通
大
臣

(各
道
路
管
理
者
は
地
方
整
備
局
長
に
対

し
)
に
速
や
か
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

三

特
区
の
認
定
と
今
後
の
取
り
扱
い

道
路
管
理
者
が
設
置
す
る
有
料
道
路
駐
車
場
に
お
け
る

特
別
料
金
の
設
定
及
び
変
更
の
手
続
の
容
易
化
事
業
に
つ

い
て
は
、
第
三
次
の
認
定
申
請

(平
成
一
五
年
一
〇
月
一

日
~
一
〇
月
一
四
日
)
か
ら
対
象
と
さ
れ
、
郡
山
市
及
び

岐
阜
市
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
郡
山
駅
西
口
駐
車
場
と
岐
阜
市
駅

西
駐
車
場
の
二
つ
の
駐
車
場
に
つ
い
て
認
定
申
請
が
な
さ

れ
た
。
国
土
交
通
大
臣
の
同
意
を
経
て
、
平
成
一
五
年
一

一
月
二
八
日
に
認
定
が
行
わ
れ
た
。
特
区
計
画
書
に
よ
れ

ば
、
平
成
エ
ハ年
度
か
ら
随
時
特
別
料
金
の
設
定
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。
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こ
の
た
び
、
鯖
道
路
新
産
業
開
発
機
構
の
海
外
調
査
団

の
一
員
と
し
て
、
去
る

一
〇
月
二

一
日
か
ら
三

一
日
ま
で

の
一
一
日
間
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
の
道
路
に
関
連

し
た
調
査
を
行
う
機
会
を
得
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
と

旅
行
中
に
感
じ
た
個
人
的
な
感
想
も
含
め
、
簡
単
に
報
告

い
た
し
ま
す
。

一
ベ
ル
リ
ン
=
ト
ー
ル
･
コ
レ
ク
ト
社
、
大

型
車
対
距
離
課
金
シ
ス
テ
ム
の
運
営
主
体

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
無
料
の
高
速
道
路
と
い
う
こ
と
で
有

名
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
五
年
に
証
紙
方
式
に
よ
る
大
型

車
課
金
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
方
式
は
過
渡
的

な
制
度
で
あ
っ
た
た
め
、
道
路
損
傷
コ
ス
ト
の
原
因
者
負

担
の
厳
密
化
、
走
行
距
離
に
よ
る
負
担
の
公
平
性
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
財
源
確
保
等
の
検
討
が
な
さ
れ
、
全
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム

(G
P
S
)
を
活
用
し
た
重
量
車
両
課

税
制
度
が
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
開
発
･
運
営
を
行
う
会
社
は
、
ド
イ

ツ
･
テ
レ
コ
ム
、
ダ
イ
ム
ス
ラ
ー

･
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
コ

フ
ィ
ル
ー
ト
に
よ
る
企
業
連
合
の
ト
ー
ル
･
コ
レ
ク
ト
社

で
あ
る
た
め
、
一
〇
月
二
二
日

(水
)
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ

ン
の
ホ
テ
ル
会
議
室
に
お
い
て
、
ト
ー
ル

･
コ
レ
ク
ト
社

の
広
報
担
当
部
長
及
び
ダ
イ
ム
ス
ラ
ー
･
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー

社
の
担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
市
場
開
拓
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
合
計

三
名
か
ら
説
明
を
伺
っ
た
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

写真 1

こ
の
G
P
S
を
活
用
し
た
重
量
車
両
課
税
制
度
と
は
、

ド
イ
ツ
国
内
の
高
速
道
路
上
に
衛
星
を
使
っ
た
料
金
遠
隔

徴
収
シ
ス
テ
ム
網
を
整
備
し
、
車
軸
数
、
有
害
物
資
の
排

出
量
な
ど
に
よ
っ
て
一
二
t
以
上
の
重
量
車
両
は
走
行
距

離
に
応
じ
て
課
税

(平
均
○
･
一
二
四
ユ
ー
ロ
/
脳
)
さ

れ
る
制
度
で
あ
る
。
(ち
な
み
に
、
謀
金
額
を
日
本
に
置

き
換
え
て
算
定
す
る
と
、
東
京

･
名
古
屋
間

へ
約
三
〇
〇

師
〉
を
走
行
し
た
場
合
、
五
、
0
0
0
円
弱
程
度
の
負
担

と
な
る
計
算
に
な
る
。)

こ
れ
ら
の
車
両
は
、
ト
ー
ル
･
コ
レ
ク
ト
社
よ
り
無
料

で
配
布
さ
れ
る
車
載
器

(写
真
1
)
を
搭
載
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
設
置
費
用
は
有
料
で
あ
る
。

当
該
車
載
器
は
、
G
P
S
レ
シ
ー
バ
ー
と
車
搭
載
端
末

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
保
存
さ
れ
て
い
る
車
両
認
識



写真 2

デ
ー
タ
と
高
速
道
路
へ
の
出
入
り
デ
ー
タ
を
一
つ
に
し
、

自
動
的
に
料
金
を
算
出
し
徴
収
セ
ン
タ
ー
に
送
信
さ
れ
、

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
情
報
を
も
と
に
一
カ
月
分
の
課

金
請
求
を
行
う
。

ま
た
、
年
数
回
し
か
利
用
し
な
い
車
両
に
配
慮
す
る
た

め
に
手
動
方
式
も
併
用
さ
れ
て
お
り
、
事
前
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
、
ま
た
は
全
国
約
三
、
五
〇
〇
箇
所
に
設

置
さ
れ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
プ
レ
ー
ト
ナ
ン
バ
ー
、
車
両

国
籍
、
車
軸
数
、
排
出
性
能
、
走
行
予
定
ル
ー
ト
を
入

力
.登
録
(写
真
2
)
す
る
。
デ
ー
タ
は
徴
収
セ
ン
タ
ー
へ

送
ら
れ
、課
金
額
の
計
算
等
の
情
報
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
課
金
シ
ス
テ
ム
は
、
二
〇
年
前
か
ら
検
討
さ

れ
て
い
た
ト
ー
ル
シ
ス
テ
ム

(図
1
)
と
い
わ
れ
、
本
年

八
月
か
ら
実
施
に
移
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

違
反
車
両
対
策
は
、
道
路
上
に
三
〇
〇
箇
所
設
置
さ
れ

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ブ
リ
ッ
ジ
の
計
測
機
器

(写
真
3
)
三

〇
〇
台
の
取
締
り
用
車
両
に
よ
る
監
視
体
制
に
お
い
て
処

置
さ
れ
、
追
徴
金

･
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
課
金
収
入
の
半
分
以
上
は
、
交
通
イ
ン
フ

ラ

(道
路
、
鉄
道
、
水
路
)
の
改
善
の
用
途
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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図 1 トールシステム図

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
は
、
本
年
八
月
か

ら
と
決
め
ら
れ
て
い
た
が
、
導
入
直
前
に
技
術
的
な
問
題

が
浮
上
し
た
た
め
三

月
か
ら
と
延
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
で



あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
度
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
二

0
0
四
年
の
春
ま
で
再
延
期
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

①

運
用
開
始
に
は
、
五
〇
万
台
以
上
の
搭
載
台
数
が

必
要
で
あ
る
が
、
車
載
器
の
生
産
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
(現
在
、
約
二
二
万
台
が
搭
載
済
み
)。

②

現
在
、
毎
日
六
五
万
台
の
車
両
か
ら
通
行
登
録
を

受
付
け
て
い
る
が
、
申
し
込
み
の
処
理
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
o

③

運
用
実
験
で
シ
ス
テ
ム
上
の
問
題
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
0

･
車
載
器
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
問
題

･
三
つ
の
支
払
い
シ
ス
テ
ム
の
統
合
部
分
に
不
具
合

④

個
人
情
報
保
護
対
策
で
の
検
討
が
必
要
な
こ
と
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
個
人
的
な
感
想
と
し
て
、
完

成
運
用
の
暁
に
は
、
｢G
P
S
を
活
用
す
る
た
め
料
金
所

も
要
ら
ず
、
課
金
の
際
に
減
速
す
る
必
要
が
な
い
た
め
渋

滞
も
関
係
な
く
、
か
つ
公
平
、
公
正
な
料
金
徴
収
が
可
能

と
な
る
な
ど
、
今
後
と
も
世
界
中
で
注
目
を
集
め
る
シ
ス

テ
ム
｣
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ニ

ベ
ル
リ
ン
郊
外
=
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
【

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
局
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
管
理

主
一体

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州

(図
2
)
は
、
旧
東
ド
イ
ツ
に

位
置
し
て
お
り
他
の
連
邦
州
と
比
較
す
る
と
人
口
密
度
は

低
く
、
ウ
ッ
カ
ー
マ
ル
ク
な
ど
多
く
の
自
然
公
園
、
景
観

保
護
区
域
と
動
植
物
保
護
区
域
が
設
置
さ
れ
、
森
と
湖
の

州
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
路
線
計
画
及
び
路
線
決
定
は
、
連
邦

交
通
省
が
行
う
が
、
州
内
の
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
管
理
･
運

営
は
、
連
邦
の
委
託
に
よ
り
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
が
行

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

一
〇
月
二
三
日

(木
)
、
冷

え
込
む
ベ
ル
リ
ン
を
朝
八
時
に
出
発
。
予
想
さ
れ
た
都
市

内
道
路
の
渋
滞
も
な
く
、
予
定
時
間
よ
り
早
め
に
広
大
な

敷
地
の
中
に
建
つ
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
局
へ
到
着
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
目
的
は
、
道
路
景
観
に
配
慮
し
た
高
速
道

路
建
設
、
高
速
道
路
建
設
計
画
中
の
騒
音
予
防
策
及
び
手

段
に
つ
い
て
で
あ
る
。

説
明
は
、
環
境
計
画
課
長
、
道
路
景
観
･
騒
音
予
防
担

当
の
計
三
名
の
方
々
か
ら
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。

図 2 ブランデンブルグ州内のアウトバーン

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
内
の
一
般
道
路
か
ら
ア
ウ
ト
バ

ー
ン
に
至
る
ま
で
の
延
長
は
一
五
八
二
蹴
。
ま
た
、
関
連

施
設
は
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
一
二
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

一

〇
0
、
橋
梁
九
七
四
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
三
二
、
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
七
五
、
管
理
用
事
務
所
三
一、
情
報
セ
ン

タ
ー

一
で
あ
る
。

こ
の
施
設
概
要
と
組
織
体
制
の
説
明
に
引
き
続
き
、

｢ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
の
道
路
景
観
に
配
慮
し
た
高
速

道
路
建
設
｣
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
の
概
要
は
国
土

交
通
省
で
も
沿
道
環
境
の
改
善
と
地
球
環
境
の
保
全
の
観

点
か
ら
実
施
し
て
い
る
各
種
事
業
等
と
大
き
な
違
い
は
な

い
と
思
わ
れ
た
。



た
だ
、
日
本
の
制
度
に
な
い
も
の
と
し
て
は
、
一
九
九

な
手
段
と
、
防
音
窓
な
ど
の
防
音
対
策
を
施
す
パ
ッ
シ
ブ

七
年
に
代
償
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
都
市
計
画
の
中
に
取

り
込
ん
だ
建
設
法
典
改
正
が
な
さ
れ
、
代
償
ミ
テ
ィ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
を
開
発
地
と
異
な
る
場
所
で
実
施
す
る
こ
と
、
ま

た
開
発
前
に
実
施
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ド
イ
ツ
で
は

｢自
然
の
循

環
機
能
ま
た
は
景
観
を
著
し
く
損
な
う
恐
れ
の
あ
る
土
地

利
用
ま
た
は
形
状
の
改
変
、
地
下
水
の
流
れ
と
関
係
の
あ

る
地
層
の
改
変
｣
と
定
義
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

｢侵
害
｣

を
行
う
｢開
発
行
為
｣
が
実
施
ま
た
は
予
測
さ
れ
る
場
合
、

事
業
者
は

｢回
避
｣
、
｢相
殺
ま
た
は
代
替
｣
、
｢代
替
金
｣

の
措
置
を
と
る
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
｢相
殺
と
代

替
｣
が
代
償
ミ
テ
ィ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
。

ア
ウ
ト
バ
ー
ン
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
代
償
ミ
テ
ィ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
お
り
、
現
在
、
旧
ソ
連
軍
用
施
設
の

撤
去
費
用
と
し
て
、
一
寸
あ
た
り
七
~
八
ユ
ー
ロ
負
担
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
｢ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
州
の
高
速
道
路
建

設
計
画
中
の
騒
音
予
防
に
つ
い
て
の
考
案
｣
及
び

｢騒
音

予
防
の
手
段
｣
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
た
。

一
九
九
〇
年
以
降
は
、
交
通
騒
音
条
例
に
よ
り
影
響
限

界
値
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
騒
音
予
防
策
で
は
こ
れ
を
遵

守
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

騒
音
防
止
に
は
、
防
音
壁
や
防
音
築
堤
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
騒
音
の
発
生
を
抑
制
さ
せ
る
対
策
で
あ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
手
段
が
あ
り
、
住
居
所
有
者
自
ら
が
対
策
を
行
っ
た
場

合
も
そ
の
費
用
は
本
局
で
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
但
し
、
住
居
の
保
有
者
の
み
に
対
し
て
で
あ
り
、
借

家
人
の
場
合
は
補
償
さ
れ
な
い
。

な
お
、
防
音
壁
な
ど
の
騒
音
防
止
施
設
は
、
景
観
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
十
分
な

検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
に
は
、
六
日
間
滞
在
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

上
空
か
ら
見
た
ベ
ル
リ
ン
市
内
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
内

の
緑
化
風
景
は
言
う
に
及
ば
ず
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
バ
ス

で
ド
レ
ス
デ
ン
に
向
か
っ
て
走
行
し
た
時
、
な
だ
ら
か
な

丘
陵
に
広
が
る
牧
草
地
帯
な
ど
の
農
園
風
景
の
緑
が
目
に

焼
き
つ
い
て
い
る
。

ま
た
、
旧
東
ド
イ
ツ
領
に
あ
っ
た
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
、

東
ド
イ
ツ
経
済
の
関
係
で
十
分
な
維
持
管
理
が
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
凸
凹
の
路
面
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
が
あ
の
有
名

な
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
か
と
思
う
区
間
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

区
間
も
ド
イ
ツ
合
併
後
、
優
先
的
に
補
修
工
事
が
な
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
日
本
の
高
速
道
路
と
比
較
し
て
、
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
と
感
じ
た
も
の
は
、
①
道
路
に
照
明
施
設
が
な

い
こ
と

(非
常
時
に
滑
走
路
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
考

慮
し
、
飛
行
機
の
主
翼
が
照
明
柱
に
当
た
ら
な
い
よ
う
な

配
慮
?
)、
②
全
体
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
で
あ
る
こ

と

(耐
用
年
数
の
関
係
か
ら
か
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
非

写真4

常
に
少
な
い
)、
③
休
憩
所
の
ト
イ
レ
が
有
料
で
あ
る
こ

と

(
一
般
的
に
他
の
施
設
で
も
有
料
ト
イ
レ
が
多
か
っ

た
)
、
で
あ
っ
た
。

三

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
=
市
交
通
局
、
ラ
イ
ト

レ
ー
ル

(路
面
電
車
)
等
に
よ
る
都
市
交
通

政
策

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
は
、
欧
州
議
会
が
設
置
さ
れ
た
国

際
会
議
都
市
で
あ
り
、
人
口
面
で
は
中
規
模
な
二
五
万
都

市
で
は
あ
る
が
、
都
市
空
間
に
は
大
聖
堂

(写
真
4
)
や

川
辺
に
は
旧
い
街
並
み
が
整
然
と
保
存
さ
れ
る
な
ど
、
美

し
く
洗
練
さ
れ
た
街
で
あ
っ
た
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
は
、

一
九
九
八
年
か
ら
フ
ラ
ン
ス

全
土
で
実
施
さ
れ
た

｢自
動
車
な
し
の
日
｣
の
先
導
役
と

し
て
、
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

(路
面
電
車
)
や

｢
パ
ー
ク
&
ラ

イ
ド
｣
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
を
率
先
し
て
実
施
し
、
成



功
し
て
い
る
代
表
市
で
も
あ
る
。

今
日
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
の
成
功
に
至
る
ま
で
の
検
証

と
、
景
観
と
環
境
と
都
市
交
通
と
の
共
存
を
図
る
要
領
を

ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
た
め
、

一
〇
月
二
七
日

(月
)
、
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
市
交
通
局
を
訪
問
し
た
。
以
下
は
そ
の
概
要

で
あ
る
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
で
景
観
と
環
境
と
都
市
交
通
と
の

共
存
を
図
る
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
、
地
下
鉄
を
建
設

す
る
ほ
ど
の
交
通
需
要
が
な
い
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

｢ト
ラ
ム
｣
と
呼
ば
れ
て
い
る
新
し
い
都
市
交
通
シ
ス
テ

ム

(路
面
電
車
)
で
あ
っ
た
。

写真 5

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
は
、
A
線

(=

-
号
線
、
延
長
一

二
･
六
蹴
)
が
一
九
九
四
年
に
営
業
開
始
し
、
二
〇
〇
〇

年
九
月
に
B
、
C
線

(C
線
は
B
線
の
枝
線
=
延
長
一

四
.
二
如
)
が
開
業
し
て
い
る
。

今
後
の
整
備
計
画
と
し
て
は
、
利
用
圏
域
の
拡
大
を
図

る
た
め
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
管
理
延
長
を
五
三
･
七
蹴
と

既
存
線
か
ら
郊
外
へ
延
伸
す
る
整
備
計
画
で
あ
る

(図

3
)。
そ
の
財
源
と
し
て
は
、
企
業
従
業
員
給
料
の
数
%

を
地
方
法
人
税

(交
通
税
と
い
う
ら
し
い
)
と
し
て
徴
収

し
、
こ
れ
ら
を
建
設
費
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ト
ラ
ム
の
管
理
･
運
営
面
と
し
て
は
、
利
用
促
進
策
の

ひ
と
つ
と
し
て

｢結
節
点
｣
対
策
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
郊

　　図

外
駅
で
は
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
一
体
の
駅
を
形
成
す
る
よ

う
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
市
街
地
の
周
辺
や
郊
外
で
は
パ
ー

ク
&
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

(写
真
5
)
を
採
用
し
、
駅
に
近

接
し
て
大
規
模
駐
車
場

(
一
日
の
駐
車
料
金

“約
二
五
〇

円
程
度
)
を
併
設
し
て
お
り
、
そ
の
利
用
促
進
策
と
し
て
、

一
台
四
人
乗
車
の
車
で
乗
り
換
え
る
場
合
、
四
人
分
の
ト

ラ
ム
往
復
無
料
乗
車
券
を
配
布
す
る
な
ど
積
極
的
な
施
策

を
推
し
進
め
て
い
た
。
さ
ら
に
、
盗
難
防
止
用
の
柵
が
講

じ
ら
れ
た
駐
輪
場
も
併
せ
て
整
備
し
て
あ
っ
た
。
自
転
車

は
厳
重
に
保
管
し
て
お
か
な
い
と
簡
単
に
盗
ま
れ
る
ら
し

い
。現

在
、
運
営
費
用
に
対
す
る
収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
市

か
ら
の
補
助
を
支
出
額
の
約
四
0
%
程
度
受
け
な
が
ら
経

営
さ
れ
て
い
る

(経
営
主
体
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
)

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

実
際
、
説
明
終
了
後
、
市
庁
舎
前
か
ら
ト
ラ
ム
の
A
線

を　
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に
乗
車
し
、
A
線
と
B
線
が
交
差
す
る
市
中
心
部
の
オ
ム

ド
フ
ェ
ー
ル
駅
ま
で
行
き
、
乗
り
換
え
て
B
線
の
終
点
ま

で
乗
車
し
た
が
、
低
床
式
車
両

(写
真
6
)
の
た
め
、

｢歩
く
感
覚
｣
に
近
い
乗
り
心
地
で
あ
っ
た
。
一
般
的
に

欧
州
各
地
の
路
面
電
車
は
デ
ザ
イ
ン
的
に
優
れ
て
い
る

が
、
当
地
の
ト
ラ
ム
も
流
線
型
の
デ
ザ
イ
ン
で
フ
ラ
ン
ス

人
の
美
意
識
の
高
さ
を
感
じ
た
。

特
に
お
お
ら
か
さ
を
感
じ
た
の
は
、
駅
施
設
に
は
切
符

売
場
は
あ
る
も
の
の
、
改
札
口
と
い
う
も
の
が
な
い
た
め

乗
客
に
は
車
内
検
札
で
対
応
し
て
い
る
が
、
｢無
賃
乗
車

率
は
開
業
当
初
が
一
八
%
で
現
在
が
一
0
%
と
少
な
く
な

っ
た
｣
と
、
無
賃
乗
車
に
対
し
て
特
段
気
に
か
け
て
い
な

い
よ
う
な
説
明
振
り
に
国
の
違
い
を
感
じ
た
。

四

パ
リ
=
J
C
ド
ゥ
コ
ー
社
、
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
に
よ
る
都
市
景
観
事
業
者

日
本
の
原
色
で
表
示
さ
れ
た
派
手
な
屋
外
広
告
物
を
見

慣
れ
た
光
景
か
ら
離
れ
て
、
早
、
欧
州
滞
在
九
日
目
、
欧

州
の
街
並
み
の
美
し
さ
と
、
そ
れ
に
調
和
す
る
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
、
配
置
さ
れ
た
各
種
標
識
や
ベ
ン
チ
、
バ
ス
シ
ェ

ル
タ
ー

(写
真
7

･
8
)
な
ど
の
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ

ャ
ー
も
、
そ
の
美
観
に
一
役
買
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
近
づ
い
て
、
そ
の
広
告
物
の
下
を
よ
く
見
る
と

｢
-6
□
8
鱈
こ

の
表
示
が
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
が
都
市
部

に
お
い
て
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
展
開
し
て
い
る

J
C
ド
ゥ
コ
ー
社
の
路
上
広
告
物
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
で
、
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
を

｢独
立
採

算
制
｣
で
運
営
し
、
必
要
な
経
費
を
広
告
収
入
で
補
う
ま

で
の
過
程
等
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
た
め
、

一
〇

月
二
九
日

(水
)
の
冷
え
込
む
朝
、
パ
リ
市
郊
外
の
広
大

な
敷
地
に
建
つ
J
C
ド
ゥ
コ
ー
本
社
を
訪
ね
た
。

本
社
敷
地
内
の
入
り
口
近
く
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
の
サ
ン
プ
ル
展
示
場

(写
真
9
)
が
あ
り
、
足
元

か
ら
凍
え
る
中
、
一
つ
一
つ
と
丁
寧
な
説
明
を
し
て
頂
い

た
の
が
、
国
際
部
長
他
一
名
の
方
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
の
サ
ン
プ
ル
は
、
世
界
各
地
に
設
置
し
て
あ
る
バ
ス

シ
ェ
ル
タ
ー
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
自
動
公
衆
ト
イ
レ
、
情
報

パ
ネ
ル
等
で
あ
り
、
一
流
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
起
用

し
て
デ
ザ
イ
ン
、製
造
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

材
質
は
、
鋳
物
で
作
成
さ
れ
耐
用
年
数
は
二
〇
年
程
度
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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そ
の
後
、
工
場
視
察
を
行
い
、
最
後
に
J
C
ド
ゥ
コ
ー

社
が
行

っ
て
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
に
よ
る
都

市
景
観
事
業
に
つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
そ
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

J
C
ド
ゥ
コ
ー
社
は
、
約
四
〇
年
に
わ
た
り
欧
州
を
中

心
に
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ

チ
ャ
ー
に
よ
る
都
市
景
観
事
業
を
世
界
四
〇
ヵ
国
、
世
界

三
、
三
〇
〇
都
市

(人
口
一
万
人
以
上
)
に
六
一
六
、
0

0
0
面
の
広
告
を
行
っ
て
い
る
屋
外
広
告
業
者
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で

誕
生
し
た
P
F
I
の
一
手
法
で
あ
り
、
特
徴
と
し
て
は
、

本
来
自
治
体
や
バ
ス
事
業
者
等
が
整
備
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
を
民
間
企

業
が
製
造
、
設
置
の
ほ
か
に
補
修
、
交
換
、
清
掃
の
維
持

管
理
業
務
ま
で
を
含
め
て
、
長
期
に
わ
た
り
無
償
で
行
う

こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
そ
の
代
償
と
し
て
広
告
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
を
受
け
、
広
告
収
入
に
よ
り
運
営
す
る
完
全
独
立

採
算
型
事
業
で
あ
る
な
ど
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
に
よ
り
説

明
を
受
け
た
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
や
各
種
施
設
は
欧
州
滞
在
九
日
目
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、目
新
た
ら
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、

各
都
市
の
景
観
に
調
和
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
創
造
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
欧
州
の
都
市
景
観
保
護
行
政
の
中
で
非
常

に
厳
し
い
要
求
も
あ
り
、
償
還
計
画
等
に
基
づ
く
採
算
性

や
発
注
主
と
の
契
約
関
係
、
ラ
イ
バ
ル
会
社
と
の
競
争
等

も
含
め
て
、そ
れ
ら
に
応
え
て
い
く
苦
労
が
垣
間
見
え
た
。
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な
お
、
日
本
に
お
い
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
議

論
や
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
こ
れ
ら
に
配
慮
し
た
道
路

環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
等
に
よ

る
利
用
が
多
く
想
定
さ
れ
る
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス

に
関
し
て
も
更
な
る
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
本
年
一
月
末
か
ら
、
バ
ス
を
利
用
す

る
一
般
市
民
の
待
合
い
時
に
お
け
る
快
適
性
の
向
上
に
資

す
る
も
の
と
す
る
た
め
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、
バ
ス
停

留
所
に
設
置
さ
れ
る
上
屋
に
風
雨
等
を
遮
る
壁
面
設
置
を

認
め
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
上
屋
の
新
規
整
備
を
促
進
す

る
た
め
、
一
定
の
要
件
の
も
と
で
上
屋
に
対
す
る
広
告
板

の
添
加

(及
び
広
告
物
の
表
示
)
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
た

増
　
　

　　
　

　
　　
/

新ん陽
　　　
　

き努
で

0頭

と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
動
き
を
踏
ま
え
、
J
C
ド
ゥ
コ
ー
社
と
三

菱
商
事

(株
)
が
合
弁
で
設
立
し
た
M
C
ド
ゥ
コ
ー
社
が
、

岡
山
市
の
地
元
バ
ス
会
社
等
と
の
間
で

｢広
告
パ
ネ
ル
付

き
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
｣
を
無
償
で
製
造
、
設
置
し
、
維
持

管
理
も
行
う
契
約
を
締
結
し
、
本
年
三
月
末
に
バ
ス
シ
ェ

ル
タ
ー
二
箇
所
を
岡
山
市
内
に
設
置

(写
真
屯
)
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
設
置
に
あ
た
っ
て
の
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
三
年
三
月
号

｢バ
ス

停
留
所
に
設
置
さ
れ
る
上
屋
に
対
す
る
広
告
物
の
添
加
に

係
る
道
路
占
用
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
に
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
再
読
さ
れ
る
と
幸
い

で
あ
る
。
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三

車
両
積
載
物
の
落
下
に
伴
う
道
路
事
故
と

道
路
管
理
の
責
任

1

道
路
上
の
落
下
物
･
放
置
物
(障
害
物
)と
道
路
安
全

保
持
措
置
の
可
能
性
の
有
無

こ
の
と
こ
ろ
で
扱
っ
た
落
下
物

･
放
置
物
に
関
す
る
裁

判
例
の
ほ
と
ん
ど
は
、
道
路
管
理
者
の
道
路
管
理
責
任
に

つ
き
、
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
な
い
旨
判
示
す
る
判
決
が
多

か
っ
た
。
さ
ら
に
、
落
下
物
等
に
関
す
る
道
路
管
理
者
へ

の
苦
情
に
つ
い
て
も
、
追
加
判
例
及
び
追
加
事
例
が
明
示

す
る
如
く
、
道
路
管
理
者
の
責
任
の
有
無
に
つ
い
て
、
無

責
で
あ
っ
た
り
、
訴
訟
を
相
手
側
が
取
り
下
げ
た
り
、
さ

2

ら
に
、
道
路
管
理
者
へ
の
事
故
当
事
者
か
ら
の
苦
情
も
、

表

行
政
庁
側
か
ら
の
過
去
の
裁
判
例
や
実
例
を
相
手
側
に
詳

し
く
説
明
す
る
中
で
、
あ
き
ら
め
て
争
訟
に
至
ら
な
い
ケ

ー
ス
を
多
く
み
た
。
そ
こ
で
、
以
下
の
論
述
の
資
料
と
し

て
、
前
途
の
諸
判
例
を
落
下
物
及
び
障
害
物
と
事
故
発
生

ま
で
の
時
間
、
さ
ら
に
各
道
路
管
理
者
の
行
っ
て
い
る
道

路
の
巡
回
状
況
毎
に
表
2
･
3
に
整
理
し
て
み
る
。

繃 事件名 落下等と事故 道路の巡回状況

絲鰍

爵

謎

撫

驚 粉

榊
り&

緘鱒
]

樽

蝋

諒
件

[

第
亭

議粉 核
鯛
撚
縄
0

蹴略靴繃贓
⑳搬

りの

名古屋市道スリップ事故賠留
金請求事件 [無責]

粉

…蒸篭

京都国道178号土砂堆積事件
[無醤] … …

くU

岡山国道2号路上故置物衝突

事件 [餓貴]
粉藝粉

後 …
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需 事件名(略記) 放置等と事故 道路の巡回状況
RU 倒木衝突事件 時間的不可抗力

…ワi

考別とブロック接触事件 竣粉

轡
RU 赤色標柱転倒事件 勤村醐時

…nけ 放置故障車衝突事件 鏑 働朴の鱒･し即 タバコ吸いがら火災事件

… ….･･･▲

“

セメントレンガ転倒事件 粉酸時

鬘鮴
捉 原村自転車枕木激突事件 贓 …

※
道
路
管
理
者
の
責
任
の
有
無
に
つ
い
て

盤
豊
貝
の
判
例
番
号
]
6
･
7
･
8
･
m
･
n
、
[有
責
の

判
例
番
号
]
9
･
12

前
記
表
に
整
理
し
た
よ
う
に
、
判
例
1
~
物
の
道
路
事

故
に
お
い
て
道
路
管
理
瑕
疵
の
有
無
は
、
概
ね
二
つ
の
瑕

裁

疵
判
断
基
準
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
の

嘩面積繊物の酒下に伴う
逍蹄管理者の颪准について(その3)

鹿児島大学教授 土居 正典



一
つ
は
、
道
路
巡
回

(パ
ト
ロ
ー
ル
)
の
状
況
と
車
両
積

載
物
の
落
下
及
び
路
上
放
置
物
か
ら
事
故
発
生
ま
で
の
時

間
と
い
う
判
断
基
準

(仮
に
A
基
準
)
で
あ
り
、
も
う
一

つ
は
道
路
管
理
者
が
落
下
物
及
び
障
害
物
等
に
対
し
て
道

路
安
全
保
持
措
置
の
可
能
性
が
あ
っ
た
か
否
か
と
い
う
基

準

(仮
に
B
基
準
)
で
あ
る
。
後
者
の
基
準

(B
基
準
)

は
危
険
回
避
の
時
間
的
余
裕
と
い
う
側
面
も
勿
論
含
ま
れ

る
余
地
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
判
例
賜
の
事
故
の
よ
う

に
、
道
路
管
理
者
が
道
路
事
故
発
生
の
予
防
措
置
を
行
っ

た
か
、
あ
る
い
は
、
道
路
安
全
保
持
措
置
を
と
る
こ
と
が

で
き
た
の
に
、
そ
れ
を
怠
っ
た
の
か
と
い
う
か
か
る
視
点

か
ら
捉
え
て
い
く
瑕
疵
判
定
の
基
準
と
い
え
よ
う
。
A
基

準
に
よ
っ
て
、
道
路
管
理
者
に
道
路
管
理
の
瑕
疵
が
な
い

旨
判
断
し
た
判
例
は
、
1

･
2

･
3

･
5

･
6

･
7

･

8
･
n
の
各
判
例
で
あ
る
。
反
対
に
、
A
基
準
に
よ
っ
て

道
路
管
理
者
に
道
路
の
管
理
瑕
疵
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た

判
例
は
、
9
及
び
10
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
。
他
方
、
B

基
準
に
よ
っ
て
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
が
肯
定
さ
れ
た

判
例
が
物
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
以
上
の
判
例
分
類
に
従
っ
て
、
道
路

上
の
落
下
物
･
放
置
物

(障
害
物
)
と
道
路
安
全
保
持
措

置
の
可
能
性
の
有
無
と
い
う
視
点
か
ら
、
A
基
準
よ
り
ア

プ
ロ
ー
チ
し
て
み
る
。

A
基
準
の
判
例
の
ほ
と
ん
ど
は
道
路
管
理
者
の
管
理
責

任
を
否
定
し
た
判
例
で
あ
る
。
従
っ
て
、
車
両
積
載
物
の

落
下
に
伴
う
道
路
事
故
に
つ
い
て
は
、
判
例
1
~
5
ま
で

全
て
が
道
路
管
理
責
任
を
否
定
し
て
い

る
。
判
例
4
に
つ
い
て
は
車
両
積
載
物
の

落
下
に
伴
う
路
上
障
害
物
と
そ
れ
を
回
避

す
る
自
動
車
運
転
手
の
運
転
ミ
ス
(過
失
)

に
問
題
が
あ
り
と
さ
れ
た
事
例
で
、
道
路

管
理
の
瑕
疵
が
否
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
最
近
の
道
路
事
故
の
瑕
疵
類
型
別
事

故
統
計
を
み
て
も
、
訴
訟
例
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
示
談
の
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

最
近
の
訴
訟
例
に
つ
い
て
も
、
原
告
側
が

訴
訟
を
取
り
下
げ
た
り

(追
加
判
例
2
)

提
訴
を
諦
め
た
と
い
う
事
例
も
窺
知
し
え

た

(追
加
事
例
1
)。
落
下
ケ
ー
ス
の
追

加
判
例
1
に
つ
い
て
も
原
告
の
請
求
を
退

け
、
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
を
否
定
し

て
い
る
。
か
か
る
判
例
の
傾
向
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
後
掲
資
料
の
事
故
統
計
で

も
路
上
障
害
の
訴
訟
件
数
が
非
常
に
少
な

い
。
参
考
ま
で
に
建
設
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課
収
集
の
統
計
資
料

(資
料
1
~

貿

3
)
を
掲
げ
て
お
く
。

参資料 1 事故態様7参照
3、態様別管理瑕疵事故統計〔5箇年 (昭和63年~平成4年)計〕 (全国計内訳) (単位 :千円)

頌 事故態様
メ斗打晝+ L硼 ′烟 ノ会社 ムス地 公共L 体

件 数 W 音償笠トラ 件 数 団湘償金 件 数 鮮
齪償金 件 数 も雌償金 件 数 〉云 箸償金

雌諦 件 鮒 ′&…機 順位 件数 "醇…
位 金頼 願位 舘 願位 金額 頼位 件数 順位 金額 順位 件数 順位 金質

、、 サア ほ -ー 幻 OJ イ鯆 RU 2‘ nU 3.9れ - 12 22,20QV 4 4822 1 幼78 ･14 4【逍hB
′‘′‘ -“ ‘巧

』 'n乙 蜷 鰓 00 ‘‐ .･1･ 2.21 86･4 ~! リー (( 7 ･“91 拗 ･沼
′、′、 ヨ｣ 不 メ 腿 ゑ“ 4㈱ QU 2r ･･ 9-68 r▲リ 2,884驫 3 1.72ee 2 齋齢 QJ 4' 'MĤ
‘‘

｣-′ラ リ ツ フワ - 12 '剥 ‘‘ 7.85
･ 〔U ゑ叶 rhv 3288 9 0O都 12 麓残〕路 廟 -T■■‐ リー 11“ ワ･‘ 【 7,78 nU ブー 7 00 8 16邸 り･! l 解う‘

、 路 崩 範 )̂○ ‘ ･ 17'u 弼Q ワ‘ リー rし飢 れ,43
'朗

鮨〔MV 0祓 8 纖 nU 1L ･11 リム 凝総 脇57 ?“ ‘△▼ “に
上障害 俎 0O “即 AV 5,091 ““ 67rb 41 AV 滋於

'3990 nG 慾り′事 不 nU Qy 91.39 R) 〔□ 8,4日･ll ･ 銘AU “‘ "′ r.し m AU引 QJ 斜フー′、.′、. 全鮠設不 “"▼ 2 485,85 2 3 リノム 79,391"■■‐ 搦Û ワ･ ワー Û "hし 競" 4彗 Qu 夘○･1▲｢r 11l-り“ AV 14仏17 乾 t･‘'-‘ 9“
- - nY ワー 1‘‘‐↑‘‘‘“ =̂〕0 12 IL19 GU ““RU拝 衛 【]、 -''･l･QU 13 12 珪?“ =̂〕 リー “ nY 蜷 n〉 路 nv･･ -↑ の 4･ 61 にU ?Q奪?7 イ性 2 41 l3,421 ワ! “AV リム 鱗 41 49% RU 総=̂〕合 計 鰡 残りqRA4 23 637.62 23 靴リリ 釣 練 即03 妙り

資料2 路上障害物 (落下物 障害物 ･放置物)
(D態様別管理瑕疵事故統計〔5箇年 (昭和63年~平成4年) 計〕 (地方公共団体内訳)

頌 事故態様
一′地 凧獺慨み、

福ぬヨ“寸胱代 狂孵
市 町村

件 数 メ±續、' 付 数 賢償金 件 数 鼈 件義努 鰐償金 f!r 数 騒を
順位 洋粉件 類位 金羅 順位 件数 願位 鏑 順位 件数 顆位 金額 順位 孕數 順位 額 順位 件教 順位 ↑･頁片片 【ま こ -]'▲ 2,7 3; l 膚“ R 2 661 こり れ rb l 潔“ 5l.97"! .-1 nv 1 芻滋 11 6 2 賊

ご･ 若 ワ‘ 2 lo ' 7t 8 41 QV ぬり" 6 到4 6 円Rnに, rb ▲小･ 5 41繊 RU :Jj 9 猷
1･ 不 全 n乙 LR }} 3 れ偽, QV 3 視 41 ね RV 2 漱蜷 ?9 Rq ワム n〉 2 10鮴 り& 5F'' l q

･ ノノ リ ツ ′̂ Qy 12 黛ミ 9 ･1I･ u り Q 11 1L= 7 QJ 41 u 蝋…
Q〉 が‘ l2 篏り

『 路 纖 00 1▲ 7 'が写 41 ヴー ゑ｢ P) RU ĥ̂h 倣 00 小･ 0O ハリ硼 AV t CD r亀邇frt 路 攝 u 、し = '
‐
‐QJ 10 約 ｢礼 )㈲脚 硼 n 11 71 3̂･鰄 = t 斡 亀

･“潴
、′、′ ′ 3 1.2 77 2 4‘‘ つ l 1.04 l 37R‘“辯 伽…

り! ゆけ RU QJ鰓 QU ′ 0O r解士障害究 AV 脚0 8 - 6 rb
･14 RU 鯰‐在1 qU ヴー 糊 AV 鱒 21蹴 ワー 誰 獺

事 不 10 ~鋭l 9 -
‐バ伐 12 ,9 り, 〔る .･褪、｣ ･劉 m QU QJ ◇&鑪 m にU 、′,逐P全施設不 rnu 3977 4 q 饅 6 13 nz 蒸洋̂一 メー AU ′L 酬 QJ 貯 RY 151聞 R〉 QU ''･悠一11 h-｢h-｢ 12 Bう 6 ““,ね 12 QJ 鰍? 12 11

… 盟 12 QJ鱗 12 41 ･覇柱 衛 13 〉, l3 Û 13 13 12 蜷 =〕 13 nv 13 燧
■■l- ′ の 4 49‐【 5 194,560 4 l9 6 57,23･5 にU ‘t 事 メ4 鯲 4惟 鱗 41 RU ワー 鰔.･f

合 計 纖ご 2,534,822 … 917,l4 銘、 ,飜 然 ,緘 趨 瑠
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(2 )道路管理者別管理瑕疵事故統計 (公団) (単位 :千円)

分類 事故態様 処理区分 63 元 2 3 . 4 ぞ手
f牛数 支払額 件数 支払額 件数 支払海 件麩 寺淀′、箱 件撹 支払額 件数 支払割 1件の平均筵

･"1- 穴 ぼ こ
訴 訟 語｢｣、 ･ 0 nu 0 )) =- l 0 『『 0 n
示 談 乙 85 148 l,156 ｢ 2,02- 7 15,843 "-l- 3,09 至26 22,20- 17
計 乙 85 "‐‐▲8 l,156 2,02- 7 15,843 1 3,09 126 22,20- 17

2 段 差
訴 訟 0 0 0 ′′ - I 0 ) 0 0 - n
示 談 0 0 0 1 4l 〕 0 453 2 86‘ 43
計 0 0 0 1 4l ) 0 453 2 86 43

3 蓋 不 全
訴 訟 0 0 0 0 0 =- " 0 0 0 =- -｣
示 談 0 0 0 3 88 ‘' 390 l,8l3 12 2,88‘ 24
計 0 0 0 q 68 ‘ 390 J L 813 12 2,88く 24

4 ス リ ッ プ
訴 訟 - 0 0 0 〕〕 =- = 0 ) 0 0 0 G
示 談 0 0 0 )〕 - - 0 0 0 0 =- ‘
計 0 0 0 0 0 O 0 0 0 - l

5 道 路 崩 壊

(通行車両の被害)

訴 訟 - 0 0 0 0 0 0 0 0 - I
示 談 0 0 0 0 - 〕) ) 0 0 - l
計 0 0 0 0 I )) ) 0 0 l

5、
道 路 崩 壊

(沿道家屋等の被害)

訴 訟 0 0 0 )) l 11 【 0 0 - -
示 談 0) 86 -- り｣ l,52 0 0 2 1,60- 80
計 86 ^̂ )) ← 九52 ◇ 0 2 L 60 80

6 落 石
訴 訟 =- 0 ーー l)) ･ ◇ 0 0 0 0
示 談 0 ひひ l)) 〕) 0 0 0 -)) ‘)
計 0 l)) )) 0 0 0 - -)

7
路 上 障 害 物 訴 訟 0 0 0 0 0 0 ‘ ゞ

示 談 368 3 208 1 3 0 0 87 9
計 - 368 3 208 1 3 0 0 87 9

8 工 事 不 全
訴 訟 l 0 0 )〕 ]] ( 0 l
示 談 0 0 〔 I)) ごご 9 636 63l 21
計 =- 0 55 1〕 ◇0 ℃ 636 63- 21

9 安全施設不備
訴 訟 =- C ･･ 〕〕 〕〕 0 1〕〕 0
示 談 C でで ]] 1 7,25 0 7,250 7.26
計 C " 0 1 7,25 0 0 1 72 6 7.25

10 脱 橋
訴 訟 4 C 0 ) 0 【 0 l、、 l)
示 談 0) 0 〔 ンン ･ 0 )
計 ‘)) 0 ･ [[ 〕〕 ◇3 e 0 =- -｢

11 親 柱 衝 突
訴 訟 )) 0 ･･ ◇◇ ◇◇ ) 0 (- =
示 談 l)) 0 CC 〕 0 ) 0 - -
計 -) 0 0 0 0 ) 0 0

12 そ の 他
訴 訟 = 0 0 0 1 2,00〕 1 2,25 ◆ 0 袋26- 2,l2
示 談 5,302 10 1,357 l 3,63 18 仏29 1 2,554 7 17,04f 22
計 -1l- 6:309 10 13 67 2 5,53 19 6.54 1 2.554 7 21 2Q 27

合 計
訴 訟 - 0 0 0 ] 2.0O 1 22 60 0 0 4,25- 2,乾
示 談 20 5,387 32 2.967 3F R QR 10 29.402 4 8,555 22 53,17 26
計 20 6.387 32 2,967 3 R RR 1α 31,652 4 8,665 23 57,42I 24

(3)落下物 6.3,7 首都高速道路公団

件 数 状況及び事例

落
下
物
に
よ
る
瑕
疵

3
年
度

8件

･モルタル片が落下して、高架下走行中車両のフロントガラスを損傷
･高架下駐車場に駐車中の車両に、高架の高速道路のコンクリート片が落下してフロントガラスを破損
･高速道路の橋脚橋梁側面に取り付けられていた高速配水管の端部が落下し、走行中の車両のフロントガラスを破損
･照明ボールから落下したガラスグローブを高速道路を走行中の車両の車体下に巻き込み、ミッションを損傷
･高架の高速道路のコンクリート片が落下して、高架下走行中の車両ボンネット、フロントガラス、車体屋根部分を損傷
･照明ポール添架看板がはずれ、高速道路上を走行中の自動二輪車運転手の足に接触

4
年
度

6件
･桁下フランジ部から塗膜片が落下し、高架下走行中の車両のフロントガラスを損傷
･鋼製伸縮継手が固定ボルトから外れて、高速道路上を走行中の車両の燃料タンクを損傷
･高架の高速道路のコンクリート片が落下して、高架下走行中の車両のフロントガラスを損傷

落
下
物
に
よ
る
苦
情

3
年
度

30 6件

･高架下走行中の車両に、工事現場にあったカバーが落下してフロントガラスを損傷
･高速道路本線を走行中の車両が長さlm位の細長い板を落として、高架下走行中の車両の屋根を損傷
･高速道路本線を走行中の車両が鉄板を落として、車両のボンネット、フロントガラス、車体屋根部分を損傷
･高速道路本線を走行中の車両が石を落として、高架下走行中の車両のフロントガラスを損傷

年
度

32 2件
･高速道路本線を走行中の車両が石を落として、高架下走行中の車両のフロントガラスを損傷
･高架下走行中の車両に、高架の高速道路本線を走行中の車両が、泥を落として車両を汚損
･高架下走行中の車両に、高架の高速道路本線を走行中の車両が、積載していた木箱を落としてフロントガラスを損傷
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前
掲
資
料
1
~
3
か
ら
も
窺
知
し
う
る
よ
う
に
、
事
故

態
様
別
中
、
落
下
物
を
含
め
た
路
上
障
害
物
に
起
因
し
た

道
路
事
故
に
関
す
る
訴
訟

･
示
談
例
は
最
近
稀
で
あ
る
。

平
成
三
･
四
の
デ
ー
タ
中
、
路
上
障
害
物
は
樹
木
の
張
り

出
し
や
そ
の
倒
壊
、
さ
ら
に
緑
石
等
の
ケ
ー
ス
で
、
落
下

物
に
起
因
し
た
道
路
事
故
例
は
な
い
。
公
団
に
お
け
る
車

両
積
載
物
の
落
下
に
伴
う
事
故
事
例
に
つ
い
て
も
同
様
の

傾
向
が
窺
え
、
首
都
高
速
道
路
公
団
の
ケ
ー
ス
で
は
、
苦

情
の
件
数
は
多
い
も
の
の
、
現
場
に
お
け
る
苦
情
処
理
と

し
て
対
応
し
、
示
談
の
場
合
で
も
行
政
庁
側
が
自
己
の
責

任
を
認
め
た
り
、
訴
訟
等
に
移
行
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
な

い
。
日
本
道
路
公
団
の
ケ
ー
ス
で
も
、
訴
訟
に
移
行
し
た

事
例
は
一
件
あ
る
の
み
で
、
そ
の
事
例
も
結
局
、
原
告
側

か
ら
の
取
り
下
げ
に
終
わ
っ
て
お
り
、
示
談
等
に
よ
っ
て

紛
争
を
解
決
し
た
ケ
ー
ス
も
な
い
、
と
い
う
高
速
道
路
の

道
路
管
理
者
等
、
現
場
か
ら
の
報
告
が
あ
る
。

さ
て
、
そ
こ
で
以
下
の
検
討
で
は
、
車
両
積
載
物
の
落

下
と
そ
の
排
除
措
置
の
可
能
性
の
有
無
、
そ
し
て
そ
の
結

果
、
道
路
管
理
者
に
道
路
管
理
の
瑕
疵
が
あ
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
に
限
定
し
、
前
掲
判
例
中
、
典
型
的
事
例
を
取

り
上
げ
簡
単
に
ま
と
め
て
い
く
。

御
車
両
積
載
物
の
落
下
と
そ
の
排
除
措
置
の
可
能
性

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
要
因
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
で
き
る
。
一
方
の
要
因
は
⑩
群
で
、
自
動
車
交
通
量
.

事
故
発
生
頻
度
･障
害
物
落
下
等
の
頻
度
･
巡
回
度
数
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
方
の
要
因
は
③
群
で
、
事
故
原
因
と

(単位 :千円)
資料3 路上障害物 (分類 7 ) 参照
2、道路管理者別管理瑕疵事故統計 (全国計)

纐 事故態様 ′、 63 元 2 3 4 ++
ノゾ 件 #Iム 件 数 古払 件 数 gIム翁 件 支払 件 数 支払 件 屯テモム疑 1件の平均

穴 ぼ こ
訴 訟 - 26,50第 、、 0 27,れ?‘ ‘ 18/‘ I1 71'I7I7 6.“示 談 ･‘ 49 Aql氣 6 -- 604‘‘ 63 11O RRさベー 93字字 64 81‘‘ 2･9紅紅 397･計 68.13137 6 ･･ 6044 53 11Q RR 猟{

に 65 鰓…“戴?“ 段 差
訴 訟 L1o賊 遼{バ{

･ {… …、 乙乙 2, l,で}
示 談 5I5I 99 R9焚 6tt lo.422 5'" 13.61 日B 9 9芝9芝 7 24/‘ 23434 Rl-‐ ,ヴ計 66 9R O?欠 61j n q?? 5′ 1公A- 66 9 9:9" 7 24 29f9f 00 ･

aス̂〕 蓋 不 全
訴 訟 ,勲鱒 r"r

‘‘ Q) 44 7, ‘‘ "‘rf
′示 談 " 86,8004 3ノ 65,7で7で 40 104,86 - 87JE)E 39 86 1.RRFRF 431, 231
計 ･"‘ 9L4337 34 65.7:f･7:f･ 40‘ 104 RA I 87.SE･SE･ 39-- 89 ;; 1･87ク7ク 4Qq q･‘ 23笋

ん" ス リ ッ プ
訴 訟 ll =̂〉 ぐぐ ={- ◆ぐ - l 、、 -- ^…““…
示 談 ll 3,5337 り) 4･0五6‘ 1･･ L?R-- 11 3,42〔42〔 l'･ 1し 23341M 1 n6
計 Il 3.5337 潭L)モ 4,066 1 l,26: 11 3鼻･I･ l n' 23,ll 晝

にU
道 路 崩 壊

(通行車両の被害)

訴 訟 ･
=̂〉 ｢、

,｢、 “- 6テー‘卵 ' 6.･' 6,!-“示 談

鰔
欣 てと l9･755 3 34コキ でで 9R }‘}‘ 2 総 l枷枷 l27, 【･計 にに 28,2556

･に【 l9,766 3 34,7l‘ ′~と 36/7 2 15, reQ3 l34,、に、に Uう

･5 道 路 崩 壊

(沿道家屋等の被害)

酊斥詑公 ･･ ･ nU OL 'O l76 ' }} { ･ し…“
し溌 r戊

示 談 4,96琉 1 8.5′･′' 6,or 30.;r
r 29. メ‘" 78.‘- "‘- " -F '

計 4,95鋳 l 核6′ 6,19' Rnl･1 29. 埖‘! 78, l,fed

□̂ 落 石
訴 訟 28,00鱒 ““ - ‘(--

. ･1 t
1
t l ,L

‘
し

‘ '28, 0 28,00O示 談 OAOR鱈 2↑ 64.8‘芻鰔
字

“隣 鰡淋◎蝋
計 124.95範 2ftt 64,8‘“燃

ゼ

潴垢 鰍淋●溌7‘ 路 上 障 害 物
訴 訟 ｣ =̂〉 11 1(-蟹 纖 .｣.｣ LM魚篠
示 談 7-7‐ 10,28“ 7EE 15-777 98

即8 ,湾鰡 ,旗M鰓“纖洲計 字字 lnりR増 7EE lK RR

柵 ,獺 8 ‘餓鱒
、潴、鮖 ･働 が、RV 工 事 不 全

訴 hh nU トト 峨伊 & 鰓猟騨葱示 談 -, 4,29鍋 1･, 43,4-l川 期 い緘は 蝋機概鵡計 ‘‘ 4.29難 1 43,4-･門 臘 刎婉“"飢嫌QY 安全施設不備
訴 訟 猟…雙 ′′ IQ R ′鰔 併【 黛級臘 解示 談 EE, 29,04

瀬 訥" 78,9‘-飢㈱嚥 ,協搖 翻鰄 ,鰄滓
計 にしE 7? nd欲 8]] 98.4‘狭鱒

1 2

獅那蹄飜 納 槌
約 脱 橋

訴 訟
･ n〉 〕〕 -ぽれ

rt ･に、J
, r篭r篭

.･･.-,示 談 -‐3 3,08那 '′〕 1.円 -な“ 縱匂Y 虻で 雑鱗
計 66 3p8鰓 、一) l透 ‘ ,“ …鮭V ゞ】

瀞ぐ ,嵐薹n 観 柱 衝 突
訴 訟 00 Û ■｣

,■｣ 七
,

J し “a "
' -J“

- '
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な
っ
た
障
害
物
除
去
の
時
間
的
余
裕

(可
能
性
)
で
、
こ

の
両
要
素
の
比
較
衡
量
の
中
か
ら
道
路
管
理
者
の
責
任
の

有
無
が
判
定
さ
れ
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
前
掲
諸
判
例
も

か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
道
路
管
理
者
の
瑕
疵
の
存
否
を

判
定
し
て
い
る
。
以
下
そ
の
典
型
例
を
挙
げ
検
討
す
る
。

《典
型
例
…判
例
1

(タ
イ
ヤ
の
落
下
)》

④
群
↓
一
時
間
当
た
り
約
五
0
0
台
程
度

(事
故
発
生
当

時
)、
落
下
物
は
週
に
二
･
三
件
で
、
落
下
物
が
交
通

事
故
の
原
因
と
な
っ
た
よ
う
な
事
例
は
極
め
て
僅
少
で

あ
っ
た
。
道
路
巡
回

(第
一
種
巡
回
･
第
二
種
巡
回
･

特
別
巡
回
)
に
つ
い
て
は
、
第
一
種
巡
回
が
昼
間
の
午

前

･
午
後
各
一
国
で
あ
り
、
一
日
の
清
掃
実
施
回
数
に

つ
い
て
は
、
日
本
道
路
公
団
二
回
･
J
A
F

(社
団
法

人
日
本
自
動
車
連
盟
)
三
国
･
日
本
ロ
ー
ド
･
メ
ン
テ

ナ
ン
ス

(維
持
作
業
請
負
契
約
締
結
社
)
二
回
-
但
し

一
回
は
一
週
間
に
一
度
の
散
水
車
に
よ
る
作
業
。
事
故

当
日
は
定
期
巡
回
を
含
め
て
被
告
公
団
四
回
･
J
A
F

四
回
の
巡
回
。

⑲
群
↓
本
件
落
下
物
の
落
下
後
、
二
○
分
の
間
に
本
件
事

故
発
生
。

※
瑕
疵
の
有
無

(A
と
B
の
総
合
比
較
よ
り
)
↓
艦
坐
貝
=

本
件
事
故
は
道
路
巡
回
後
の
約
二
〇
分
の
間
に
発
生
し

て
お
り
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
本
件
障
害
物
の
排
除

は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

《典
型
例
…判
例
2

(蒲
団
様
の
落
下
)》

@
群
↓
事
故
当
時
の
交
通
量
は
上
り
線
で
毎
分
約
一
○

台
、
道
路
巡
回
は
委
託
を
含
め
一
日
六
回
行
わ
れ
て
い

る
ほ
か
、
清
掃
等
を
含
め
る
と
午
後
九
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
は
三
〇
分
な
い
し
一
時
間
の
間
隔
で
、
午
後
六

時
か
ら
翌
日
午
前
九
時
ま
で
三
~
四
時
間
の
間
隔
で
道

路
状
況
の
監
視
が
行
わ
れ
て
い
る
。
臨
時
の
巡
回
も
あ

り
。
こ
れ
ら
の
措
置
に
よ
り
本
件
事
故
時
ま
で
本
件
道

路
に
お
い
て
路
上
落
下
物
に
よ
る
人
身
事
故
は
皆
無
で

あ
っ
た
。

◎
群
↓
本
件
落
下
物
の
落
下
後
、
三
0
分
以
内
で
の
死
亡

事
故
。

※
瑕
疵
の
有
無
↓
霊
坐
貝
=
落
下
物
が
放
置
さ
れ
て
い
た
点

に
お
い
て
、
本
件
道
路
の
安
全
性
に
欠
除
が
あ
っ
た
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
被
告
の
本
件
道
路
の
管
理
体

制
に
は
、
そ
の
通
行
の
安
全
性
の
確
保
に
お
い
て
欠
け

る
と
こ
ろ
は
な
く
、
本
件
落
下
物
の
前
示
推
定
時
刻
か

ら
み
て
、
右
落
下
は
本
件
事
故
発
生
直
前
に
他
車
に
よ

り
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
被
告
が
遅
滞
な
く
こ
れ

を
除
却
し
道
路
を
安
全
良
好
な
状
態
に
復
す
る
こ
と
は

お
よ
そ
時
間
的
に
不
可
能
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
は
、
被
告
の
道
路
管
理

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
二
つ
の
典
型
例
が
示
す
瑕
疵
判
定
の
基
準
は
、
交

通
量
の
多
い
道
路
上
の
落
下
物
に
起
因
し
た
交
通
事
故

で
、
落
下
物
の
頻
度
も
多
い
と
は
言
え
ず
、
道
路
巡
回
の

状
況
も
問
題
が
な
い
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
道
路
管
理
の

責
任
が
否
定
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
落
下
時

点
か
ら
事
故
発
生
時
点
ま
で
の
間
が
二
時
間
以
内
で
、
落

下
物
や
路
上
放
置
物
を
排
除
す
る
時
間
的
余
裕
(可
能
性
)

が
な
い
と
い
う
点
に
集
約
で
き
る
。
か
か
る
裁
判
例
は
そ

の
ほ
か
に
も
、
5
･
6
･
7
･
8
が
そ
の
典
型
事
例
で
あ

る
。
特
に
、
時
間
的
不
可
抗
力
と
称
し
て
、
道
路
管
理
者

の
管
理
責
任
を
否
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
判
例

6
,
8
が
と
り
わ
け
そ
の
典
型
ケ
ー
ス
と
し
て
有
名
で
あ

る

(8
に
つ
い
て
時
間
的
不
可
抗
力
の
判
例
で
あ
る
と
し

て
特
に
指
摘
す
る
の
が
、
吉
崎
慶
長
判
事
で
あ
る
…
同

･

国
家
賠
償
法
の
理
論

一
七
五
頁
~
一
七
六
頁

[有
斐
閣

昭
和
五
五
年
])。

反
対
に
、
路
上
放
置
物
と
事
故
発
生
時
点
と
の
間
が
長

時
間

(八
七
時
間
)
で
あ
る
と
し
て
、
道
路
の
安
全
保
持

措
置
を
講
じ
る
時
間
的
余
裕

(可
能
性
)
が
あ
る
旨
判
示

し
た
の
が
9
の
判
例
で
あ
る
。
同
事
例
は
道
路
巡
回
に
つ

い
て
十
分
な
巡
回
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
点
と
、
事
故
発

生
を
回
避
す
る
時
間
的
可
能
性
が
道
路
管
理
の
瑕
疵
を
認

め
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

②

道
路
安
全
保
持
措
置
と
道
路
管
理
の
瑕
疵

前
記
①
の
と
こ
ろ
で
は
、
A
基
準
に
よ
る
道
路
管
理
の

瑕
疵
判
定
の
現
状
に
つ
い
て
眺
め
て
き
た
。
そ
の
際
、
道

路
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
は
二
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
⑩
群

と
◎
群
の
二
つ
の
要
素
よ
り
瑕
疵
の
有
無
を
判
定
し
て
い

る
こ
と
が
諸
判
例
よ
り
窺
知
し
え
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、



道
路
事
故
の
事
故
態
様
中
、
落
下
物
を
含
め
た
路
上
障
害

物
に
つ
い
て
は
、
訴
訟
･
示
談
の
過
去
の
デ
ー
タ
及
び
前

記
諸
判
例
よ
り
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
が
否
定
的
に
捉

え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
反
対
に
、
A
基
準
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
が
肯

定
さ
れ
る
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
若
干
言
及
し
て
み
る
。

A
基
準
に
従
っ
て
道
路
管
理
者
が
有
責
と
な
っ
た
判
例

番
号
は
、
9
と
=
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
o
B
基
準
の
有

貴
判
例
は
物
の
み
で
あ
る
。判
例
数
事
自
体
も
少
な
い
し
、

道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
を
肯
定
し
た
判
例
も
少
な
い

が
、
こ
れ
ら
の
判
例
理
論
よ
り
い
か
な
る
道
路
安
全
保
持

措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
道
路
管
理
責
任
が
問
わ
れ
る
か
と

い
う
視
点
か
ら
、
以
下
、
簡
単
に
ま
と
め
る
。

9
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
路
巡
回
の
不

十
分
性
と
路
上
放
置
か
ら
事
故
発
生
ま
で
の
時
間
が
長
時

間
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
9
の
事
例
で
は

@
群
と
③
群
の
両
要
素
と
も
欠
け
て
い
た
こ
と
よ
り
、
裁

判
所
で
は
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
判
定
し
た
こ
と
に

な
る
。
従
っ
て
、
本
件
で
は
十
分
な
道
路
安
全
保
持
措
置

を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
認
定
結
果

(有
責
)
に
帰

着
す
る
。
他
方
、
u
の
第
一
審
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

n
は
A
基
準
中
、
@
群
に
つ
い
て
は
道
路
巡
回
の
仕
方

か
ら
、
⑲
群
に
つ
い
て
は
時
間
的
不
可
抗
力
の
否
定
か
ら

道
路
管
理
者
の
道
路
管
理
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の

点
を
も
う
少
し
詳
述
す
れ
ば
、
道
路
責
任
肯
定
の
根
拠
と

し
て
、
本
件
事
故
原
因
と
な
っ
た
落
下
物
セ
メ
ン
ト
レ
ン

ガ
の
存
在
に
対
す
る
裁
判
所
の
事
実
認
定
が
特
に
挙
げ
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
判
旨
は
事
故
原
因
を
、
道
路
管
理
者
が

本
件
セ
メ
ン
ト
レ
ン
ガ
を
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
に
お
い
て
見

落
と
し
た
結
果
で
あ
る
と
認
定
し
た
こ
と
と
、
道
路
巡
回

に
つ
い
て
も
こ
れ
を
毎
日
巡
回
の
正
式
の
も
の
で
な
く
、

他
の
用
務
を
兼
ね
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
巡
回
の

仕
方
も
車
に
よ
る
時
速
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
よ
っ
て
行

っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
挙
大
の

セ
メ
ン
ト
レ
ン
ガ
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
結

論
づ
け
て
い
る
。
従
っ
て
、
被
告
側
の
落
下
物
で
あ
る
路

上
放
置
物
を
除
去
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
と
す
る
抗
弁

(時
間
的
不
可
抗
力
)
を
斥
け
る
結
果
に
至
っ
て
い
る
。

反
対
に
、
第
二
審
は
、
道
路
管
理
者
に
は
道
路
管
理
に
瑕

疵
が
な
い
と
い
う
判
断
を
示
し
て
い
る
。
第
一
審
の
考
え

に
従
え
ば
、
道
路
巡
回
の
仕
方
は
道
路
管
理
者
に
と
っ
て

極
め
て
過
重
な
負
担
を
強
い
る
と
も
言
え
る
も
の
で
あ

る
。
通
常
の
巡
回
シ
ス
テ
ム
は
恐
ら
く
道
路
巡
回
車
に
よ

る
車
両
の
流
れ
に
の
っ
て
の
パ
ト
ロ
ー
ル
か
と
思
わ
れ

る
。
歩
行
に
よ
る
道
路
巡
回
を
毎
日
、
或
い
は
週
一
回
行

え
と
い
う
要
請
は
ま
ず
無
理
で
あ
ろ
う
。
仮
に
、
毎
日
巡

回
を
低
速
度
に
て
実
施
す
る
と
す
れ
ば
、
道
路
清
掃
に
よ

る
渋
滞
に
伴
う
道
路
事
故
に
対
し
て
の
損
害
賠
償
請
求
事

件

(道
路
管
理
者
が
道
路
清
掃
作
業
に
つ
き
、
自
動
車
の

流
入
規
制
等
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
事
故
原
因
だ
と
す

る
も
の
=
渋
滞
玉
突
き
衝
突
事
故
死
の
ケ
ー
ス
…東
京
地

判
平
成
1

･
10

･
斜

判
時
一
三
三
七

一
六
三

[棄
却
･

確
定
])
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
道
路
本
来
の
通
行
の

用
に
供
す
る
と
い
う
主
目
的
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
件
は
自
転
車
利
用
者
に
よ
る

事
故
と
い
う
特
殊
性
も
あ
る
。
自
動
車
通
行
の
場
合
に
も

か
か
る
道
路
巡
回
の
仕
方
が
常
に
要
請
さ
れ
る
の
か
も
問

題
と
な
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
道
路
通
行
者

(車
)
の

安
全
保
持
に
最
大
限
配
慮
す
る
道
路
行
政
を
遂
行
し
て
行

く
の
で
あ
れ
ば
、
前
記
第
一
審
の
判
断
に
傾
聴
す
べ
き
点

が
多
々
あ
る
。
他
方
、
道
路
管
理
の
現
場
サ
イ
ド
か
ら
す

れ
ば
、
か
か
る
厳
し
い
道
路
巡
回
の
要
請
は
、
現
在
の
交

通
量
及
び
巡
回
の
限
界
と
い
っ
た
点
か
ら
履
行
不
能
と
い

っ
た
反
応
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
本
件
控
訴
審
は
後

者
の
方
に
立
っ
た
判
断
を
示
し
た
訳
で
あ
る
。

2

道
路
安
全
保
持
措
置
と
道
路
管
理
者
の
責
任

(お
わ
り
に
か
え
て
)

車
両
積
載
物
及
び
路
上
放
置
に
よ
る
道
路
事
故
に
つ

き
、
道
路
管
理
者
の
行
う
道
路
安
全
保
持
措
置
の
内
容
と

そ
れ
に
対
応
し
た
道
路
管
理
者
の
道
路
責
任
の
有
無
を
検

討
し
て
き
た
。
判
例
1
･
2
･
8
の
典
型
的
事
例
に
示
さ

れ
る
よ
う
に
、
車
両
積
載
物
の
落
下
及
び
路
上
放
置
物
の

存
在
時
点
か
ら
道
路
事
故
発
生
時
点
ま
で
の
時
間
的
経
過

の
長
短
が
、
道
路
管
理
瑕
疵
の
有
無
を
決
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
際
、
道
路
管
理
者
が
道
路
巡
回
を
そ
の
程



度
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
っ
た
か
が
、
道
路
管
理
責
任

の
存
否
を
判
定
す
る
要
因
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
A
基
準

の
@
群
と
◎
群
の
比
較
衡
量
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
道
路
管

理
の
瑕
疵
の
有
無
で
あ
る
。
他
方
、
B
基
準
の
判
例
物
は

第
一
審
か
ら
上
告
審
ま
で
被
告
道
路
管
理
者

(大
分
県
)

の
管
理
責
任
を
肯
定
し
て
い
る
。そ
の
判
断
の
理
由
付
は
、

A
基
準
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
B
基
準
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
し
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、
判
旨
は
、

道
路
管
理
者
は
本
件
道
路
事
故
の
直
接
の
当
事
者
で
は
な

い
が
、
土
砂
の
推
積
と
い
う
路
上
放
置
物
を
惹
起
せ
し
め

た
国
道
上
の
暗
渠
新
設
工
事
に
対
し
て
、
道
路
管
理
者
が

こ
れ
を
中
止
さ
せ
た
り
、
国
道
の
原
状
回
復
を
さ
す
等
適

当
な
道
路
安
全
保
持
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
怠

っ
た
道
路
管
理
者
は
、
本
件
道
路
管
理
に
つ
き
瑕
疵
が
あ

っ
た
旨
判
示
し
た
訳
で
あ
る
。
判
例
8

(赤
色
標
柱
転
倒

事
件
)
の
よ
う
に
時
間
的
不
可
抗
力
と
い
う
考
え
よ
り
、

道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
が
免
責
さ
れ
る
場
合
(A
基
準
)

と
、
本
件
賜
の
よ
う
に
路
上
放
置
物
を
排
除
す
る
時
間
的

余
裕

(可
能
性
)
の
存
否
か
ら
の
瑕
疵
の
判
定
で
は
な
く
、

道
路
事
故
の
防
止
=
道
路
安
全
保
持
措
置
の
実
践
で
あ

る
、
道
路
管
理
者
が
事
故
回
避
の
た
め
の
本
件
工
事
を
中

止
さ
せ
よ
う
と
し
た
か
否
か
、
或
い
は
道
路
推
積
物
の
排

除
等
の
原
状
回
復
の
措
置
を
講
じ
た
か
ど
う
か
を
、
道
路

管
理
瑕
疵
の
判
定
基
準
に
し
て
い
る

(B
基
準
)。
こ
の

よ
う
な
道
路
管
理
瑕
疵
の
判
定
基
準
に
際
し
て
、
B
基
準

の
み
で
十
分
に
機
能
し
得
る
と
も
思
え
な
い
が
、
A
基
準

と
と
も
に
道
路
管
理
瑕
疵
の
判
定
に
B
基
準
も
そ
の
機
能

を
十
分
発
揮
し
得
る
と
思
う
。

さ
て
、
最
後
に
、
道
路
管
理
の
責
任
を
肯
定
す
る
か
、

否
定
す
る
か
は
前
述
の
A
基
準
･
B
基
準
の
い
ず
れ
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
の
議
論
と
と
も
に
、
当
該
道
路
事

故
に
つ
い
て
、
車
両
積
載
物
の
落
下
及
び
路
上
放
置
物
に

よ
る
道
路
事
故
を
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
の
有
無
の
判

定
上
、
い
か
な
る
瑕
疵
論

(例
え
ば
、
主
観
的

･
客
観

説
.
義
務
違
反
説
等
)
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
捉
え
て
い
く

の
か
の
議
論
も
勿
論
、
深
く
関
係
し
て
い
る
。
本
稿
で
は

こ
の
点
に
つ
い
て
紙
面
の
関
係
上
、
省
略
す
る
。
た
だ
、

事
故
発
生
の
危
険
を
回
避
す
る
措
置
を
と
っ
た
か
否
か
と

い
う
議
論
は
、
一
方
で
業
務
違
反
説
が
際
立
っ
て
く
る
だ

ろ
う
し
、
他
方
、
道
路
管
理
者
の
管
理
責
任
の
免
責
に
つ

い
て
の
時
間
的
不
可
抗
力
と
い
う
考
え
に
お
い
て
は
、
客

観
説
･
業
務
違
反
説
と
も
結
果
と
し
て
大
差
は
な
い
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
落
下
物
や
路
上
放
置
と
い
う

瑕
疵
類
型
を
外
在
的
瑕
疵
と
分
類
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
が
、こ
れ
も
遠
藤
博
也
教
授
が
特
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

道
路
事
故
の
現
実
か
ら
離
れ
て
、
当
該
瑕
疵
が
内
在
的

･

外
在
的
の
い
ず
れ
の
瑕
疵
か
を
論
ず
る
の
も
鐙
笠
息
味
な
こ

と
で
あ
ろ
う

(遠
藤
･
国
家
補
償
法
中
巻
五
七
八
頁

量
目

林
書
院

昭
和
五
九
年
])。

本
稿
は
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
い
て
自
由
な
立
場

で
執
筆
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。



本
格
的
な
寒
さ
が
訪
れ
る
前
に
と
、
休
日
の
昼
に
、
近

く
に
散
歩
に
出
た
タ
ケ
蔵
と
哲
子
。
閑
静
な
住
宅
街
を
の

ん
び
り
歩
い
て
い
た
二
人
だ
っ
た
が
、
細
い
路
地
は
突
然

現
れ
た
塀
に
よ
っ
て
阻
ま
れ
、
行
き
止
ま
り
に
。

哲
子

も
う
!

日
本
の
市
街
地
の
道
路
っ
て
、
ど
う
し

て
こ
ん
な
に
行
き
止
ま
り
が
多
い
の
よ
。
道
路
の
計
画

が
お
か
し
い
の
か
し
ら
。

タ
ケ
蔵

必
ず
し
も
計
画
が
お
か
し
い
か
ら
と
は
限
ら
な

い
よ
。道
路
の
路
線
認
定
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
る
が
、

用
地
交
渉
が
難
航
し
て
ま
だ
供
用
で
き
て
い
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
ち
ゃ
ん
と
供
用
し
て
い
る

の
に
、
誰
か
が
道
路
を
不
法
占
有
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

哲
子

不
法
占
有
?

誰
か
が
勝
手
に
道
を
塞
い
で
い
る

っ
て
こ
と
?

そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
?

タ
ケ
蔵

道
路
を
完
全
に
塞
い
で
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
し
、
一
部
分
だ
け
占
有
し
て
い
る
、
と
い

う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
ね
。

哲
子

不
法
占
有
が
あ
る
な
ら
、
道
路
管
理
者
は
な
ん
と

か
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
の
。
法
律
上
対
処
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
?

タ
ケ
蔵

も
ち
ろ
ん
。
道
路
を
不
法
占
有
す
る
こ
と
は
、

占
用
許
可
の
規
定
で
あ
る
道
路
法
第
三
二
条
違
反
に
な

る
か
、
第
四
三
条
第
二
号
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
み
だ
り

に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た
い
積
し
、
そ
の

他

｢道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ

る
行
為
を
す
る
こ
と
｣
に
当
た
る
だ
ろ
う
か
ら
、
不
法

占
有
者
は
道
路
法
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
道
路
管
理
者
は
第
七
一
条
に
基
づ
き
監
督
処
分

が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
不
法
占
有
行

為
の
中
止
、
工
作
物
そ
の
他
の
物
件
の
改
築
、
移
転
、

除
却
、
道
路
の
原
状
回
復
な
ど
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

哲
子

も
し
道
路
管
理
者
が
ち
ゃ
ん
と
対
処
し
な
い
で
、

放
っ
て
お
い
た
ら
ど
う
な
る
の
。
み
ん
な
の
道
路
な
の

に
、
誰
か
に
勝
手
に
占
有
さ
れ
た
ま
ま
に
し
て
い
る
な

ん
て
、
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
の
。
責
任
取
り
な
さ
い

　　
　
　

タ
ケ
蔵

そ
う
興
奮
す
る
な
。
道
路
の
不
法
占
有
は
そ
の

場
の
事
情
と
い
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
し
。
も
し
、
住

民
と
し
て
納
得
が
い
か
な
い
、
ど
う
し
て
も
法
律
的
な

手
段
を
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
道
路
管
理
者
が
地

方
公
共
団
体
の
場
合
、
住
民
監
査
請
求
や
住
民
訴
訟
と

い
う
手
段
も
考
え
ら
れ
る
。

哲
子

住
民
監
査
請
求
っ
て
何
?

タ
ケ
蔵

地
方
自
治
法
第
二
四
二
条
に
規
定
が
あ
る
も
の

で
、
地
方
公
共
団
体
の
住
民
は
、
地
方
公
共
団
体
の
長

や
職
員
な
ど
に
つ
い
て
違
法
若
し
く
は
不
当
な
公
金
の

支
出
や
財
産
の
管
理
を
怠
る
事
実
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
監
査
委
員
に
対
し
、
監
査
を
求
め
、
違
法
状
態

を
解
消
す
る
よ
う
請
求
が
で
き
る
と
い
う
制
度
だ
。

哲
子

よ
く
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
お
金
関
係
の
不
祥
事
に

つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組
み
な
の
か
し
ら
。

タ
ケ
蔵

大
体
そ
う
い
う
こ
と
。
地
方
公
共
団
体
の
長
や

職
員
な
ど
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
財
産
上
の
損
害

を
与
え
た
の
な
ら
、
監
査
委
員
は
そ
の
職
員
に
、
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
賠
償
す
る
よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

哲
子

住
民
訴
訟
は
?

タ
ケ
蔵

監
査
委
員
の
結
論
に
不
服
が
あ
っ
た
り
、
地
方

公
共
団
体
の
職
員
が
監
査
委
員
の
勧
告
に
従
わ
な
い
と

き
は
、
住
民
は
裁
判
を
起
こ
し
て
違
法
行
為
の
解
消
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。
こ
れ
は
地
方
自
治
法

週
騰
溝
令
関
係
◎
籟
A

道
路
の
不
法
占
有
の
藤
置
と

住
民
監
査
請
求



の
第
二
四
二
条
の
二
に
規
定
が
あ
る
。

な
い
で
し
ょ
う
。
財
産
的
価
値
が
毀
損
し
た
と
は
言
え

哲
子

ふ
5
ん
。
じ
ゃ
あ
、
道
路
管
理
者
が
道
路
の
不
法

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
?

占
有
を
放
置
し
て
い
た
ら
、
財
産
上
の
損
害
を
与
え
た

と
い
う
こ
と
で
、
住
民
は
監
査
請
求
や
住
民
訴
訟
を
起

こ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
ね
。
で
も
ち
ょ
っ
と

待
っ
て
。
道
路
の
不
法
占
用
を
放
置
す
る
の
は
道
路
行

政
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
財
産
上
の
問
題
で
は
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
の
?

タ
ケ
蔵

難
し
い
と
こ
ろ
を
つ
い
て
く
る
ね
。
確
か
に
、

道
路
の
不
法
占
有
者
を
排
除
す
る
か
ど
う
か
は
道
路
行

政
上
の
問
題
で
あ
っ
て
、
財
務
会
計
上
の
問
題
で
は
な

い
、
し
た
が
っ
て
、
住
民
監
査
請
求
、
住
民
訴
訟
の
対

象
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
け
ど

最
近
の
判
例
に
よ
れ
ば

(東
京
高
裁
平
成
一
五
年
四
月

三

一日
判
決
、
判
例
時
報
一
八
二
四
号
三
貫
)、
｢道
路

の
不
法
占
有
に
よ
り
、
道
路
敷
地
の
財
産
的
価
値
が
毀

損
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
道
路
行
政
上
の
管
理
の
必

要
の
有
無
に
関
わ
り
な
く
、
道
路
を
所
有
す
る
地
方
公

共
団
体
の
長
は
、
そ
の
明
け
渡
し
を
求
め
て
財
産
的
価

値
を
回
復
す
る
義
務
が
あ
り
、明
渡
し
請
求
の
榔
怠
は
、

住
民
訴
訟
の
対
象
と
な
る
。｣
と
し
て
い
る
ん
だ
。

哲
子

｢道
路
の
不
法
占
有
に
よ
っ
て
道
路
敷
地
の
財
産

的
価
値
が
毀
損
さ
れ
て
い
る
｣
っ
て
、
ど
う
い
う
状
態

を
意
味
す
る
の
?

道
路
は
無
料
開
放
さ
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
不
法
占
有
さ
れ
ず
に
き
ち
ん
と
供
用
さ
れ
て

い
た
と
こ
ろ
で
道
路
管
理
者
の
収
入
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ

タ
ケ
蔵

そ
の
点
に
つ
い
て
、
判
例
は

｢土
地
所
有
権
の

完
全
な
行
使
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
判

断
す
べ
き
も
の
｣
と
し
て
い
る
。
道
路
管
理
者
は
道
路

を
一
般
の
利
用
に
供
し
て
い
る
か
ら
、
不
法
占
有
を
排

除
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
地
方
自
治
体
が
財
政
的
に
潤
う

わ
け
で
は
な
い
。
だ
け
ど
、
こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
だ

か
ら
と
い
っ
て
道
路
敷
地
の
不
法
占
有
を
放
置
し
て
お

い
て
良
い
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
土
地
所
有
権
の
完
全
な

行
使
が
妨
げ
さ
れ
て
い
る
以
上
、
財
産
的
価
値
が
毀
損

さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

哲
子

か
な
り
厳
し
く
見
て
い
る
の
ね
。
そ
の
場
合
、
損

害
額
は
い
く
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
?

道
路
の
不

法
占
有
に
よ
っ
て
住
民
が
通
行
で
き
な
く
な
る
と
い
う

不
便
が
発
生
す
る
と
し
て
も
、
失
わ
れ
た
通
行
人
の
利

益
を
算
出
す
る
の
は
難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
も

し
道
路
が
ち
ゃ
ん
と
通
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
ら
何

人
の
人
が
通
り
ま
し
た
、
と
い
う
計
算
は
ほ
と
ん
ど
不

可
能
だ
し
、
そ
の
道
路
が
塞
が
れ
て
い
て
も
別
の
ル
ー

ト
が
あ
る
な
ら
住
民
の
不
利
益
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

い
か
も
し
れ
な
い
し
。
占
用
料
相
当
額
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
か
し
ら
?

タ
ケ
蔵

判
決
で
は
、
｢公
有
土
地
の
不
法
占
有
に
よ
る

損
害
額
は
、
適
正
な
地
代
の
額
に
よ
っ
て
策
定
す
べ
き

も
の
で
、
土
地
の
占
用
料
の
額
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
な

い
｣
と
し
て
い
る
よ
。

哲
子

ふ
~
ん
。
道
路
を
ち
ゃ
ん
と
供
用
し
て
い
た
ら
地

代
な
ん
て
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
に
、
不
法
占
用
を

放
置
し
て
お
い
た
ら
地
代
相
当
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ん
て
、
な
ん
か
し
っ
く
り
こ
な
い
け
ど
な

あ
。

タ
ケ
蔵

少
な
く
と
も
高
裁
判
決
で
は
こ
う
い
う
解
釈
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
と
、
不
法
占
用
者
に

対
す
る
措
置
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
は
裁
量
権
を
持
っ

て
い
る
か
ら
、
不
法
占
有
者
に
対
し
て
措
置
を
し
な
い

こ
と
に
つ
い
て
裁
量
権
の
範
囲
を
超
え
て
い
な
い
限
り

は
、
違
法
と
し
て
住
民
訴
訟
で
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
ね
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
言
え
る
こ

と
は
、
不
法
占
用
を
放
置
す
る
と
、
道
路
管
理
者
は
住

民
監
査
請
求
や
住
民
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負

う
、
と
い
う
こ
と
だ
な
。
現
実
に
は
い
ろ
い
ろ
事
情
が

あ
っ
て
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

不
法
占
有
は
な
る
べ
く
早
く
解
消
す
る
に
こ
し
た
こ
と

は
な
い
よ
ね
。



【参
照
条
文
】

○
道
路
法

(抄
)

(道
路
の
占
用
の
許
可
)

第
三
十
二
条

道
路
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
工
作

物
、
物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
し
ま

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、
郵
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
所
、

広
告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物

二

水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

物
件

三

鉄
道
、
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

四

歩
廓
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五

地
下
街
、
地
下
室
、
通
路
、
浄
化
槽
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
施
設

六

露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
外
、
道
路
の
構
造
又
は

交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施

設
で
政
令
で
定
め
る
も
の

2
~
5

略

(道
路
に
関
す
る
禁
止
行
為
)

第
四
十
三
条

何
人
も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為
を
し

て
は
な
ら
な
い
。

一

み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、
又
は
汚
損
す
る
こ
と
。

二

み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、竹
木
等
の
物
件
を
た
い
積
し
、

そ
の
他
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ

る
行
為
を
す
る
こ
と
o

(道
路
管
理
者
等
の
監
督
処
分
)

第
七
十
一
条

道
路
管
理
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

者
に
対
し
て
、
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
く
命
令
の
規

定
に
よ
っ
て
与
え
た
許
可
若
し
く
は
承
認
を
取
り
消
し
、
そ

の
効
力
を
停
止
し
、
若
し
く
は
そ
の
条
件
を
変
更
し
、
又
は

行
為
若
し
く
は
工
事
の
中
止
、
道
路
に
存
す
る
工
作
物
そ
の

他
の
物
件
の
改
築
、
移
転
、
除
却
若
し
く
は
当
該
工
作
物
そ

の
他
の
物
件
に
困
り
生
ず
べ
き
損
害
を
予
防
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
を
す
る
こ
と
若
し
く
は
道
路
を
原
状
に
回
復
す
る

こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
〈
命
令
の
規
定
又

は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
〈
処
分
に
違
反
し
て
い
る
者

二

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
〈
命
令
の
規
定
に
よ
る

許
可
又
は
承
認
に
附
し
た
条
件
に
違
反
し
て
い
る
者

三

詐
偽
そ
の
他
不
正
な
手
段
に
よ
り
こ
の
法
律
又
は
こ
の

法
律
に
基
〈
命
令
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
承
認
を
受
け

た
者

,

2
~
7

略



占
用
物
件
に
つ
い
て

(そ
の
3
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

(
一
同
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
駅

前
大
通
り
に
到
着
。)

坂
上
係
員

き
れ
い
だ
わ
ぁ
!

菊
池
課
長

と
こ
ろ
で
、
大
野
君
。
道
路
の
街
路
樹
に
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
場
合
は
、
占
用
許
可
が
必
要
に

な
る
の
か
い
?

大
野
係
員

は
っ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
す
か
?

(考
え
た
こ
と
な
か
っ
た
け
ど
、
道
路
に
設
置
す
る

以
上
は
占
用
物
件
に
な
る
ん
だ
ろ
う
な
。
だ
け
ど
、
街

路
樹
は
道
路
附
属
物

(※
1
)
だ
か
ら
、
取
扱
い
が
違

う
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
、
電
球
な
ん
て
占
用
物
件
に

な
い
よ
な
?

ま
さ
か
、
街
灯
で
は
な
い
だ
ろ
う
し
。

う
5
ん
、
困
っ
た
な
。
)

(歓
迎
会
の
帰
り
道
)

坂
上
係
員

あ
あ
5
、
お
い
し
か
っ
た
!

飲
み
会
の
席
っ
て
居

酒
屋
が
多
い
か
ら
、
た
ま
に
は
イ
タ
リ
ア
ン
も
い
い
で

す
ね
。

大
野
係
員

そ
う
で
す
ね
え
。
僕
な
ん
か
宅
配
の
ピ
ザ
く
ら
い
し

か
食
べ
ま
せ
ん
か
ら
。
坂
上
さ
ん
、
ク
リ
ス
マ
ス
も
こ

こ
に
乗
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
?

坂
上
係
員

じ
ゃ
あ
、
大
野
君
、
い
っ
し
ょ
に
行
く
?

大
野
係
員

え
っ
、
ぼ
、
僕
と
で
す
か
?
･

坂
上
係
員

冗
談
よ
、
冗
談
。

菊
池
課
長

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
え
ば
、
駅
前
の
大
通
り
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
昨
日
か
ら
始
ま
っ
た
よ
ね
。
ち
ょ
っ
と

遠
回
り
に
な
る
け
ど
、
行
っ
て
み
る
か
い
?

坂
上
係
員

い
い
で
す
ね
え
。

坂
上
さ
ん
、
わ
か
り
ま
す
か
?

※
1

道
路
法
第
二
条
第
二
項

こ
の
法
律
に
お
い
て
、
｢道
路
の
附
属
物
｣
と
は
、
道
路
の
構
造

の
保
全
、
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
の
確
保
そ
の
他
道
路
の
管

理
上
必
要
な
施
設
又
は
工
作
物
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

二

道
路
上
の
並
木
又
は
街
灯
で
第
一
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道

路
管
理
者
の
設
け
る
も
の

坂
上
係
員

(微
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
)
さ
あ
、
ど
う
か
し
ら
。

大
野
係
員

知
っ
て
い
る
な
ら
教
え
て
下
さ
い
よ
5
0

坂
上
係
員

ま
あ
、
と
り
あ
え
ず
は
考
え
を
ま
と
め
て
み
な
さ
い

よ
。
整
理
し
た
ら
聞
い
て
あ
げ
る
か
ら
。

じ
ゃ
あ
、
私
は
こ
こ
か
ら
バ
ス
に
乗
り
ま
す
の
で
。

菊
池
課
長

私
は
こ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
よ
。

一
同

お
疲
れ
様
で
し
た
~
。
ま
た
来
週
。

(
一
人
、
徒
歩
で
帰
宅
の
途
に
つ
く
大
野
係
員
)

大
野
係
員

(独
り
言
)

う
5
ん
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
取
扱
い
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
ろ
う
か
。
難
し
い
な
あ
。

.
･
･
.
･
･
.
◆
‐
.
･
･
.
･
･
.
･
･
.
･
･
･

(反
対
側
か
ら
こ
ち
ら
側
に
歩
い
て
く
る
佐
藤
主
任
が

大
野
係
員
に
気
付
く
。)

佐
藤
主
任

大
野
さ
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。ど
う
し
た
ん
で
す
か
、

難
し
い
顔
し
て
。

大
野
係
員

佐
藤
主
任
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ
ん
ば
ん
は
。

佐
藤
主
任

さ
き
ほ
ど
御
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
道
の
駅



へ
自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
件

(※
2
)
に
つ
い
て
は
、

さ
っ
そ
く
、事
業
者
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
※
2

道
路
占
用
Q
&
A

(第
“
回
)
参
照
)。

大
野
係
員

そ
う
で
す
か
、
そ
れ
は
な
に
よ
り
で
し
た
。

佐
藤
主
任

と
こ
ろ
で
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
眺
め
て
い
た
よ

う
で
す
け
ど
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
う
か
し
た
ん

で
す
か
。

大
野
係
員

い
や
っ
、
ち
ょ
っ
と
!
o

佐
藤
主
任

こ
れ
、
市
で
占
用
許
可
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

大
野
係
員

.

え
っ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
!

詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。
第
何
号
で
許
可
し
て
い
る
ん
で
す
か
。
占
用
主

体
は
誰
で
す
か
?

佐
藤
主
任

そ
ん
な
に
慌
て
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
。

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
初
め
て
設
置
さ
れ
た
の

は
一
昨
年
に
な
り
ま
す
か
ね
。
大
野
さ
ん
が
事
務
所
に

来
ら
れ
る
前
の
こ
と
で
す
か
ら
ご
存
じ
じ
ゃ
な
か
っ
た

ん
で
す
ね
。

当
時
、
地
元
の
商
店
街
か
ら
、
ク
リ
ス
マ
ス
期
間
中

に
市
街
地
活
性
化
の
一
環
と
し
て
沿
道
の
並
木
に
電
飾

を
取
り
付
け
た
い
と
の
相
談
を
受
け
ま
し
て
ね
。
他
の

自
治
体
の
事
例
等
も
い
ろ
い
ろ
と
参
考
に
し
て
、
道
路

法
第
三
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電
線
に
類
す

る
工
作
物
と
し
て
占
用
許
可
し
ま
し
た
よ
。
占
用
料
は

｢そ
の
他
上
空
に
設
け
る
線
類
｣
と
し
て
徴
収
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
占
用
主
体
は
地
元
の
商
店
街
に
な

っ
て
い
ま
す
ね
。

大
野
係
員

第
一
号
の
電
線
に
類
す
る
工
作
物
と
し
て
許
可
し
て

い
る
ん
で
す
か
?

佐
藤
主
任

確
か
に
光
っ
て
い
る
部
分
は
電
球
で
す
け
ど
、
実
際

に
物
件
と
し
て
み
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
は
電
線
で
す
よ

ね
“。

大
野
係
員

そ
う
か
っ
-
･
う
か
つ
だ
っ
た
な
あ
。

佐
藤
主
任

当
時
、
坂
上
さ
ん
に
も
相
談
し
た
ん
で
す
け
ど
ね
。

質
疑
応
答
集
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
よ

(
※
3
)
。

大
野
係
員

え
っ
、
坂
上
さ
ん
に
で
す
か
!

(や
っ
ぱ
り
知
っ
て
た
ん
だ
。
)

佐
藤
主
任

え
え
、
そ
れ
が
ど
う
か
し
ま
し
た
か
。

大
野
係
員

い
え
、
何
で
も
な
い
で
す
。
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(よ
し
、
こ
れ
で
来
週
、
坂
上
さ
ん
に
ち
ゃ
ん
と
説
明

で
き
る
ぞ
。
)

(翌
週
の
朝
)

坂
上
係
員

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
野
係
員

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
坂
上
さ
ん
。
あ
の
、
先
週

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
話
な
ん
で
す
け
ど
ー
。

坂
上
係
員

あ
あ
、
実
は
日
曜
日
に
市
役
所
の
佐
藤
さ
ん
に
街
で

ば
っ
た
り
お
会
い
し
た
の
よ
。

大
野
係
員

え
っ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
!

坂
上
係
員

佐
藤
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
い

た
よ
う
ね
。
大
野
君
の
こ
と
、
帰
宅
の
時
ま
で
仕
事
の

こ
と
を
考
え
て
い
る
な
ん
て
勉
強
熱
心
だ
っ
て
感
心
し

て
ら
っ
し
や
っ
た
わ
よ
。

ま
た
ひ
と
つ
勉
強
に
な
っ
た
わ
ね
。

大
野
係
員

え
え
、
ま
あ
!
。

(こ
の
頃
お
わ
り
)

律道 2003.12

※
3

道
路
管
理
事
務
担
当
者
会
議
質
疑
応
答
集

第
6
編
道
路
の
占
用

｢道
路
植
栽
の
電
飾
に
つ
い
て
｣

(前
略
)
期
間
を
限
っ
て
認
め
た
過
去
の
事
例
で
は
占
用
許
可
で

対
応
し
て
お
り
、
占
用
料
は

｢そ
の
他
の
上
空
に
設
け
る
線
類
｣

と
し
て
徴
収
し
て
い
る
。



福
井
"国
道
二
七
号
凍
結
ス
リ
ッ
プ
事
件

〔
一
審
判
決
〕
昭
和
四
九
年
五
月
八
日

大
津
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容
(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
二
三
日

大
阪
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(被
控
訴
人

上
告
)

〔最
高
裁
判
決
〕
昭
和
五
三
年
三
月
二
三
日

最
高
裁
判
所

破
棄
差
戻

〔差
戻
判
決
〕
昭
和
五
四
年
七
月
三
〇
日

大
阪
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

1

今
回
の
訴
訟
事
例
紹
介
に
つ
い
て

今
回
紹
介
す
る
事
例
は
、
道
路
管
理
者
が
除
雪
後
道
路

脇
に
放
置
し
て
い
た
残
雪
に
起
因
し
、
車
両
の
ス
リ
ッ
プ

事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
判
決
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
内
規
に
基
づ
く
措
置
を
講

じ
て
い
た
と
し
て
も
、
危
険
性
が
除
去
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
道
路
管
理
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
路
面
の
凍
結
に
起

因
す
る
車
両
等
の
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
事
故
を
未
然
に
防
止
し
円
滑

な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
の
適
正
な
道
路
管
理
の
一
助
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
今
回
本
件
事
例
を
紹
介
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

2

事
件
の
概
要

午
前
七
時
頃
、
被
告
国
の
管
理
す
る
一
般
国
道
二
七
号

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て
、
除
雪
後
の

道
路
脇
の
残
雪
に
よ
り
有
効
幅
員
が
狭
く
な
っ
て
い
た
本

件
道
路
を
、
被
害
者
が
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
中
央

線
を
越
え
て
走
行
中
、
同
じ
く
中
央
線
を
越
え
て
対
向
し

て
き
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
発
見
し
た
た
め
、
急
制
動
を
か

け
た
と
こ
ろ
、
凍
結
し
た
路
面
に
ス
リ
ッ
プ
し
て
そ
の
ま

ま
直
進
、
同
じ
く
ス
リ
ッ
プ
し
て
直
進
し
て
き
た
対
向
車

に
衝
突
、
死
亡
し
た

(以
下

｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)

死
亡
し
た
被
害
者
の
家
族
で
あ
る
原
告
ら
は
、
本
件
事
故

は
本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
被
告
に
対
し
、
国
家
賠
償
法

第
二
条
第

一
項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
請
求
を
な
し
た
。

金
銅
求
額

二

、
五
〇
〇
万
円
)

3

原
告
の
主
張

①

有
効
幅
員
の
確
保
に
つ
い
て

本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
下
り
勾
配
を
な
し
か
つ
カ

ー
ブ
し
て
い
る
極
め
て
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
で
あ

り
、
車
両
は
下
り
勾
配
と
カ
ー
ブ
の
た
め
の
遠
心
力
に

よ
り
中
央
線
を
越
え
て
走
行
し
が
ち
で
あ
る
が
、
本
件

事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
は
、
残
雪
が
歩
道

部
分
か
ら
車
道
部
分
に
は
み
出
て
放
置
さ
れ
て
い
た
た

め
、
十
分
な
有
効
幅
員
が
確
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

②

路
面
の
凍
結
に
つ
い
て

本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
は
、
残
雪

が
道
路
脇
に
0
･
三
m
の
高
さ
で
歩
道
部
分
か
ら
車
道

部
分
に
は
み
出
て
放
置
さ
れ
て
お
り
、
残
雪
か
ら
溶
解

し
た
水
分
が
凍
結
し
、本
件
道
路
は
ス
リ
ッ
プ
し
易
く
、

対
向
車
が
離
合
す
る
場
合
衝
突
事
故
の
発
生
し
易
い
危

険
な
状
態
で
あ
っ
た
に
関
わ
ら
ず
、
残
雪
を
放
置
し
、

か
つ
連
日
の
気
温
か
ら
路
面
の
凍
結
が
予
想
さ
れ
た
に

関
わ
ら
ず
何
ら
の
凍
結
防
止
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
。

以
上
か
ら
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
。

4

被
告
の
主
張

①

有
効
幅
員
の
確
保
に
つ
い
て

降
雪
区
域
に
お
い
て
除
雪
に
よ
っ
て
確
保
す
べ
き
幅

員
は
、
本
来
の
幅
員
、
積
雪
量
、
道
路
環
境
等
種
々
の

条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
道
路
全
体
と
し
て
す
れ
違

い
可
能
な
程
度
の
幅
員
が
確
保
さ
れ
て
い
れ
ば
足
り
、

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
止
む
を
得
な
い
事
態
と
し
て
、

濱行セ ?nn気1つ バ7
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中
央
線
を
越
え
る
こ
と
も
許
さ
れ
る

(道
路
交
通
法
第

一
七
条
第
四
項
)。
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
は
、

降
雪
後
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
作
成
し
た
内
規
で
あ

る
雪
寒
対
策
計
画
書
に
基
づ
き
新
雪
を
除
去
し
、
除
雪

後
の
積
雪
に
対
し
更
に
拡
幅
、
圧
雪
、
除
雪
等
の
作
業

を
行
い
、
本
件
道
路
全
体
と
し
て
は
、
対
向
車
両
と
す
れ

違
い
可
能
な
程
度
の
幅
員
は
確
保
し
て
い
た
。

②

路
面
の
凍
結
に
つ
い
て

道
路
管
理
者
に
お
い
て
は
、
測
候
所
か
ら
気
象
条
件

を
入
手
す
る
他
、
独
自
に
気
象
を
観
測
し
、
こ
れ
ら
を

総
合
判
断
し
て
気
温
が
氷
点
下
に
達
し
、
路
面
の
凍
結

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
融
雪
剤
あ
る
い
は
凍
結
防

止
剤
を
散
布
す
る
態
勢
を
と
っ
て
い
る
が
、
本
件
事
故

当
時
、
本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
凍
結
が
予
想
さ
れ
る

状
況
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
、
積
雪
寒
冷
地
に
お
い
て
、

早
期
の
冷
え
込
み
あ
る
い
は
寒
風
に
よ
り
、
早
朝
時
に

部
分
的
に
凍
結
の
発
生
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
極
め
て
一
時
的
局
所
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
ま
で
防
止
す
べ
き
義
務
は
な
い
。

ま
た
、
現
在
の
排
雪
車
を
使
用
し
た
の
で
は
、
排
雪

後
で
も
路
面
に
通
常
一
如
程
度
の
圧
雪
が
残
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
排
雪
に
よ
っ
て
路
面
の
湿
潤
か

ら
く
る
凍
結
を
完
全
に
防
止
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
o

5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
緩
や
か
な
下
り
勾
配
と
カ
ー

ブ
を
呈
す
る
地
形
で
あ
り
、
北
陸
地
方
特
有
の
気
象
状
況

に
あ
る
本
件
事
故
現
場
附
近
の
よ
う
な
場
所
に
あ
っ
て
は

除
雪
に
際
し
単
に
内
規
に
定
め
る
最
小
限
の
幅
員
を
確
保

す
る
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
凍
結
現
象
が
生
じ
な
い
よ
う
十

分
に
排
雪
す
る
か
、
あ
る
い
は
対
向
車
両
の
離
合
に
際
し

急
制
動
を
か
け
る
必
要
を
生
ぜ
し
め
な
い
よ
う
予
め
十
分

な
幅
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

①

有
効
幅
員
の
確
保
に
つ
い
て

本
件
道
路
の
排
雪
に
よ
る
道
路
の
残
存
幅
員
に
関
し

て
い
え
ば
、
本
件
道
路
は
、
緩
や
か
な
下
り
勾
配
と
カ

ー
ブ
を
呈
す
る
地
形
的
に
も
危
険
な
所
で
あ
る
に
拘
ら

ず
、
残
雪
が
0
･
三
m
の
高
さ
を
な
し
て
は
み
出
し
、

従
来
の
道
路
幅
員
が
狭
め
ら
れ
、
ス
リ
ッ
プ
を
起
し
易

い
状
況
に
な
っ
て
い
た
状
態
で
は
、
通
行
車
両
が
そ
の

離
合
に
際
し
て
衝
突
の
危
険
を
感
じ
、
と
く
に
大
型
車

同
士
の
場
合
は
お
互
に
中
央
線
を
越
え
勝
ち
で
あ
る
た

め
運
転
車
に
お
い
て
事
故
回
避
の
た
め
急
制
動
を
か

け
、
た
め
に
、
凍
結
部
で
ス
リ
ッ
プ
し
て
事
故
を
発
生

さ
せ
る
危
険
性
が
極
め
て
大
き
く
、
道
路
が
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
く
状
態
に
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
本
件
道
路
に
お
い
て
、
内
規
に
従
い
最
小

限
の
排
雪
措
置
を
講
じ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
、
本
件

箇
所
に
お
け
る
具
体
的
な
危
険
性
が
除
去
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
以
上
、
な
お
管
理
の
瑕
疵
は
肯
認
さ
れ
ざ
る
を

得
な
い
。

②

路
面
の
凍
結
に
つ
い
て

排
雪
車
に
よ
る
排
雪
に
よ
っ
て
は
高
さ
一
皿
程
度
の

圧
雪
が
残
る
と
し
て
も
、
こ
の
程
度
の
雪
で
あ
れ
ば
本

件
事
故
当
日
ま
で
の
間
に
溶
け
て
消
失
し
、
本
件
の
よ

う
な
凍
結
は
生
じ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

本
件
道
路
に
対
し
て
は
、
降
雪
を
本
件
道
路
両
脇
に
寄

せ
て
幅
員
を
確
保
し
た
が
、
本
件
事
故
当
日
ま
で
、
残

雪
を
0
･
三
m
の
高
さ
で
道
路
両
側
か
ら
車
道
に
は
み

出
し
て
放
置
し
、
通
常
の
巡
回
以
外
に
特
段
の
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
凍
結
の
結
果
を
生
ぜ
し

め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
事
故
当
日
朝
の
気
温

の
低
下
も
、
こ
の
時
期
起
こ
り
得
る
気
温
の
低
下
の
予

測
範
囲
を
超
え
る
程
の
異
常
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
凍
結
防
止
の
点
に

お
い
て
も
管
理
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
不
可
抗

力
と
み
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

③

過
失
相
殺
に
つ
い
て

被
害
者
は
、
凍
結
現
象
の
生
じ
て
い
る
こ
と
も
全
く

予
想
し
得
な
い
で
は
な
か
っ
た
に
関
わ
ら
ず
、
ス
ノ
ー

タ
イ
ヤ
を
使
用
す
る
等
、
何
ら
の
滑
り
止
め
の
措
置
を

講
じ
ず
、
法
定
速
度
を
超
え
る
高
速
で
、
し
か
も
必
要

以
上
に
中
央
線
を
越
え
て
走
行
し
た
結
果
本
件
事
故
に

遭
遇
し
た
も
の
で
、
本
件
事
故
原
因
の
大
半
は
、
被
害

者
の
過
失
に
基
づ
く
も
の
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
被
害
者
の
過
失
割
合
は
、
五
割
と
認
め
る
の
が
相

当
。
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万
葉
の
時
代
の
道
l
ア
ク
ァ
ラ
イ
ン
ー

◆
千
葉
県
に
あ
る

｢東
京
｣

こ
ん
に
ち
は
、
千
葉
県
の
小
林
で

す
。皆

さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
千

葉
県
内
に
は

｢東
京
｣
と
い
う
名
称

が
使
わ
れ
て
い
る
施
設
が
い
く
つ
か

あ
り
、
次
の
と
お
り
、
利
用
客
数
の

多
い
施
設
の
第
一
位

･
第
二
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

1

新
東
京
国
際
空
港

(平
成
一
四

年
度
航
空
旅
客
数
)

!
!
!
!
!
i
二
、
九
九
九
万
人

2

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

(平
成
一
四
年
観
光
客
入
込
調
査

以
下
同
じ
)

!
l
l
l
!
･･三
、
四
五
四
万
人

3

成
田
山
新
勝
寺

･!

‐!
!
‐!
!
･こ

、
○
二
三
万
人

4

幕
張
メ
ッ
セ

アクアライン 海ほたる

:
:
:
;
!
!
!
･･ニ
ハ
ニ

万
人

5

海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

:
:
!
!
!
l
l
l
四
七
三
万
人

一
位
の
新
東
京
国
際
空
港
は
、
成

田
国
際
空
港
株
式
会
社
法
が
平
成
一

六
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
の
で
、

も
う
す
ぐ
成
田
国
際
空
港
に
な
り
ま

千
葉
県
東
京
事
務
所

小
林

政
夫

す
。デ

ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は
、
ア
ジ

ア
地
域
の
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド

･
シ

ー
な
の
で
、
日
本
の
首
都

｢東
京
｣

が
付
く
の
は
残
念
だ
け
ど
、
仕
方
が

な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

そ
し
て
、五
位
に
今
回
の
テ
ー
マ
、

ア
ク
ア
ラ
イ
ン

｢海
ほ
た
る
｣
が
出

て
き
ま
す
。

◆
日
本
武
尊
の
伝
説

僕
が
県
庁
に
入
っ
て
す
ぐ
の
頃
、

千
葉
県
地
図
を
見
た
と
き
に
｢お
や
、

ど
う
し
て
?
｣
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
千
葉
県
の
中
間

(木
更
津
あ
た
り
)
が

『上
総

(か

ず
さ
)』
で
、
そ
の
上
の
成
田
あ
た

り
が

『下
総

(し
も
ふ
さ
)』
と
な

っ
て
い
て
、
上
と
下
が
逆
じ
ゃ
な
い

の
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
時
は

思
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
後
一
八
年
ぐ

覇鰔鱗わ趣

西から東から
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ら
い
し
て
よ
う
や
く
解
決
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
日
本
武
尊
と
后
の
弟
橘

媛
命
の
伝
説
を
読
ん
だ
時
で
し
た
。

ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
武
尊
は
天
皇
の
勅
命
に
よ
り

東
征
に
出
発
し
、
相
模
の
国
か
ら
上

総
の
国
に
船
で

｢走
水
の
海
｣
を
渡

ろ
う
と
し
ま
し
た
。
海
の
中
ほ
ど
ま

で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
暴
風
に
遭
遇

し
、
海
神
を
静
め
る
た
め
、
弟
橘
媛

命
は
三
種
類
の
八
重
の
畳
を
敷
き
、

自
ら
海
に
そ
の
身
を
入
れ
る
と
暴
風

が
お
さ
ま
し
た
。
日
本
武
尊
は
無
事

に
上
総
の
国
に
着
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
上
陸
し
た
日
本
武
尊
は
愛

す
る
弟
橘
媛
の
面
影
を
偲
ん
で
何
日

も
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
た
め
、
君
不

去
(き
み
さ
ら
づ
)
が
木
更
津
と
い
う

地
名
の
お
こ
り
と
い
う
も
の
で
し
た
。

当
時
の
東
京
は
湿
地
の
た
め
、
神

奈
川
県
か
ら
船
で
千
葉
県
に
、
そ
こ

か
ら
北
上
し
東
北
地
方
に
行
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
都
に
近
い

所
が

『上
』
で
、
遠
い
所
が

『下
』

で
、
よ
う
や
く

｢ど
う
し
て
｣
が
解

　

　
--
r

　
　

　　
　
　

　
　

いちご狩り (館山市)

お花畑-ストック. (千倉町)潮干狩り (木更津市 ･富津市 ･船橋市)

決
し
ま
し
た
。

古
事
記
が
完
成
し
た
の
は
七
三
一

年
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
は
万
葉
の
時

代
と
い
っ
て
も
良
い
そ
う
で
、
こ
じ

つ
け
で
す
が
万
葉
の
時
代
の
道
が
現

在
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
言
っ
て
も
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
が
常
磐
自
動
車
道
と

東
北
縦
貫
自
動
車
道
に
首
都
圏
中
央

連
絡
自
動
車
道
で
つ
な
が
る
と
東
国

へ
の
道
が
完
成
す
る
気
が
し
ま
す
。

◆
春
の
楽
し
み

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
月
の

千
葉
と
い
う
と
や
っ
ぱ
り
南
房
総
。

お
花
畑
で
花
を
摘
ん
だ
り
、
イ
チ
ゴ

狩
り
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
木
更

津
で
は
三
月
下
旬
に
な
る
と
例
年
潮

干
狩
り
が
始
ま
り
ま
す
。
ア
ク
ア
ラ

イ
ン
を
通
り
一
足
早
い
春
を
体
験
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
(詳
し
く
は

観
光
協
会
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
)。

千
葉
県
観
光
協
会

電
話
…

0
四
三
-
二
二
五
ー
九
一
七
0

ち
ば
の
観
光
ま
る
ご
と
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お花畑-菜の花- (白浜町)



　　廉
き

噂
報

れ

熱

　　

　
　
　

な
ど
や

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
政
令
市

ブ
ロ
ッ
ク
、
名
古
屋
市
の
小
島
と
申

し
ま
す
。
私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
、

出
身
校
も
す
べ
て
名
古
屋
市
内
と
い

う
生
粋
の
名
古
屋
人
で
、
今
回
の
配

属
で
初
め
て
地
元
を
離
れ
ま
し
た
。

当
初
は
故
郷
懐
か
し
さ
の
あ
ま
り
毎

日
涙
で
枕
を
ぬ
ら
し
た
も
の
で
し
た

が
、
月
日
の
経
つ
の
は
早
く
と
ん
び

会
も
二
年
目
。
今
は
皆
様
の
ご
指
導

の
も
と
、
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

｢行
き
た
く
な
い
街
名
古
屋
｣
と

い
わ
れ
久
し
い
で
す
が
、
名
古
屋
を

愛
す
る
私
は
こ
れ
も
ひ
と
え
に
み
な

さ
ん
が
名
古
屋
を
よ
く
知
ら
な
い
せ

い
だ
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

と
い
う
こ
と
で
、
せ
っ
か
く
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
名
古
屋
の

い
い
と
こ
ー

名
古
屋
市
東
京
事
務
所

小
島

章
徳

よ
さ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
路
が
広
い
街
名
古
屋

名
古
屋
の
特
徴
は
な
ん
と
言
っ
て

も
広
い
道
路
。
二
つ
の
一
〇
0
m
道

路
を
は
じ
め
、
ど
の
道
路
も
広
々
。

こ
れ
は
戦
災
復
興
時
か
ら
続
く
区
画

整
理
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
も
の
が

多
く
、
ま
さ
に
市
民
が
作
り
上
げ
た

道
路
と
い
え
る
と
思
い
ま
す

シ
ス
テ
ム
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
一
つ
は

｢ゆ
と
り
}
と
ラ
イ

ン
｣
(ガ
イ
ド
ウ
ェ
イ
バ
ス
)
で
す
。

一
つ
の
バ
ス
が
高
架
上
で
は
専
用
軌

道
を
自
動
連
行
し
、
一
般
道
路
で
は

通
常
の
バ
ス
走
行
す
る
デ
ュ
ア
ル
モ

ー
ド
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。

も
う
一
つ
は
基
幹
バ
ス
で
す
。

名
古
屋
に
し
か
な
い

交
通
シ
ス
テ
ム

名
古
屋
に
は
全
国
で
唯
一
の
交
通

バ
ス
は
普
通
の
バ
ス
で
す
が
専
用

レ
ー
ン
が
中
央
車
線
に
あ
り
、
停
車

し
て
い
る
車
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受

け
な
い
と
い
う
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム

で
す
。

ど
ち
ら
も
広
い
道
路
を
有
効
活
用

し
た
も
の
で
す
が
、
な
か
な
か
他
都

市
に
波
及
し
な
い
の
が
悩
み
の
種
で

す
。
次
に
で
き
る
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー

カ
ー

｢リ
ニ
モ
｣
は
ぜ
ひ
全
国
に
普

及
し

て
ほ
し

い
と
願

っ
て
い
ま

す
。な

ご
や
め
し

名
古
屋
名
物
と
い
え
ば
、
き
し
め

ん
、
う
い
ろ
う
、
味
噌
煮
込
み
う
ど

ん
な
ど
が
メ
ジ
ャ
ー
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
料
理
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
あ
ん
か
け
ス

パ
ゲ
テ
ィ
ー
。
こ
れ
は
ソ
ー
ス
の
と

ろ
み
具
合
が
中
華
あ
ん
に
似
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
あ
く
ま
で
ト

マ
ト
ソ
ー
ス
で
す
の
で
ご
安
心
を
。

ち
ょ
っ
と
ピ
リ
か
ら
で
お
い
し
い
で

　
　

観
ぜ

西から東から



天おす

す
よ
。
ナ
ポ
リ
タ
ン
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

ー
も
な
か
な
か
。
ナ
ポ
リ
タ
ン
と
い

う
と
当
た
り
前
に
聞
こ
え
ま
す
が
、

名
古
屋
で
は
ス
テ
ー
キ
皿
の
よ
う
な

鉄
板
に
薄
い
玉
子
焼
き
、
そ
の
上
に

麺
が
の
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
赤
い

ウ
イ
ン
ナ
ー
が
の
っ
て
い
れ
ば
完

璧
。
最
近
は
東
京
で
も
食
べ
ら
れ
る

店
が
増
え
ま
し
た
。

次
に
台
湾
ラ
ー
メ
ン
。
大
雑
把
に

言
う
と
ひ
き
肉
の
唐
辛
子
妙
め
が
の

っ
た
ラ
ー
メ
ン
で
、
か
な
り
刺
激
的

な
辛
さ
。
一
度
食
べ
た
ら
病
み
つ
き

に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
残

念
な
が
ら
東
京
で
は
一
店
し
か
お
目

に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
実
は
天
む

す
、
手
羽
先
の
唐
場
も
名
古
屋
名
物

で
す
が
、
そ
の
事
実
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
天
む
す
が
全
国
区

に
な
る
前
、
女
子
プ
ロ
レ
ス
の
名
古

屋
興
行
が
あ
る
と
、
レ
ス
ラ
ー
が
買

い
占
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す

か
わ
り
だ
ね
で
は
、
小
倉
ト
ー
ス

ト
。
読
ん
で
字
の
ご
と
く
バ
タ
ー
ト

ー
ス
ト
の
上
に
小
倉
あ
ん
が
の
っ
た

も
の
で
す
。
こ
の
話
を
す
る
と
気
持

ち
悪
い
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
最

近
は
東
京
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
コ
ッ
ペ

パ
ン
に
小
倉
あ
ん
と
マ
ー
ガ
リ
ン
を

は
さ
ん
だ
も
の
が
売
ら
れ
て
い
て
、

や
っ
と
子
供
の
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し

ん
だ
味
も
市
民
権
を
得
た
か
と
感
慨

に
ふ
け
っ
て
お
り
ま
す
。

名
古
屋
弁

普
段
バ
リ
バ
リ
の
名
古
屋
弁
で
み

な
さ
ん
と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
つ
も
り
な
の
で
す
が
、
今
ひ
と

つ
ピ
ン
と
こ
な
い
と
よ
く
お
聞
き
し

ま
す
。
な
ぜ
か
お
尋
ね
す
る
と
、

｢
み
ゃ
ー
と
か
、
ぎ
や
ー
と
か
い
わ

な
い
｣
と
の
こ
と
。
み
な
さ
ん
の
名

古
屋
弁
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か

り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
研
究
者
で

は
な
い
の
で
全
く
の
私
見
で
す
が
、

現
在
よ
く
使
わ
れ
る

(と
私
が
思
っ

て
い
る
)
名
古
屋
弁
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

(ち
ょ
っ
と
)
と
い
う
意
味
も
あ
っ

ま
ず
先
ほ
ど
の

｢み
ゃ
ー
｣
で
す

た
の
で
す
が
、
｢チ
ョ
-
｣
に
押
さ

ミ
、
今
は

｢ま
い
｣
の
ほ
う
が
ポ
ピ

れ
て
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念

ユ
ラ
ー
で

。
吏
い

は
U

え
ば

で
す
。

が
、
今
は

｢ま
い
｣
の
ほ
う
が
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
で
す
。
使
い
方
は
例
え
ば

｢
い
こ
ま
い
｣
(意
味

い
こ
う
よ
)

｢や
る
ま
い
｣
(や
ろ
う
よ
)
と
い
う

よ
う
に
、語
尾
に
つ
け
て
使
い
ま
す
。

次
に

｢ぎ
や
ー
｣
で
す
が
、
こ
れ

も

｢が
や
｣
ま
た
は

｢て
ー
｣
が
一

般
的
で
す
。
や
は
り
語
尾
に
つ
け
て

｢わ
か
ら
ん
が
や
(わ
か
ら
ん
て
ー
)｣

(わ
か
ら
な
い
よ
)
、
｢
そ
う
だ
て
ー

(そ
う
だ
が
や
)｣
(そ
う
だ
よ
)
と

使
い
ま
す
。
た
だ

｢み
ゃ
ー
｣
の
つ

く
言
葉
も
い
く
つ
か
あ
っ
て

｢う
み

や
ー
｣
(う
ま
い
)
｢よ
う
い
り
や
l

し
た
｣
(よ
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し

た
)
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
巻
で
は

｢チ
ョ
ー
｣
と
い
う

こ
と
ば
が

｢チ
ヨ
ー
い
け
め
ん
｣
と

使
わ
れ
ま
す
が
、
名
古
屋
弁
な
ら

｢
で
ら
、
い
け
め
ん
だ
が
や
｣
と

｢
で
ら
｣
が
使
わ
れ
ま
す
。
逆
に

｢ち
ょ
ー
｣
は
語
尾
に
つ
け

｢0
〇

し
て
ち
ょ
う
だ
い
｣
と
い
う
意
味
で

使
い
ま
す
。
か
つ
て
は
文
頭
に
使
い

み
な
さ
ま
ぜ
ひ
名
古
屋
に

二
〇
〇
五
年
三
月
に
は

｢愛
･
地

球
博
｣
が
近
隣
の
愛
知
県
瀬
戸
市
･

長
久
手
町
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
に
お
越
し
い
た
だ
け
ば
き

っ
と
名
古
屋
を
お
通
り
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
は
素
通
り
せ

ず
、名
古
屋
に
一
泊
し
て
く
だ
さ
い
。

｢名
古
屋
弁
｣
と

｢な
ご
や
め
し
｣

と
さ
ら
に
一
つ
増
え
る
全
国
唯
一
の

リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

｢
リ
ニ
モ
｣

が
み
な
さ
ん
を
お
迎
え
い
た
し
ま

す
。で

は
、
最
後
に
名
古
屋
弁
で

｢
な
ご
や
は
、
で
ら
い
い
と
こ
だ

で
、
い
っ
ぺ
ん
来
て
ち
ょ
ー
｣



皿
m
s
醤
膊
い
た
ず
し
多
醐
毛
ど
り
テ
ィ
の
襁
鎖
実
験

;
福
岡
市
都
心
部
に
お
け
る
ー
T
機
器
付
き

電
動
ス
タ
ー
タ
活
用
の
可
能
性
検
討
;

九
州
地
方
整
備
局
福
岡
国
道
事
務
所
調
査
第
一
課
長

谷
口

啓
二
郎

一

は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
対
応
し
、
持

続
的
な
社
会
を
築
く
た
め
に
、
高
齢
者
の
自
立
的
な
社
会

参
加
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
九
州
最
大
の
商

業
集
積
地
で
あ
る
福
岡
市
天
神
地
区
で
、
I
T
機
器
付
き

電
動
ス
ク
ー
タ
の
利
用
に
よ
り
、
高
齢
者
等
歩
行
弱
者
の

移
動
の
快
適
性
向
上
、
デ
パ
ー
ト
商
店
街
情
報
の
提
供
に

よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
事
を
目
的
と
し
た

｢福
岡
イ

ン
タ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
*

社
会
実
験
｣
を
実
施
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
障
害
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
自
立
移
動
生
活
圏
の
制
限
、
老
眼
等
に
よ
る
視
力

低
下
や
I
T
機
器
の
リ
テ
ラ
シ
ー
不
足
等
に
よ
る
情
報
デ

バ
イ
ド
を
軽
減
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
と
課
題
を
検
証
す
る
こ
と
と
し

た
。
本
稿
で
は
こ
の
実
験
の
概
要
と
今
後
の
課
題
等
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

本
実
験
は
、
移
動
支
援

(移
動
手
段
の
提
供
)
サ
ー
ビ

ス
+
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
十
情
報

案
内
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
総
合
的
な
歩
行
者
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
電
動
ス
ク
ー
タ
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
仕
様
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
搭
載
す
る
こ
と
で
、
地
下

街

･
地
上
を
問
わ
ず
シ
ー
ム
レ
ス
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
で
、
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
ト
イ
レ
や
街
情
報

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。
概
要
図
を
図

1
に
示
す
。

把
握
す
べ
き
可
能
性
、
有
効
性
及
び
課
題
点
に
つ
い
て

は
以
下
の
内
容
と
し
た
。

･
利
用
者
の
満
足
度
、
利
便
性
の
向
上
度
、
モ
ビ
リ
テ

ィ
向
上
度

･
情
報
提
供
内
容

･
方
法
の
妥
当
性

･
情
報
提
供
機
器
の
操
作
性

･
電
動
ス
ク
ー
タ
の
利
便
性

･
本
シ
ス
テ
ム
の
本
格
導
入
に
向
け
て
の
課
題
整
理

*

｢イ
ン
タ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
｣
と
は

｢イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
｣
と

｢タ

ウ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
｣
を
融
合
さ
せ
た
造
語
で
あ
る
。

二

事
前
の
ニ
ー
ズ
調
査

社
会
実
験
に
先
立
ち
、
実
験
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
ニ
ー

ズ
の
把
握
、
及
び
社
会
実
験
シ
ス
テ
ム
の
開
発
の
方
向
性

を
明
確
に
す
る
た
め
、
二
〇
〇
二
年
一
月
~
三
月
に
高
齢

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。



(3)天ネ皸韻区の選択ルートをナビゲーシ

ンターモビリティ社会実験概要図図

1

概
要

=

利
用
者
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

利
用
者
の
主
体
と
な
る
高
齢
者
に
対
し
て
、
外
出
実
態

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

･
個
人
属
性

･
外
出
状
況
の
把
握

…
目
的
、
交
通
手
段
、
外
出
時
の

不
安

･
不
満
等

･
滞
在
状
況
の
把
握

“行
き
た
い
店
舗
、
滞
在
時
間
、

情
報
源
、
回
数
等

･
電
動
ス
ク
ー
タ
の
利
用
意
向
、
情
報
機
器
の
利
用
状

況
把
握
…電
動
ス
ク
ー
タ
の
利
用
意
向
、
利
用
す
る

情
報
機
器
、
情
報
機
器
が
使
い
や
す
く
な
る
た
め
の

条
件
等

②

デ
パ
ー
ト
等
商
業
者
へ
の
事
前
調
査

･
客
層

(性
別
、
年
齢
別
)

･
取
り
扱
い
商
品

･
車
椅
子
で
の
来
客
者

･

今
後
の
高
齢
者
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

社
会
実
験
へ
の
協
力
に
つ
い
て

2

利
用
者
ニ
ー
ズ
調
査
結
果

対
象
の
構
成
に
つ
い
て
は
、性
別
は
男
女
ほ
ぼ
同
じ
で
、

高
齢
者
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
回
答
を
得
る
と
と
も
に
、

福
岡
市
を
中
心
と
し
て
居
住
地
も
広
く
分
布
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
福
岡
市
の
高
齢
者
の
多
く
を
網
羅
し
て
い
る
。

高
齢
者
の
外
出
目
的
は
、
買
物
、
社
交
･
娯
楽
が
目
的

の
半
数
を
占
め
て
い
る
。
外
出
回
数
は
、
週
一
回
が
三

一
%
と
最
も
多
い
。
外
出
は
一
人
に
よ
る
外
出
が
五
三
%

で
あ
る
。
外
出
時
の
不
安
･
不
満
は
、
交
通
事
故
の
心
配
、

足
腰
が
悪
い
、
ト
イ
レ
が
無
い
、
等
が
そ
れ
ぞ
れ
二
0
%

近
く
を
占
め
て
お
り
、
移
動
に
対
す
る
不
安
が
あ
る
。

以
上
よ
り
、
多
く
の
高
齢
者
は
、
買
物
、
社
交

･
娯
楽

目
的
で
公
共
交
通
機
関
で
週
一
回
程
度
は
外
出
し
て
い
る

が
、
移
動
に
対
す
る
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
こ
と
か
ら
、
電
動
ス
ク
ー
タ
の
利
用
、
目
的
ま
で
の
案

内
、
ト
イ
レ
情
報
や
店
舗
情
報
に
対
し
て
高
い
ニ
ー
ズ
が

存
在
す
る
可
能
性
が
把
握
で
き
た
。

表 1 位置検知方式の実験への適用可能性

方 式 位置取得頻度 天神地区に
おける精度 翻鞠

進
コスト 評 価

PHS位置情報
サービス

必要な時に取
得

誤差は50m ~
loo m程度 布

応
情

対
置

o

に
位
要

ス

、必

ビ
末
が

｣
端
ト

サ
S
フ

報
H
ソ

惰
P
会

置
た
照

位
し
報

×

+
サ

サ
ン
コ

ン
セ
れ

セ
気
ヤ

速
磁
ジ

草
地
付

リアルタイム

程
誤
る
正

m
、す
補

数
し
積
置

は
但
蕗
位
要

差

、が
で
必

誤
度
差
の
が

壽鮑蹴
"
劔

氣
要
へ

磁
必
タ

地
が
-
o

と
ロ
ク
要

サ
イ
ス
必

ン
ャ
動
が

セ
ジ
電
け

速
付

、付

車
サ
た
り

○

無線タグ 瀰礬
誤差はlo~20
m程度 樹 灘鷺ま拶

跟
線
必

無
が △

G PS方式 リアルタイム鮴讓 可 蝮纖銚 ×

3

技
術
的
課
題

歩
行
者
の
位
置
情
報
を
数
m
の
範
囲
で
検
出
す
る
技
術

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
位
置
検
出
方
式
の
適
用
可

能
性
に
つ
い
て
表
1
に
示
す
比
較
検
討
を
行
っ
た
。
こ
の

検
討
に
基
づ
き
、
車
速
セ
ン
サ
十
地
磁
気
セ
ン
サ
付
き
ジ

ャ
イ
ロ
方
式
に
よ
る
自
立
航
法
に
優
位
性
が
あ
る
た
め
、

本
方
式
を
今
回
の
社
会
実
験
に
お
い
て
採
用
し
た
。



三

実
験
の
概
要

1

諸
元

の

実
験
の
内
容

高
齢
者
等
歩
行
弱
者
を
対
象
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
仕
様

の
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
搭
載
し
た
電
動
ス
ク
ー
タ

ー
0

台
を
無
料
貸
出

②

サ
ー
ビ
ス
内
容

バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
移
動
支

援
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
提
供
案
内
サ
ー
ビ
ス

◎

実
験
地
域

加速度センサ･
地 気センサ付ジャイロ

福
岡
市
天
神
地
区
約
八
〇
O
m
四
方
の
エ
リ
ア

燭

実
験
期
間

二
〇
〇
二
年
三

月
一
日
~
-
一
月
一
四
日

2

シ
ス
テ
ム
構
成

シ
ス
テ
ム
構
成
を
図
2
に
示
す
。

不
腰に今いる堝所と国面識示される電月

ず
動スクータが違う場合に位置を修正します。

れ
下
べ

価
し

　　
　
　

　　　　　
　

　　　
　
　
　

　　　　
　　　

こけ たい場所が 示されます。
経由地は地上から地下、地下から地上を
移動する際に使用するエレベータが表示
されます。)

3

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能

表
示
例
を
図
3
に
示
す
。

の

道
案
内
機
能

ア
イ
コ
ン
表
示
さ
れ
た
目
的
地
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
在
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
案

内
を
す
る
。
目
的
地
設
定
後
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
経
路
を
赤

線
で
表
示
し
、
移
動
し
た
軌
跡
を
青
点
で
表
示
す
る
。
地

図
は
進
行
方
向
を
上
部
に
表
示
し
、
車
速
を
検
知
し
適
切

な
縮
尺
で
表
示
す
る
。

②

店
舗
情
報
表
示
機
能

表
示
し
た
い
店
舗
の
ア
イ
コ
ン
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ

り
、
店
舗
の
フ
ロ
ン
ト
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
表
示
す

る
o③

位
置
補
正
機
能

実
際
に
い
る
場
所
と
地
図
上
に
表
示
さ
れ
る
電
動
ス
ク

ー
タ
の
場
所
が
違
う
場
合
に
、
地
図
上
の
電
動
ス
ク
ー
タ

の
位
置
を
補
正
す
る
。
位
置
検
出
方
式
の
特
性
上
、
誤
差

が
蓄
積
さ
れ
る
た
め
、
利
用
者
が
適
時
補
正
を
行
う
。

嚼

ト
イ
レ
な
ど
情
報
表
示
機
能

地
図
上
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
、
(ス
ロ
ー
プ
、
段
差

等
)、
ト
イ
レ
情
報
、
危
険
個
所
、
エ
レ
ベ
ー
タ
情
報
を

表
示
す
る
。
必
要
に
応
じ
て
表
示
の
O
N
/
O
F
F
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

四

実
験
結
果
ー
シ
ス
テ
ム
評
価

実
験
期
間
中
は
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
た
日
が
多
く
、
青



空
の
下
で
街
な
か
の
散
策
を
楽
し
む
モ
ニ
タ
ー
の
姿
が
見

ら
れ
た
。
事
前
申
し
込
み
の
方
だ
け
で
な
く
飛
び
入
り
の

参
加
者
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

｢五
年
ぶ
り
に
ま
ち
を

散
策
し
た
｣
｢買
い
物
が
楽
し
め
た
｣
等
の
声
が
聞
か
れ
、

概
ね
好
評
だ
っ
た

(写
真
1
)。

1

評
価
の
概
要

高
齢
者
等
歩
行
弱
者
の
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
の
推
進
、

高
齢
者
の
活
性
化
、
老
化
防
止
、
天
神
地
区
の
活
性
化
に

関
し
て
、
モ
ニ
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
店
舗
の
視
点
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
評
価
を
行
っ
た
。
以
下
、
評

価
項
目
を
示
す
。

回

モ
ニ
タ
ー
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

モ
ニ
タ
ー
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
参
加
者
の
天
神

地
区
へ
の
外
出
実
態
、
電
動
ス
ク
ー
タ
及
び
情
報
機
器
の

利
用
状
況
と
そ
の
評
価
並
び
に
提
供
さ
れ
た
情
報
内
容
を

評
価
。

調
査
項
目
…

.
個
人
属
性
に
つ
い
て

･
電
動
ス
ク
ー
タ
及
び
情
報
提
供
機
器
に
つ
い
て

･
情
報
提
供
機
器
に
て
提
供
し
た
情
報
の
内
容
に
つ
い

て
･
そ
の
他

.
体
験
し
て
気
に
な
っ
た
こ
と

･
運
営
セ
ン
タ
に
つ
い
て

･
社
会
実
験
の
感
想
に
つ
い
て

　　　　　　 　　　　　　　　　 　 　　　

写真 1 実験期間中の様子 (天神≠
下街からデパートに入る場面)

･
飲
食

･
買
い
物
状
況
に
つ
い
て

②

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
参
加
者
が

電
動
ス
ク
ー
タ
及
び
情
報
機
器
を
利
用
す
る
際
の
問
題
点

を
把
握
す
る
と
と
も
に
介
添
者
の
必
要
性
を
検
討
。

調
査
項
目
…

.
個
人
属
性
に
つ
い
て

･
社
会
実
験
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
れ
た
感

想
に
つ
い
て

･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
事
に
つ
い
て

･
サ
ポ
ー
ト
中
に
気
に
な
っ
た
こ
と

･
運
営
セ
ン
タ
の
体
制
に
つ
い
て

･
事
前
講
習
の
内
容
に
つ
い
て

③

店
舗
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

店
舗
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
来
店
の
対

応
状
況
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み
状
況
並
び
に
今

後
の
本
格
導
入
へ
の
課
題
の
抽
出
。

調
査
項
目
"

･
店
舗
に
つ
い
て

,
社
会
実
験
に
つ
い
て

･
店
舗
へ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

･
本
格
導
入
へ
の
課
題
に
つ
い
て

2

評
価
結
果

(全
体
)

⑩

対
象
者
数

･
モ
ニ
タ
ー
数

二
言
二
名

･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数

…
二
人
九
名

②

回
答
数

･
モ
ニ
タ
ー
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
数

"
二
四
三
枚

･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
数

…
二
六

〇
枚

･
店
舗
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
数

…
八
枚

3

モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
評
価

◎

個
人
属
性

図
4
に
個
人
属
性
の
結
果
を
示
す
。
性
別
、
年
齢
、
及

び
移
住
地
で
福
岡
市
全
体
か
ら
幅
広
い
層
の
高
齢
者
が
参

加
し
て
い
る
た
め
、
多
く
の
人
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
る
。

②
電
動
ス
ク
ー
タ
及
び
情
報
提
供
機
器
に
つ
い
て

図
5
、
図
6
に
電
動
ス
ク
ー
タ
及
び
情
報
提
供
機
器
に

つ
い
て
示
す
。
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･
電
動
ス
ク
ー
タ
の
使
用
歴
は

｢初
め
て
｣
が
八
八
%

を
占
め
て
い
る
。
電
動
ス
ク
ー
タ
の
操
作
は
、
｢と

て
も
簡
単
｣
｢簡
単
｣
の
合
計
が
六
九
%
、
｢普
通
｣

を
含
め
る
と
九
二
%
の
人
が
操
作
に
問
題
が
な
い
と

い
え
る
。

･
情
報
提
供
機
器
の
操
作
に
つ
い
て
は
、
｢普
通
｣
が

三
三
%
と
多
く
、
｢と
て
も
簡
単
｣
｢簡
単
｣
を
あ
わ

せ
る
と
六
四
%
で
あ
り
、
多
く
の
人
が
操
作
は
で
き

て
い
る
と
い
え
る
。

･
情
報
機
器
の
主
な
改
善
点
は
、
｢画
面
を
み
や
す
く
｣

が
三

五
名
と
多
か
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
今
回
の
社
会
実
験
の
参
加
者
は
、
電

動
ス
ク
ー
タ
を
初
め
て
利
用
す
る
方
が
多
か
っ
た
が
、
そ

の
操
作
に
は
問
題
が
な
く
初
心
者
で
も
簡
単
に
操
作
が
で

き
、
電
動
ス
ク
ー
タ
の
利
便
性
を
確
認
で
き
た
。

情
報
提
供
機
器
の
操
作
は
、
電
動
ス
ク
ー
タ
の
操
作
と

比
較
す
る
と
簡
単
で
は
な
い
も
の
の
、
多
く
の
人
が
簡
単

に
操
作
が
で
き
、
情
報
機
器
に
慣
れ
て
な
い
高
齢
者
で
も

使
用
の
可
能
性
を
確
認
で
き
た
。
以
上
よ
り
、
電
動
ス
ク

ー
タ
と
情
報
提
供
機
器
の
組
み
合
わ
せ
は
、
高
齢
者
の
天

神
地
区
で
の
飲
食

･
買
い
物
な
ど
の
交
通
行
動
に
快
適
性

と
利
便
性
を
も
た
ら
す
も
の
で
有
効
性
を
確
認
で
き
た
。

③

情
報
機
器
に
て
提
供
し
た
情
報
内
容
に
つ
い
て

図
7
に
情
報
機
器
に
て
提
供
し
た
情
報
内
容
の
評
価
に
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エンジン書がないので気づかれにくい

放置自転車が多い

狭い堝所(歩道、店舗内等)

ガクッと急停車になる=

人などにぶつかりそうになる[ロ

エレベータの乗降等[□纖樋壽
製機

つ
い
て
示
す
。

道
案
内
は
、
｢利
用
し

た
｣
が
八
四
%
を
占
め
、

道
案
内
が
｢役
に
立
っ
た
｣

｢ま
あ
ま
あ
役
に
立
っ
た
｣

の
合
計
が
六
六
%
を
占
め

て
い
る
。
提
供
し
た
情
報

て

に
つ
い
て
は
、
｢非
常
に

沈
満
足
｣
｢
か
な
り
満
足
｣

漱

が
五
二
%
で
過
半
数
の
人

難

が
満
足
し
た
o

の

以
上
よ
り
、
こ
れ
ら
の

夕

情
報
は
利
用
者
よ
り
一
定

一ク

の
満
足
を
得
ら
れ
有
効
性

ス動

は
確
認
さ
れ
た
が
、
道
路

電

情
報
や
建
物
内
の
情
報
な

殴

ど
、
よ
り
詳
細
な
情
報
と

音
声
に
よ
る
案
内
が
望
ま

　　　
　

　
　
　　

る

い

ち

"

図
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数

o

　　
　
　

　

　※主な不安内容 【檀数回答】



れ
て
い
る
。
ま
た
、
嗜
好
に
あ
っ
た
情
報
提
供
方
法
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

4

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
評
価

本
社
会
実
験
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
れ
た
感

想
に
つ
い
て
、
介
添
者
の
補
助
は
、
｢是
非
必
要
｣
と

｢必
要
｣
の
合
計
が
八
四
%
を
占
め
た
。
ま
た
、
介
添
者

が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
と
し
て
｢
エ
レ
ベ
ー
タ
の
乗
降
｣

　
80 100 l20 140

回面を見やすく[71睾釀騨團鬮認鰄揚癈薇臘璽蘂麹獺鱈溺纖鱗鯰黛潴臟鰯癈燃翰微螂能幽翠= 5

位置補正をすくなく 鬮 圓 2o

国面の文字を大きく[5]轉 匪14

情報提供機器の主な改善点【複数専管も. 4。

画面をもっと近くで操作できるように 霊霊園14　　　

操作をもっと簡単に国 璽翻 =

動くときも画面が見えるよ引こ 圏6

閖
鰍
漱

ご

　

　
　

　　

　

　

　

　　

声

が

わ

書

面

.-

.

※利用しなかった理由 (N=33)

図6 情報機器について

　　　
　
　用

用

)

一国
圏
ロ
ロ
ロ

利

利
‐

4

　

　

や

｢ド
ア
の
開
閉
や
施
設
の
出
入
り
｣
が
多
く
挙
げ
ら
れ

た
。本

社
会
実
験
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
高
齢
者
の

外
出
機
会
の
増
加
や
商
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
と
考
え

る
人
が
多
い
と
い
う
結
果
も
出
た
が
、
今
後
の
本
格
導
入

を
考
慮
す
る
上
で
は
、
介
添
者
の
必
要
を
無
く
し
て
、
利

用
者

一
人
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
箇
所
を
一
人
で
利
用

　　

　

に

立

、

　　
　　　　

を
截
だ

他

要
伍
例

の

　
　

　

　
　　
　
　

　　

　
　

　

で
き
る
た
め
の
走
行
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

五

ま
と
め

本
社
会
実
験
に
よ
り
、
I
T
S
を
用
い
た
イ
ン
タ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
、
高
齢
者
等
歩
行
弱
者
の
移
動
を
支
援
す
る

事
は
も
と
よ
り
、
商
業
の
活
性
化
及
び
都
市
中
心
部
の
回

遊
性
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
近
距
離
移
動
に
お
け
る
新
交
通

シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
る
上
で
も
有

効
で
あ
る
事
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
は
、
提
起
さ
れ
た
問
題
点
･

課
題
を
解
決
し
、
安
価
で
利
用
し
や

す
い
シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
本
格

導
入
に
向
け
た
課
題
の
検
討
に
つ
い

て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　　

　
　

※

蹴

国

圏
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□
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図 情報機器にて提供した情報内容について
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